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第２編　分野史

第
１
章　

登
別
市
の
概
要

　
第
１
節　

登
別
市
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　

本
市
は
、
北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
し
、
海
岸
線
は
ほ
と

ん
ど
一
直
線
を
な
し
、
東
は
登
別
漁
港
、
倶
多
楽
湖
付
近

で
白
老
町
に
、
北
は
オ
ロ
フ
レ
峠
、
来
馬
岳
、
幌
別
岳
を
結
ん
で
壮
瞥
町
に
、
西
は

鷲
別
岬
と
鷲
別
岳
を
結
ぶ
線
上

に
室
蘭
市
及
び
伊
達
市
と
接
し

て
い
る
。

　

室
蘭
市
と
の
境
界
は
、
明
治

34
（
１
９
０
１
）
年
に
鷲
別
川

の
流
心
を
も
っ
て
境
界
と
す

る
こ
と
に
北
海
道
庁
が
定
め

た
。
し
か
し
、
自
然
河
川
の

た
め
蛇
行
し
て
流
心
が
変
動

し
、
徐
々
に
境
界
と
一
致
し
な

く
な
り
、
現
地
確
認
が
非
常
に

困
難
と
な
っ
た
た
め
、
昭
和
43

（
１
９
６
８
）
年
に
北
海
道
が
鷲

別
川
の
一
部
を
改
修
し
た
際
に

室
蘭
市
と
協
議
し
、
改
修
後
の

流
心
を
境
界
と
す
る
一
部
変
更
を
行
っ
た
。
昭
和
55
年
に
は
同
河
川
の
上
流
部
の
砂

防
工
事
を
北
海
道
が
行
っ
た
た
め
、
両
市
の
行
政
区
域
が
交
互
に
他
市
の
行
政
区
域

に
食
い
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
諸
施
策
の
実
施
上
不
都
合
が
多
い
た
め
、
改
め
て
両

市
で
協
議
し
、
昭
和
55
年
６
月
１
日
か
ら
現
在
の
境
界
を
も
っ
て
画
定
し
た
。

　

白
老
町
と
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
昭
和
41
年
に
確
定
測
量
を
行
っ
て
確
定
し
た
。

　

本
市
の
面
積
は
、
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
等
に
よ
る
変
動
、
日
本
測
地
系
か
ら
世

界
測
地
系
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
は
２
１
２
・
２
１
平
方
㌔
㍍
と

な
り
、
そ
の
約
70
㌫
を
山
林
が
占
め
、
４
・
２
㌫
が
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

１　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
山

オ
ロ
フ
レ
と
は
、「
そ
の
中
・
赤
い
」
と
い
う
意
味
で
、
元
は

長
流
川
（
伊
達
市
）
の
支
流
に
オ
ロ
フ
レ
・
ペ
ッ
と
い
う
川
が

あ
り
、そ
の
水
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
オ
ロ
フ
レ
山
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

オ
ロ
フ
レ
山
は
、
山
頂
が
壮
瞥
町
と
白
老
町
の
境
界
線
上
に
位
置
し
、
標
高

１
２
３
０
・
７
㍍
と
、
こ
の
地
方
で
は
１
番
高
く
、
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
で
は

３
番
目
の
高
峰
で
、
幌
別
地
区
か
ら
眺
め
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
見
え
る
。
標
高

９
２
０
㍍
付
近
の
オ
ロ
フ
レ
峠
は
、
登
別
温
泉
と
洞
爺
湖
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
で
、

各
所
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
太
平
洋
、
倶
多
楽
湖
、
洞
爺
湖
、
羊
蹄
山
な
ど
、
雄
大

な
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
７
月
に
な
る
と
多
く
の
高
山
植
物
が
群
生
し
、

秋
は
全
山
紅
葉
と
な
り
、
冬
は
樹
氷
の
海
と
化
す
。

　

ま
た
、標
高
８
０
０
㍍
地
点
を
貫
く
オ
ロ
フ
レ
ト
ン
ネ
ル
は
、昭
和
57（
１
９
８
２
）

年
９
月
の
着
工
か
ら
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
昭
和
63
年
10
月
８
日
に
開
通
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
、
通
年
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

市
の
位
置
と
面
積

　

オ
ロ
フ
レ
山

札幌

登別
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倶多楽湖

白老町
壮瞥町

伊達市

幌別幌別

鷲別鷲別
鷲別公民館鷲別公民館

鷲別岬鷲別岬

鷲別川鷲別川

富岸川富岸川

西富岸川西富岸川

鷲別岳鷲別岳

川又温泉川又温泉

三段の滝三段の滝

幌別岳幌別岳
大峠大峠

カムイヌプリカムイヌプリ

富浦富浦
蘭法華岬蘭法華岬

来馬川来馬川 岡志別川岡志別川

登別川登別川

胆振幌別川胆振幌別川

道央
自動
車道

道央
自動
車道

登別登別

登別原生林登別原生林

来馬岳来馬岳

鉱山不動の滝鉱山不動の滝

日和山日和山

加車山加車山

のぼりべつ
クマ牧場
のぼりべつ
クマ牧場

登別温泉登別温泉

　　

登別伊達時代村登別伊達時代村

ポントコ山ポントコ山

札内不動の滝札内不動の滝
登別市
婦人センター
登別市
婦人センター

登別マリンパークニクス登別マリンパークニクス

登別市役所登別市役所
登別市民会館登別市民会館

室蘭工業
用水池
室蘭工業
用水池

橘湖橘湖

室蘭本線

室蘭本線

室蘭市

勝鬨の滝勝鬨の滝

錦の滝錦の滝

カルルス温泉カルルス温泉
サンライバスキー場サンライバスキー場

オロフレ峠オロフレ峠

327

144

782

350

2

36
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原
名
は
「
ヌ
プ
ル
ペ
ツ
・
エ
ト
コ
」（
登
別
川
の
突
端
）
と
呼

ば
れ
る
オ
ロ
フ
レ
山
の
前
山
で
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
し
て
平
ら
に
見
え

る
山
で
あ
る
。
標
高
約
１
千
㍍
で
道
道
洞
爺
湖
登
別
線
が
、
こ
の
山
の
中
腹
を
斜
め

に
通
っ
て
い
る
。

　

オ
ロ
フ
レ
山
と
同
様
に
多
く
の
高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
が
、
断
崖
に
群
生
し

て
い
る
さ
ま
は
、
絶
景
の
一
語
に
尽
き
る
。
ま
た
、
こ
の
付
近
は
本
市
と
白
老
町
及

び
壮
瞥
町
の
３
郡
境
に
な
っ
て
い
る
。

原
名
は
「
ラ
イ
パ
・
ヌ
プ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
ラ
イ
パ

の
語
源
は
「
古
川
の
川
口
」
の
意
味
ら
し
い
。
記
録
と
し
て
は
、

安
政
年
間
（
１
８
５
４
~
１
８
５
９
）
に
榊
原
銈
蔵
・
市
川
十
郎
が
書
い
た
『
野
作

東
部
日
記
』
に
は
、「
頼
姿
山
」
の
文
字
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治
の
『
胆
振
国

幌
別
郡
全
図
』
で
既
に
「
来
馬
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
来
馬
」
は
当
て
字
で

あ
る
。

　

標
高
１
千
４
０
・
１
㍍
は
、
オ
ロ
フ
レ
山
に
次
ぐ
も
の
で
、
市
内
で
は
一
番
高
く
、

唯
一
の
１
千
㍍
級
の
山
で
も
あ
る
。
幌
別
側
か
ら
眺
め
る
と
真
正
面
に
見
え
る
独
立

峰
で
あ
る
が
、
中
腹
に
は
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
が
開
設
さ
れ
て
お

り
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市
町
の
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
幌
別
郡
に
３
か
村
が
設
置
さ
れ
て
い
た
頃
、
サ
ト
オ
カ
シ

ベ
ツ
川
か
ら
来
馬
岳
の
頂
上
を
と
お
り
、
オ
ロ
フ
レ
山
を
結
ぶ
線
が
幌
別
村
と
登
別

村
の
村
境
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
８
月
に
登
別
山
岳
会
会
員
に
よ
っ
て
登
山
道
が
整
備
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
雪
の
深
い
真
冬
に
し
か
登
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
来
馬
岳
は
、
四

季
を
通
じ
て
雄
大
な
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。山
頂
か
ら
は
、

洞
爺
湖
・
羊
蹄
山
の
ほ
か
、
神
秘
の
湖
「
橘
湖
」
が
望
め
る
唯
一
の
山
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
山
は
学
校
の
校
歌
な
ど
に
も
歌
い
込
ま
れ
て
お
り
、
生
活
の
中
の
山

と
し
て
な
じ
み
深
い
山
で
も
あ
る
。

原
名
は
「
サ
マ
ッ
キ
・
ヌ
プ
リ
」（
横
に
な
っ
て
い
る
・
山
）

と
呼
ば
れ
る
標
高
８
９
７
・
５
㍍
の
山
で
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
の

北
方
に
そ
び
え
る
。
幌
別
側
か
ら
眺
め
る
と
、
次
項
の
キ
ム
ン
ケ
タ
ナ
シ
の
左
手
に

見
え
る
。

キ
ム
ン
ケ
タ
ナ
シ
と
は
、「
山
手
に
あ
る
・
山
」
と
い
う

意
味
で
、
標
高
５
７
８
・
７
㍍
の
山
で
あ
る
。

　

道
道
洞
爺
湖
登
別
線
を
カ
ル
ル
ス
方
向
に
進
む
と
、
上
登
別
町
付
近
の
右
手
に
そ

び
え
て
お
り
、
山
の
頂
上
に
は
、
本
市
の
防
災
行
政
無
線
上
登
別
無
線
基
地
局
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
正
面
か
ら
眺
め
る
と
、
左
手
に
一
回
り
小
さ
い
山
が
連
な
っ
て
い

る
た
め
「
二
子
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
然
記
念
物
の
登
別
原
始
林
内
に

あ
る
こ
と
か
ら
「
天
然
記
念
の
山
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

原
名
は
、「
ポ
ロ
ユ
・
エ
ト
コ
」（
大
湯
沼
・
の
奥
の
山
）
と
呼

ば
れ
、「
プ
ル
プ
ル
ケ
・
ヌ
プ
リ
」（
も
く
も
く
と
煙
を
ふ
い
て

い
る
・
山
）
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
、
噴
煙
し
て
い
る
さ
ま
を
呼
ん
だ
ら
し
い
。

和
名
の
由
来
は
、漁
師
た
ち
が
こ
の
山
の
白
煙
の
様
子
を
見
な
が
ら
天
気
を
予
測
し
、

漁
を
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

標
高
３
７
７
㍍
の
活
火
山
で
、
黄
白
色
の
山
肌
を
む
き
出
し
に
し
て
、
頂
上
付
近

か
ら
白
煙
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
噴
気
の
音
を
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
な
お
活

　

登　

別　

岳

　

来　

馬　

岳

　

加　

車　

山

　

日　

和　

山

　

キ
ム
ン
ケ
タ
ナ
シ
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動
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

足
も
と
に
は
、
世
界
に
類
が
な
く
学
術
的
に
も
貴
重
な
大
湯
沼
が
あ
り
、
登
別
温

泉
か
ら
倶
多
楽
湖
へ
向
か
う
途
中
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。

原
名
は
「
ポ
ロ
・
ヌ
プ
リ
」（
大
き
い
・
山
）
で
、
東
南
東
に

あ
る
「
ポ
ン
・
ヌ
プ
リ
」（
小
さ
い
・
山
）
と
対
比
さ
れ
て
い
た
。

　

登
別
温
泉
街
の
東
側
に
そ
び
え
る
標
高
５
４
９
・
３
㍍
の
山
で
、
頂
上
か
ら
の
眺

望
は
雄
大
。
太
平
洋
の
水
平
線
を
望
み
、
は
る
か
に
駒
ヶ
岳
を
見
渡
し
、
眼
下
の
透

き
通
る
神
秘
の
湖
「
倶
多
楽
湖
」
の
青
さ
は
、
ま
れ
に
み
る
美
し
さ
で
あ
る
。

　

登
別
温
泉
街
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
登
る
と
、
そ
こ
に
「
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧
場
」
が

あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　

四
方
嶺
に
は
、昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
頃
ま
で
は
頂
上
か
ら
中
登
別
に
下
る
「
四

方
嶺
ス
キ
ー
場
」
が
、
次
い
で
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
ま
で
登
別
温
泉
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
が
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
11
月
に
太
陽
光
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
。

　
「
知
里
真
志
保
遺
稿
ノ
ー
ト
」
に
は
、
こ
の
四
方
嶺
を
登
り
、
沢
を
下
っ
て
、
現

在
の
第
一
滝
本
館
の
裏
に
出
る
の
が
登
別
温
泉
に
向
か
う
経
路
で
あ
っ
た
と
の
記
述

が
あ
る
。
ま
た
、
登
別
小
学
校
の
古
い
卒
業
生
の
記
憶
に
お
い
て
も
、
小
学
校
の
遠

足
で
は
四
方
嶺
を
登
っ
て
登
別
温
泉
街
に
出
て
い
た
と
の
記
憶
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

遠
く
を
見
通
す
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
遠
く
か
ら
で
も
目
印
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

同
山
は
、
山
奥
に
向
か
う
経
路
を
定
め
る
に
は
大
変
重
宝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

原
名
は「
フ
ン
ペ
・
サ
パ
」（
鯨
の
頭
）で
、約
60
㍍
の
山
で
あ
る
。

登
別
駅
の
海
側
に
あ
る
細
長
い
独
立
丘
で
あ
る
が
、
昔
は
鯨
の

よ
う
な
形
を
し
て
い
た
。
こ
の
山
の
形
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
間
で
有
名
な

昔
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
し
た
ア
ニ
メ
が
「
日
本
昔
ば
な
し
」
で
放
映
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
山
を
形
成
す
る
溶
結
凝
灰
岩
を
「
登
別
軟
石
」、
ま
た
は
「
登
別

中
硬
石
」
と
し
て
、
切
り
出
し
て
い
た
こ
と
や
、
海
側
の
崩
落
が
著
し
い
こ
と
か
ら

現
在
は
"
鯨
"
の
面
影
は
な
い
。

　

か
つ
て
、
神
聖
な
山
と
さ
れ
、
頂
上
に
は
オ
ン
ネ
ヌ
サ
ウ
シ
（
古
い
幣
場
）、
ま

た
は
ヌ
サ
コ
ッ
（
幣
場
の
跡
）
と
呼
ば
れ
る
祭
場
が
あ
り
、
山
神
も
祭
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
現
在
は
、
フ
ン
ベ
山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
道
道
登
別
港
線
と
登
別
漁
港
の

新
港
区
が
つ
な
が
れ
て
い
る
。

原
名
は
「
ポ
ン
・
ト
ク
セ
・
イ
」（
小
さ
い
・
突
出
し
て
い
る
・

も
の
）
で
、
札
内
原
野
の
中
に“

ぽ
こ
ん”

と
高
く
な
っ
た
標

高
２
２
４
㍍
の
小
山
で
あ
る
。

　

来
馬
岳
と
同
じ
頃
に
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
山
で
あ
り
、
登
別
最
古
の
山

と
い
わ
れ
て
い
る
。

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
神
様
の
・
山
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
昔
は
神
の
存
在
す
る
山
と
し
て
幌
別
コ
タ

ン
な
ど
の
人
た
ち
が
尊
ん
だ
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
神
様
は
、
ひ
ど
い
崖
か
、
あ

る
い
は
非
常
に
目
立
つ
秀
麗
な
独
立
峰
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

標
高
７
５
０
㍍
の
山
で
、
市
街
地
か
ら
も
近
い
こ
と
か
ら
市
民
登
山
会
な
ど
が
開

か
れ
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
山
で
あ
る
。

　

登
山
道
は
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
由
来
す
る
「
ノ
ボ
リ
ト
ラ
シ
ナ
イ
川
」
に
沿
っ
て

登
っ
て
い
た
が
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に
３
合
目
に
登
山
口
が
設
け
ら
れ
、
昭

　

四　

方　

嶺

　

フ
ン
ベ
山

　

ポ
ン
ト
コ
山

　

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ



99

第２編　分野史

和
55
年
に
室
蘭
営
林
署
が
室
蘭
工
業
用
水
池
か
ら
登
山
口
ま
で
の
「
ト
ラ
ウ
シ
ナ
イ

林
道
」
を
森
林
管
理
用
と
し
て
開
削
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
経
路
が
登
山
道
の
主
な

経
路
と
な
っ
て
お
り
、
登
山
道
の
管
理
は
登
別
山
岳
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し

て
い
る
。
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
10
月
に
、
登
別
山
岳
会
が
６
合
目
に
「
カ
ム
イ

ヒ
ュ
ッ
テ
」
を
建
設
し
た
。

　

か
つ
て
幌
別
郡
に
あ
っ
た
幌
別
村
と
鷲
別
村
の
境
界
は
、
キ
ウ
シ
ト
か
ら
カ
ム
イ

ヌ
プ
リ
を
見
通
し
、
そ
の
後
、
鷲
別
岳
に
向
か
う
稜
線
で
あ
っ
た
。

　

山
名
に
つ
い
て
、
地
質
図
「
登
別
温
泉
」
で
は
「
鷲
別
岳
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
一
方
で
、「
幌
別
岳
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

金
成
マ
ツ
や
知
里
ナ
ミ
（
知
里
幸
恵
、
高
央
、
真
志
保
の
母
）
の
先
祖
に
関
す
る
伝

説
で
は
「
幌
別
岳
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
誤
り
と
は
い
え
な
い
。

鷲
別
岳
は
、
室
蘭
市
と
の
境
界
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、「
室

蘭
岳
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
国
土
地
理
院
が
作
成
す

る
地
図
な
ど
に
は
「
鷲
別
岳
」
と
表
記
さ
れ
る
。
ま
た
、池
田
実
の
論
考
な
ど
で
は
、

鷲
別
岳
を
「
ア
ソ
イ
ワ
岳
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

鷲
別
岳
は
、
登
山
者
の
憧
憬
の
山
で
、
標
高
９
１
１
・
１
㍍
で
あ
り
な
が
ら
、
緩

や
か
な
傾
斜
と
片
道
２
~
３
時
間
で
登
れ
る
た
め
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
登
山
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
峰
つ
づ
き
に
は
、
鷲
別
来
馬
岳
・
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
が
あ
る
。

　

山
頂
に
は
一
等
三
角
点
「
鷲
別
岳
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
市
と
伊
達
市
及
び
壮
瞥
町
と
の
境
目
に
位
置
す
る
標
高

７
９
１
㍍
の
山
で
あ
る
。

　

こ
の
山
の
名
を
「
ア
ソ
イ
ワ
岳
」
と
呼
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
江

戸
末
期
に
南
部
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
図
面
、
明
治
期
に
入
っ
て
北
海
道
庁
、

そ
の
他
が
作
成
し
た
図
面
に
お
い
て
も
山
名
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
に
本
市
が
作
成
し
た
地
図
に
よ
っ
て
「
ア
ソ
イ
ワ
岳
」
と
し
て
の

呼
称
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

山
名
は
と
も
か
く
、
大
正
期
に
作
成
さ
れ
た
地
図
に
お
い
て
は
、
こ
こ
に
位
置
す

る
山
を
幌
別
郡
と
室
蘭
市
、
有
珠
郡
と
の
郡
境
の
目
印
と
し
て
い
る
た
め
、
市
民
の

日
常
生
活
に
お
い
て
は
な
じ
み
が
薄
い
山
で
は
あ
る
が
、
本
市
の
行
政
区
域
を
示
す

際
の
大
切
な
山
の
１
つ
で
あ
る
。

標
高
６
６
７
・
２
㍍
で
、
壮
瞥
町
と
の
境
界
に
そ
び
え
て
お
り
、

鉱
山
の
山
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
こ
の
付
近
を
経

由
し
て
幌
別
鉱
山
（
壮
瞥
町
黄
渓
）
と
鉱
山
町
と
の
間
に
硫
黄
の
鉱
石
を
運
ぶ
鉄
索

が
設
け
ら
れ
、
盛
ん
に
硫
黄
の
鉱
石
が
運
搬
さ
れ
、
時
に
は
生
活
物
資
や
人
間
も
運

ん
で
い
た
と
い
う
。
現
在
は
、
三
等
三
角
点
「
大
峠
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

標
高
７
３
６
・
１
㍍
で
、
大
峠
と
同
様
に
壮
瞥
町
と
の
境
界
に

そ
び
え
、
大
峠
と
ア
ソ
イ
ワ
岳
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
山
も
市
街
地
か
ら
遠
方
の
た
め
、
な
じ
み
が
薄
い
山
で
あ
る
が
、
山
頂
付
近
に
は

三
等
三
角
点
「
幌
別
岳
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
」
で
も
記
述
し
た
と
お
り
、
か
つ
て
は
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
を
指
し

て
「
幌
別
岳
」
と
呼
ん
で
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

鷲　

別　

岳

　

幌　

別　

岳

　

ア
ソ
イ
ワ
岳

　

大　
　
　

峠
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２　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
岬

蘭
法
華
の
原
名
は
「
ラ
ン
ポ
ッ
ケ
」
と
呼
ば
れ
、（
坂
の
下
の
所
）

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

蘭
法
華
岬
付
近
で
幌
別
方
面
と
登
別
方
面
を
結
ぶ
路
線
は
、
現
在
は
国
道
36
号
と

道
道
登
別
港
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
現
在
の
国
道
と
お
お
む
ね
似
た

路
線
で
「
大
坂
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
た
道
路
の
ほ
か
に
、蘭
法
華
市
街
道
路
踏
切
（
富

浦
町
）
付
近
か
ら
崖
に
あ
る
小
道
を
現
在
の
富
浦
会
館
の
裏
手
付
近
ま
で
登
り
、
そ

の
後
、
急
坂
を
登
る
「
七
曲
り
の
坂
」（
通
称
）
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
富
浦
町
に

住
む
児
童
生
徒
が
通
学
す
る
際
に
は
、
大
坂
や
道
道
登
別
港
線
を
回
る
と
遠
回
り
に

な
る
た
め
、恐
怖
を
覚
え
な
が
ら
も
七
曲
り
の
坂
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

潮
が
引
い
て
い
る
際
に
は
、
岬
の
先
端
を
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

七
曲
り
の
坂
を
登
り
切
り
、
幌
別
方
向
を
振
り
返
る
と
、
晴
れ
た
日
に
は
駒
ヶ
岳

を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
光
景
に
つ
い
て
松
浦
武
四
郎
は
、『
蝦
夷
日
誌
』

の
中
で
「
薩
埵
峠
に
て
富
士
山
を
見
る
が
如
し
」
と
述
べ
、
激
賞
し
た
。

　

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
に
行
わ
れ
た
札
幌
本
道
の
工
事
で
は
、
こ
の
区
間
は
難

工
事
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
、
頂
上
部
分
を
削
っ
て
切
通
し
に
し
た
も
の
の
急
こ
う
配

で
あ
り
、
明
治
14
年
の
明
治
天
皇
の
行
幸
の
際
に
は
登
坂
に
苦
労
し
、
付
近
に
住
む

ア
イ
ヌ
民
族
が
輿
を
押
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

倶
多
楽
火
山
の
噴
出
物
に
由
来
す
る
岩
石
の
上
に
土
砂
が
載
っ
て
い
る
蘭
法
華
岬

は
、
が
け
崩
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
あ
り
、
近
年
で
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

６
月
に
道
道
登
別
港
線
の
蘭
法
華
ト
ン
ネ
ル
の
富
浦
町
側
で
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の

崖
崩
れ
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
、
そ
の
斜
面
の
多
く
は
北
海
道
に
よ
る
治
山
事
業

が
行
わ
れ
た
。

蘭
法
華
岬
と
平
行
す
る
形
で
、
太
平
洋
に
突
き
出
て
お
り
、
室

蘭
市
と
の
境
界
線
が
こ
の
岬
を
起
点
に
引
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
岬
は
「
鯨
岬
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
の

春
、
鷲
別
の
前
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
き
な
１
頭
の
鯨
の
肉
を
村
人
た
ち
が
近
隣

町
村
の
住
民
に
売
り
、
そ
の
金
で
鷲
別
神
社
を
建
立
し
た
。
そ
し
て
、
同
神
社
に
は
、

そ
の
鯨
の
骨
の
一
部
を
祭
っ
た
こ
と
か
ら
鯨
岬
の
由
来
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
も

の
と
い
わ
れ
る
鯨
の
骨
は
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

鷲
別
岬
に
は
、
幕
末
に
は
南
部
藩
警
衛
番
所
が
置
か
れ
、
ま
た
、
縄
文
の
前
期
か

ら
後
期
、
続
縄
文
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
遺
物
等
が
出
土
し
た
「
鷲
別
１
遺
跡
」
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
真
宗
寺
（
鷲
別

町
）
境
内
に
同
寺
の
檀
家
が
「
先
住
民
族
慰
霊
碑
」
を
建
立
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
岬
で
は
、
数
多
く
の
植
物
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
て

は
ツ
キ
ヨ
ダ
ケ
が
夜
間
に
発
す
る
光
を
見
て
、「
狐
の
嫁
入
り
」
と
呼
ん
で
い
た
と

い
う
。

３　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
川

原
名
は
、「
フ
シ
コ
ペ
ッ
」（
古
い
・
川
）
で
、
登
別
東
町
の
奥

に
あ
る
フ
シ
コ
ペ
ツ
エ
ト
コ
岳
の
方
か
ら
流
れ
出
る
川
で
、
古

く
は
登
別
川
と
つ
な
が
り
海
へ
流
れ
て
い
た
ら
し
い
。
現
在
こ
の
川
は
、
登
別
漁
港

に
流
れ
海
へ
注
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
、
松
浦
武
四
郎
の
『
蝦
夷
日
誌
』
に
は
、

「
フ
ス
コ
ベ
ツ
（
伏
古
別
）
此
川
ホ
ロ
ベ
ツ
、
白
オ
ヒ
（
白
老
）
両
場
所
の
境
也
。

則　

小
川
有
。
其
旁
に
境
杭
有
」

　

蘭
法
華
岬

　

伏
古
別
川

　

鷲　

別　

岬
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と
あ
り
、
当
時
か
ら
こ
の
伏
古
別
川
が
、
登
別
と
白
老
の
境
界
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

登
別
川
は
、
登
別
駅
の
す
ぐ
西
側
を
通
り
、
フ
ン
ベ
山
（
鯨
岬
）

の
丘
の
下
を
流
れ
て
い
る
。

　

原
名
は
、「
ヌ
プ
ル
ペ
ッ
」（
色
の
濃
い
・
川
）
で
、温
泉
か
ら
の
硫
黄
が
流
れ
込
み
、

他
の
川
よ
り
も
水
の
色
が
暗
く
濁
っ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

安
政
年
間
（
１
８
５
４
~
１
８
５
９
）
に
書
か
れ
た
『
野
作
東
部
日
記
』
に
は
、

「
川
幅
十
四
、五
間
此
の
奥
、
湯
沢
の
硫
黄
山
よ
り
出
れ
ば
、
其
気
に
て
、
川
水
濁

り
て
白
く
見
ゆ
。
ヌ
プ
リ
に
て
水
色
の
濃
し
と
云
夷
語
な
り
」

と
さ
れ
て
、
往
来
す
る
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
も
、
相
当
知
ら

れ
て
い
た
川
な
の
が
わ
か
る
。

　

こ
の
登
別
川
は
、
登
別
小
学
校
の
横
を
さ
か
の
ぼ
り
、「
キ
ム
ン
タ
イ
」（
山
奥
の
・

森
林
）
を
過
ぎ
て
峡
谷
の
中
の
「
ペ
ト
ゥ
コ
ピ
」（
川
が
お
た
が
い
に
わ
か
れ
て
い

く
所
・
二
股
）
で
、
左
手
（
西
方
）
に
分
か
れ
た
川
は
カ
ル
ル
ス
温
泉
に
通
じ
る
千

歳
川
で
あ
り
、
登
別
川
の
本
流
を
な
し
て
い
る
。
澄
ん
で
明
る
く
見
え
る
の
で
、「
ペ

ケ
ル
ペ
ッ
」（
明
る
い
・
川
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

こ
の
川
は
、
水
源
を
オ
ロ
フ
レ
山
・
来
馬
岳
・
加
車
山
に
も
ち
、
室
蘭
市
千
歳
取

水
場
が
あ
る
。
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
ご
ろ
に
は
カ
ル
ル
ス
発
電
所
が
あ
り
、
支

流
に
は
「
錦
の
滝
」
が
あ
る
。
こ
の
千
歳
川
の
命
名
者
は
日
野
久
橘
で
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
に
登
別
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
を
発
見
し
た
時
に
、

め
で
た
い
意
味
か
ら
「
千
歳
川
」
と
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
右
手
に
分
か
れ
た
川
は
、
登
別
温
泉
に
通
じ
る
ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川
で
あ

り
、
元
来
、「
ク
ス
リ
エ
サ
ン
ペ
ッ
」（
薬
湯
・
そ
こ
を
通
っ
て
・
出
て
く
る
・
川
）

と
呼
び
、
登
別
温
泉
の
大
湯
沼
、
地
獄
谷
の
温
泉
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
こ
の
川
に

は
日
和
山
の
西
北
を
流
れ
、
上
流
に
「
勝
鬨
の
滝
」
を
も
つ
清
流
が
流
れ
込
む
。
こ

の
清
流
は
、「
ソ
ー
エ
ア
ン
ナ
イ
」（
滝
・
そ
こ
に
・
あ
る
・
谷
川
）
と
呼
ば
れ
、
大

正
５
（
１
９
１
６
）
年
に
は
勝
鬨
の
滝
発
電
所
が
あ
っ
た
。
滝
の
上
流
に
は
、「
ア

ク
ナ
イ
」（
わ
れ
ら
・
飲
む
谷
川
）
と
呼
ぶ
、
き
れ
い
な
谷
川
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

本
市
は
飲
料
水
を
取
水
し
て
い
る
。

　

こ
の
登
別
川
に
は
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
が
経
営
し
て
い
る
サ
ケ
・
マ
ス

ふ
化
場
が
あ
る
。

　

北
海
道
曹
達
（
株
）
幌
別
事
業
所
の
中
を
流
れ
て
い
る
の
が
、

岡
志
別
川
（
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
）
で
あ
り
、
川
下
に
は
市
営
住
宅

が
あ
る
。
こ
の
岡
志
別
川
は
、
３
つ
の
流
れ
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

東
側
が
、
エ
コ
イ
カ
ウ
ン
オ
カ
シ
ペ
ッ
（
頭
が
・
東
・
に
向
か
っ
て
い
る
・
岡
志

別
川
）、
ま
た
の
名
を
シ
モ
ン
オ
カ
シ
ペ
ッ
（
右
手
の
・
岡
志
別
川
）
と
い
う
。
中

央
が
シ
ン
ノ
シ
ケ
ウ
ン
オ
カ
シ
ペ
ッ
（
ま
ん
中
・
に
あ
る
・
岡
志
別
川
）
西
側
が
、

ハ
ル
キ
オ
カ
シ
ペ
ッ
（
左
の
岡
志
別
川
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
流
を
な
す
も
の
は

ハ
ル
キ
オ
カ
シ
ペ
ツ
川
で
、
水
源
は
札
内
の
「
不
動
の
滝
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
カ
シ
ペ
ッ
の
語
源
に
は
、
２
つ
の
説
が
あ
っ
て
、
オ
・
カ
・
シ
・
ペ
ツ
（
川
尻
・

魚
捕
小
屋
・
あ
る
・
川
）
と
ウ
・
カ
ッ
チ
ウ
・
ペ
ッ
（
互
い
に
・
槍
を
投
げ
て
突
き

合
っ
た
・
川
）
と
が
あ
る
。「
オ
カ
シ
ペ
ッ
」
と
解
釈
し
た
場
合
、
サ
ケ
は
水
の
き

れ
い
な
川
を
好
ん
で
遡
上
す
る
の
で
、
そ
れ
を
漁
獲
す
る
た
め
に
漁
期
に
魚
捕
小
屋

が
出
来
た
川
と
な
る
。
ま
た
、「
ウ
カ
ッ
チ
ウ
ペ
ッ
」
と
解
釈
し
た
場
合
、「
互
い
に

槍
を
投
げ
て
突
き
合
っ
た
川
」
で
あ
り
、『
野
作
東
部
日
記
』
に
は
ヲ
カ
シ
ヘ
ツ
と

書
か
れ
て
い
る
が
、

　

登　

別　

川

　

岡
志
別
川
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「
岡
石
別
。
ウ
カ
リ
ヘ
ツ
也
。
ウ
は
互
に
と
云
夷
語
。
カ
チ
は
突
と
云
言
也
。
此

川
に
て
漁
業
の
事
に
よ
り
争
闘
せ
し
時
互
に
突
合
し
処
と
云
義
な
り
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
地
名
伝
説
と
し
て
は
、

「
昔
ラ
ン
ポ
ッ
ケ
（
富
浦
）
と
ワ
シ
ペ
ッ
（
鷲
別
）
と
ど
ち
ら
に
ウ
ニ
（
海
栗
）

が
多
い
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
川
を
出
発
点
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
東
西

に
走
り
、
ど
ち
ら
が
早
く
ウ
ニ
を
取
っ
て
く
る
か
の
競
争
に
な
っ
た
。
や
っ
て
み

る
と
ワ
シ
ペ
ッ
に
行
っ
た
方
が
早
く
帰
っ
て
来
た
の
で
決
斗
に
な
り
、
ヨ
モ
ギ
の

投
槍
を
作
っ
て
こ
の
川
を
へ
だ
て
て
お
互
い
に
投
げ
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
こ
の
川

を
「
ウ
カ
ッ
チ
ウ
ペ
ッ
」（u-katchiw

-pet

互
い
に
槍
を
投
げ
て
突
き
合
っ
た
川
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」（『
幌
別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
Ｐ
27
）

と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
岡
志
別
川
の
東
と
な
り
に
あ
る
「
サ
ト
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
」
は
、
現
在
の
河

口
付
近
か
ら
来
馬
岳
、
オ
ロ
フ
レ
山
に
向
か
う
線
が
幌
別
村
と
登
別
村
の
お
お
よ
そ

の
村
境
で
あ
っ
た
。

　
　

来
馬
川
は
胆
振
幌
別
川
の
支
流
で
あ
り
、
幌
別
の
街
の
中
心
を

流
れ
、
ま
っ
す
ぐ
に
水
源
の
来
馬
岳
に
向
か
っ
て
い
る
。
来
馬

は
、「
ラ
イ
パ
」（
死
ん
だ
・
川
口
）
の
意
味
で
、
古
川
の
川
口
を
指
す
。
つ
ま
り
、

川
口
の
よ
ど
ん
だ
よ
う
な
川
を
い
う
。
永
田
方
正
の
『
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』
で

は
、「
死
者
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
」
を
意
味
し
、

「
こ
の
ラ
イ
パ
川
は
、
今
の
小
学
校
の
前
を
流
れ
た
る
こ
ろ
、
人
多
く
落
ち
て
死

し
た
り
と
い
う
」

と
書
い
て
い
る
。「
ラ
イ
」
は
元
来
は
死
ぬ
と
い
う
語
で
、
ラ
イ
・
ペ
ツ
は
古
川
の

水
が
よ
ど
ん
で
い
る
所
を
い
う
の
だ
が
、
意
訳
す
れ
ば
「
動
か
な
い
、
静
か
な
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
こ
の
よ
う

に
、
ラ
イ
パ
は
「
古
川
の
口
」
の
意
味

と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
の
胆
振
幌
別
川

の
合
流
地
点
は
、
現
在
の
中
央
橋
よ
り

も
若
干
海
側
、
幌
別
テ
レ
ビ
中
継
局
が

あ
る
付
近
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
胆
振

幌
別
川
が
海
に
流
れ
や
す
い
よ
う
に
短

絡
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
来
馬
川
の
合

流
地
点
も
、
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
へ
と
移

り
変
わ
っ
た
。

　

来
馬
川
は
、
胆
振
幌
別
川
の
支
流
な

の
で
サ
ケ
が
多
く
の
ぼ
る
河
川
で
あ
り
、

明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
に
は
ポ
ン
ラ
イ
バ
川
と
の
分
岐
点
付
近
に
さ
け
ふ
化
場
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
じ
頃
に
は
木
材
や
薪
材
な
ど
の
川
流
し
に
も
利
用
さ

れ
た
。

　

現
在
、
こ
の
来
馬
川
に
は
幌
別
浄
水
場
が
あ
り
、
本
市
の
飲
料
水
を
取
水
し
て
い

る
。

胆
振
幌
別
川
は
街
の
西
部
を
通
り
、
そ
の
上
流
は
鉱
山
町
の
奥

ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
川
に
は
、支
流
が
多
く
、名
勝
地
「
三

段
の
滝
」、「
鉱
山
不
動
の
滝
」、「
川
又
温
泉
」
な
ど
が
あ
る
。
鉱
山
に
は
、
金
・
銀
・

銅
の
鉱
脈
が
あ
っ
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
３
代
に
ま
た
が
り
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

幌
別
の
語
源
は
、「
ポ
ロ
・
ペ
ッ
」（
大
き
い
・
川
）
で
、
安
政
２
（
１
８
５
５
）

年
に
南
部
藩
士
・
長
沢
盛
至
が
書
い
た
『
東
蝦
夷
地
海
岸
図
台
帳
』
に
は
、

　

来　

馬　

川

　

胆
振
幌
別
川

明治29年頃の合流の様子
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「
ポ
ロ
ヘ
ツ
。
ポ
ロ
は
大
也
、
ヘ
ツ
は
川
也
。
大
川
と
い
う
義
也
。
こ
の
所
の
川

は
ば
（
幅
）
六
十
六
間
（
一
二
〇
㍍
位
）
也
。
こ
の
所
の
会
所
能
き
家
な
り
。
建

坪
百
四
十
七
坪
外
に
鍛
冶
小
屋
一
軒
、
木
挽
小
屋
一
ヵ
所
、
雑
物
蔵
四
ヵ
所
、
大

工
小
屋
一
ヵ
所
、
厩
一
ヵ
所
、
秋
味
小
屋
一
ヵ
所
、
い
づ
れ
も
会
所
の
側
に
あ

り
。・
・
・
・
・
ほ
ろ
へ
つ
川
の
川
幅
六
十
六
間
舟
わ
た
し
也
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
胆
振
幌
別
川
の
川
幅
が
非
常
に
広
く
、
船
で
渡

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
語
源
の
「
大
き
い
川
」
の
意
味
も
う
な
ず
け
る
。
ま
た

同
書
に
は
、
こ
の
川
の
所
に
は
会
所
な
ど
の
建
物
が
建
ち
、
川
に
は
た
く
さ
ん
の
サ

ケ
が
の
ぼ
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
の
記
述
も
あ
る
。

　

こ
の
川
は
一
時
、
資
源
の
減
少
や
鉱
山
の
鉱
毒
に
よ
っ
て
サ
ケ
の
遡
上
が
な
く

な
っ
た
が
、
最
近
で
は
サ
ケ
の
遡
上
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
を
喜
ば
せ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
川
で
は
多
種
類
の
鳥
類
が
羽
を
休
め
て
お
り
、
渡
り
鳥
の
一
部

は
、
胆
振
幌
別
川
で
越
冬
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

幌
別
市
街
の
後
方
に
は
、
胆
振
幌
別
川
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ
た
北
海
道
企
業
局

の
幌
別
ダ
ム
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
室
蘭
市
に
あ
る
日
本
製
鉄
（
株
）
な
ど
の
工
場
に

送
水
し
て
い
る
。

　

こ
の
川
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。

「
む
か
し
あ
る
コ
タ
ン
（
部
落
）
の
人
が
、
こ
の
川
の
浅
瀬
を
選
ん
で
向
こ
う
岸

へ
渡
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
進
む
に
し
た
が
っ
て
水
は
し
だ
い
に
深
さ
を
増

し
、
つ
い
に
胸
ま
で
達
し
、
あ
や
う
く
お
ぼ
れ
か
か
っ
た
の
で
、「
お
お
、
大
き

い
川
だ
。
ポ
ロ
ペ
ツ
だ
」
と
騒
ぎ
立
て
た
。
そ
れ
か
ら
コ
タ
ン
の
男
も
、
女
も
、

こ
の
川
を
ポ
ロ
ペ
ツ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。」（『
伝
説
と
郷
土
史

話
』）

富
岸
川
は
、
か
つ
て
は
ワ
シ
ベ
ツ
ラ
イ
バ
川
と
呼
ば
れ
、
鷲
別

川
の
一
支
流
と
し
て
現
在
の
鷲
別
学
田
通
踏
切
付
近
で
鷲
別
川

に
合
流
し
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
期
に
は
「
泥
川
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。『
鷲
別

村
連
絡
一
覧
図
』（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
・
作
成
年
次
不
詳
）
に
よ
る
と
、
鷲
別

川
と
の
合
流
地
点
付
近
に
は
、「
ド
ロ
カ
ワ
プ
ツ
」
と
い
っ
た
「
和
語
＋
ア
イ
ヌ
語
」

の
字
名
も
一
時
期
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
８
月
１
日
に
開
通
し
た
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
の
室
蘭
線
は
、

周
辺
の
土
地
よ
り
も
比
較
的
高
い
位
置
を
通
過
し
て
い
た
。ワ
シ
ベ
ツ
ラ
イ
バ
川
は
、

上
流
か
ら
線
路
方
向
に
流
れ
、
線
路
の
手
前
で
鷲
別
川
方
向
に
向
き
を
変
え
て
い
た

た
め
に
、
一
度
流
量
が
増
加
す
る
と
線
路
が
堤
防
と
な
っ
て
、
現
在
の
若
山
町
４
丁

目
付
近
の
水
が
引
か
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
室
蘭
線
開
通
後
ほ
ど
な
く
し
て
線
路
の
下
を
く
ぐ
り
、
直
接
海
に

流
れ
る
流
路
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。こ
の
と
き
に
新
た
に
掘
削
さ
れ
た
部
分
を「
新

泥
川
」
と
記
す
図
面
も
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は
富
岸
川
を
「
東
の
沢
」
と
呼
び
、

西
富
岸
川
を
指
す
「
西
の
沢
」
と
対
を
な
し
て
い
た
。

　

明
治
期
に
は
、「
ト
ン
ケ
シ
川
」
と
名
付
け
ら
れ
た
複
数
の
河
川
を
申
請
書
等
に

添
付
さ
れ
た
図
面
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
多
く
は
、
現
在
の
若
山
町

か
ら
緑
町
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
。
現
在
、
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
付
近
を
流

れ
る「
ヤ
ン
ケ
シ
川
」も
、少
な
く
と
も
明
治
19
年
か
ら
俗
に『
仮
製
５
万
分
の
１
図
』

と
呼
ば
れ
る
地
図
が
作
成
さ
れ
た
明
治
29
年
の
頃
ま
で
は
、「
ト
ン
ケ
シ
川
」
と
呼

ば
れ
た
河
川
の
１
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
現
在
の
河
川

が
「
富
岸
川
」
と
命
名
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
時
期
は
い
つ
頃
か
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
検
討
が
必
要
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
市
内
を
流
れ
る
主
要
な
河
川
が
直
接

ア
イ
ヌ
語
に
よ
る
河
川
名
を
基
に
し
て
命
名
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
富
岸
川
」

　

富　

岸　

川
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に
つ
い
て
は
特
定
の
河
川
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
字
ト
ン
ケ
シ
」
と
さ
れ
た
地
域

を
流
れ
る
河
川
の
総
称
で
あ
っ
た
こ
と
は
着
目
に
値
す
る
。

　

こ
の
川
は
、
富
岸
町
の
農
耕
地
に
水
を
供
給
す
る
河
川
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
が
、
富
岸
地
区
の
宅
地
化
の
進
展
と
と
も
に
水
路
は
姿
を
消
し
て
い
っ

た
。

　

現
在
、
富
岸
川
と
道
道
上
登
別
室
蘭
線
が
交
差
す
る
付
近
に
は
、
水
位
計
が
設
置

さ
れ
て
河
川
の
水
位
が
監
視
さ
れ
て
い
る
。

鷲
別
川
は
、
本
市
と
室
蘭
市
の
間
を
流
れ
、
そ
の
上
流
が
本
市

と
室
蘭
市
の
境
界
と
な
り
、
鷲
別
岳
（
室
蘭
岳
と
も
い
う
）
を

水
源
と
す
る
河
川
で
あ
る
。

　

こ
の
川
の
語
源
に
つ
い
て
は
、①
チ
ワ
シ
ペ
ッ
（
波
立
つ
川
）
の
前
略
と
す
る
説
、

②
カ
パ
ッ
チ
リ
・
ペ
ッ
（
鷲
・
川
）
の
半
訳
地
名
説
、③
ハ
シ
・
ペ
ッ
（
柴
川
）
説
（『
北

海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』）
の
３
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、知
里
真
志
保
は
『
幌

別
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
』
で
①
の
説
を
採
用
し
た
。

　

こ
の
鷲
別
川
は
、
鷲
別
学
田
踏
切
付
近
で
上
鷲
別
富
岸
川
と
合
流
し
て
い
る
。
明

治
期
の
各
種
申
請
に
添
付
さ
れ
た
図
面
を
見
る
と
、
上
鷲
別
富
岸
川
は
「
ワ
シ
ベ
ツ

ラ
イ
バ
川
」
あ
る
い
は
、「
泥
川
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
河
川
の
上

流
に
は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
日
鋼
室
蘭
製
作
所
の
鷲
別
水
源
地
が
建
設
さ

れ
、
同
製
作
所
の
工
業
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

室
蘭
本
線
の
線
路
か
ら
海
側
の
流
路
は
、
も
と
も
と
鷲
別
町
２
丁
目
と
３
丁
目
の

区
域
内
に
お
い
て
大
き
く
蛇
行
し
、
大
き
な
沼
も
点
在
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
国

土
地
理
院
が
発
行
し
て
い
る
旧
版
地
図
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
沼
や
谷
地
が
広
が
る
鷲
別
川
の
周
辺
で
あ
っ
た
が
、
鷲
別
中
学
校
付
近
で
砂
鉄

を
採
掘
し
て
い
た
宍
戸
鉱
業
（
株
）
が
、
昭
和
27
年
と
28
年
の
２
か
年
を
か
け
て
現

在
の
流
路
へ
と
改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
上
流
部
分
も
改
修
に
よ
っ
て
流
路
の
大
幅

な
変
動
が
見
込
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
55
年
に
改
め
て
本
市
と
室
蘭
市

と
の
境
界
を
定
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

４　

わ
が
ふ
る
さ
と
の
滝

樹
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
公
園
の
中
に
カ
ル
ル
ス
温
泉
が
あ
り
、

カ
ル
ル
ス
・
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
旧
カ
ル
ル
ス
小
学
校
）

裏
の
細
い
道
を
４
０
０
㍍
く
ら
い
下
っ
て
行
く
と
、
千
歳
川
の
支
流
で
あ
る
カ
シ
ュ

ン
ナ
イ
（
狩
小
屋
・
に
行
く
・
沢
）
の
渓
谷
に
出
る
。

　

そ
の
左
下
に
は
、
高
さ
８
㍍
ほ
ど
の
白
糸
を
垂
ら
し
た
よ
う
な
滝
が
あ
り
、
昔
は
、

「
蘇そ

志し

も茂
利り

の
滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
呼
び
名
が
あ
ま
り
難
し
く
、
大
正
の
初

期
に
、
こ
の
付
近
に
は
紅
葉
が
多
く
、
秋
に
は
大
変
美
し
い
こ
と
か
ら
「
錦
の
滝
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
滝
は
、
対
岸
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
、
滝
壺
ま
で
近
寄
る
の
が
大
変
で
あ
る
。

秋
に
は
、
白
糸
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
滝
と
、
深
ま
る
紅
葉
の
景
観
が
す
ば
ら
し
い
。

　

登
別
温
泉
の
市
街
か
ら
西
北
に
20
分
あ
ま
り
歩
く
と
、
ク
ス
リ

サ
ン
ベ
ツ
川
に
出
る
。
そ
の
上
流
に
、
高
さ
40
㍍
、
幅
３
・
５

㍍
の
「
勝
鬨
の
滝
」
が
あ
る
。

　

こ
の
滝
が
発
見
さ
れ
た
の
は
明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
頃
で
、
そ
の
当
時
、
第
一

滝
本
館
の
使
用
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
捜
索
に
あ
た
っ
た

人
た
ち
の
中
で
、
岩
倉
浜
治
が
偶
然
に
こ
の
滝
を
発
見
し
、
そ
の
雄
姿
に
感
嘆
し
て

　

鷲　

別　

川

　

勝か
ち
ど
き鬨

の
滝

　

錦　

の　

滝
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「
霜
降
の
滝
」と
命
名
し
た
。
そ
の
後
、明
治
38
年
に
北
海
道
庁
長
官
の
園
田
安
賢
が
、

日
露
戦
争
の
勝
利
に
ち
な
ん
で
「
勝
鬨
の
滝
」
と
改
名
し
た
。

　

登
別
温
泉
軌
道
（
株
）
が
登
別
温
泉
街
で
の
電
灯
計
画
を
樹
立
し
、
大
正
５

（
１
９
１
６
）
年
に
、
そ
の
電
気
を
供
給
す
る
た
め
の
水
力
発
電
所
「
勝
鬨
の
滝
発

電
所
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
同
社
の
電
気
事
業
は
、
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年

に
室
蘭
電
灯
（
株
）
に
統
合
さ
れ
た
。
統
合
後
ま
も
な
く
、
室
蘭
電
灯
（
株
）
が
登

別
本
町
２
丁
目
に
変
電
所
が
設
け
た
こ
と
か
ら
発
電
所
は
不
要
と
な
り
、
昭
和
15
年

に
「
勝
鬨
の
滝
発
電
所
」
は
廃
止
と
な
っ
た
。

　

こ
の
滝
を
流
れ
る
水
は
、
下
流
で
合
流
す
る
ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川
の
水
と
は
異
な

り
、
清
水
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ア
イ
ヌ
語
で
も
ア
ク
ナ
イ
（
わ
れ
ら
・
飲
む
・
谷
川
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
は
、
上
水
道
の
取
水
口
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の

雄
姿
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
が
、
市
内
の
総
給
水
量
の
約
２
割
を
供
給
す
る

水
源
と
し
て
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

昭
和
33
年
、
こ
の
滝
を
活
用
し
て
日
蓮
宗
の
滝
行
の
場
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
５
月

と
９
月
に
は
み
そ
ぎ
の
荒
行
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
、
滝
の
入
り
口
付
近

に
あ
る
妙
慎
寺
に
飾
ら
れ
る
写
真
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

幌
別
の
市
街
か
ら
道
道
上
登
別
室
蘭
線
を
約
４
㌔
㍍
ほ
ど
上

る
と
、
広
大
な
札
内
の
牧
場
に
達
し
、
日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
の
横
を
通
り
抜
け
る
と
"
不
動
の
滝
の
入
口
"
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
牧
場

を
横
切
り
、
谷
に
向
か
う
小
道
を
15
分
く
ら
い
下
が
り
、
岡
志
別
川
の
本
流
で
あ
る

ハ
ル
キ
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
を
遡
上
す
る
と
「
札
内
不
動
の
滝
」
が
あ
る
。

　

こ
の
滝
は
、
高
さ
20
㍍
ほ
ど
で
、
山
の
中
腹
に
直
径
40
㌢
㍍
ほ
ど
の
丸
い
穴
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
勢
い
よ
く
鉄
砲
の
水
の
よ
う
に
地
下
水
が
噴
出
し
て
い
る
、
非
常
に

珍
し
い
滝
で
あ
る
。

　

こ
の
滝
に
は
、
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
８
月
に
和
歌
山
県
高
野
山
明
泉
院
か
ら

贈
ら
れ
た
不
動
明
王（
一
説
に
は
鎌
倉
時
代
の
作
と
も
い
う
。）が
祭
ら
れ
て
い
た
が
、

昭
和
58
年
９
月
の
大
水
に
よ
っ
て
御
堂
と
共
に
流
失
し
、
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

鉱
山
町
か
ら
、北
東
に
向
か
い
幌
別
鉱
山
線
山
林
道
に
入
る
。

林
道
に
入
っ
て
す
ぐ
両
側
に
銅
製
錬
所
の
跡
が
あ
り
、
今
は

く
ず
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の
壁
が
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
林
道
を
上
流
に
約
３
㌔

㍍
ほ
ど
進
む
と
、
二
股
に
分
か
れ
た
支
流
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
右
側
の
沢
を
岩
伝
い

に
進
む
と
、
そ
の
奥
に
「
鉱
山
不
動
の
滝
」
が
あ
り
、
胆
振
幌
別
川
に
支
流
の
源
で

も
あ
る
。
高
さ
10
㍍
く
ら
い
で
、
水
量
は
豊
富
で
真
白
い
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
垂
直
に

滝
つ
ぼ
へ
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
落
ち
て
い
る
。
以
前
に
は
、
名
前
の
通
り
不
動
明

王
が
祭
ら
れ
て
い
た
。
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
頃
に
は
、
そ
の
祠
を
見
た
と
い
う

話
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
は
林
道
入
り
口
に
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
確
認
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
左
側
の
沢
を
進
む
と
、
途
中
に
巨
大
な
岩
肌
の
切
れ
目

に
深
々
と
流
れ
が
よ
ど
ん
で
い
る
。
こ
こ
が
、
地
元
で
は
「
オ
マ
ン
ベ
ツ
の
箱
」
と

呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鉱
山
町
か
ら
カ
マ
ン
ペ
ツ
林
道
に
入
り
、
３
キ
ロ
㍍
ほ
ど
進
む

と
、
三
段
の
滝
の
看
板
が
目
に
つ
く
。

　

カ
マ
ン
ペ
ツ
と
は
、「
岩
盤
・
そ
こ
に
あ
る
・
川
」
の
意
味
。
そ
こ
か
ら
50
㍍
ほ

ど
の
崖
を
下
る
と
、
白
い
扇
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
「
三
段
の
滝
」
が
目
の
前
に
広

が
る
。

　

札
内
不
動
の
滝

　

鉱
山
不
動
の
滝

　

三
段
の
滝
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胆
振
幌
別
川
の
支
流
で
水
量
も
豊
富
で
あ
り
、
高
さ
50
㍍
余
り
。
ス
ベ
ス
ベ
し
た

岩
肌
が
上
・
中
・
下
の
三
段
に
分
か
れ
、
そ
の
上
を
真
白
い
絹
が
滑
べ
る
よ
う
に
流

れ
て
い
る
所
か
ら
「
三
段
の
滝
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
滝
の
下
か
ら
は
上
段
の
部

分
を
の
ぞ
む
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

三
段
の
滝
か
ら
１
０
０
㍍
ほ
ど
下
流
に
は
、
巨
大
な
岩
壁
の
は
ざ
ま
に
流
れ
の
よ

ど
ん
で
い
る
所
が
あ
る
。
こ
れ
が
山
田
秀
三
・
知
里
真
志
保
の
書
い
た
『
幌
別
町
旧

地
名
図
』
に
あ
る
「
カ
マ
ン
ペ
ツ
の
箱
」
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
２
節　

自
然
環
境

１　

登
別
の
自
然登

別
地
域
は
非
常
に
古
い
時
代
か
ら
激
し
い
火
山
活
動
の
渦
中

に
あ
っ
た
た
め
新
旧
多
様
な
火
山
岩
、
な
い
し
は
火
山
性
の
堆

積
物
が
接
し
あ
い
、
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
岩
石
や
地
層
の
形
成
時
期
の

相
違
と
、
侵
食
営
力
に
対
す
る
抵
抗
度
の
差
異
が
複
合
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な

地
形
を
呈
し
て
い
る
。

　

本
市
管
内
の
北
東
域
に
は
加
車
山
（
８
９
７
・
５
㍍
）、来
馬
岳
（
１
０
４
０
・
１
㍍
）

な
ど
の
古
い
火
山
が
連
な
り
、
管
内
の
中
央
を
流
れ
る
胆
振
幌
別
川
の
西
側
に
カ
ム

イ
ヌ
プ
リ
（
７
５
０
・
１
㍍
）、
鷲
別
岳
（
９
１
１
・
０
㍍
）
な
ど
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
古
い
火
山
が
聳
え
て
い
る
。

　

国
土
地
理
院
発
行
の
５
万
分
の
１
の
地
形
図
に
記
名
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
山
名

の
な
か
で
、
鷲
別
岳
を
地
形
図
上
の
記
名
と
は
別
に
、
古
く
か
ら
室
蘭
岳
と
呼
称
し
、

そ
の
東
側
の
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
を
鷲
別
岳
と
呼
称
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
事
情
も
あ
っ
て
、
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
発
行
さ
れ
た
５
万
分
の
１
地
質
図

幅
「
登
別
温
泉
」
で
は
、
室
蘭
岳
、
鷲
別
岳
な
ど
の
山
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
古
い
時
代
の
火
山
は
、
室
蘭
層
や
幌
別
層
な
ど
の
さ
ら
に
古
い
時
代
の

地
層
を
基
盤
と
し
、火
山
の
山
体
は
火
砕
岩
や
溶
岩
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

著
し
く
侵
食
が
進
ん
で
い
て
、
溶
岩
流
の
流
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
火
山
特
有
の
地

形
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

オ
ロ
フ
レ
峠
の
北
東
の
オ
ロ
フ
レ
山
（
１
２
３
０
・
７
㍍
）
や
、
さ
ら
に
そ
の
北

東
に
や
や
距
離
を
隔
て
て
連
ら
な
る
ホ
ロ
ホ
ロ
山
（
１
３
２
２
・
３
㍍
）
や
徳
舜
瞥

山
（
１
３
０
９
㍍
）
な
ど
も
、来
馬
岳
や
鷲
別
岳
と
同
様
に
古
い
火
山
を
原
形
と
し
、

侵
食
の
進
ん
だ
山
腹
が
や
や
突
出
し
た
山
頂
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
古
い
火
山
に
対
し
、
よ
り
新
し
い
時
期
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
ク
ッ
タ
ラ
湖
（
倶
多
楽
湖
）
と
橘
湖
が
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
湖
は
、
そ
の
形
成

期
と
規
模
に
著
し
い
差
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
地
域
の
激
し
い
火
山
活
動
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
火
口
に
水
を
湛
え
る
も
の
で
、
ク
ッ
タ
ラ
湖
は
そ
の
規
模
や
形

状
か
ら
カ
ル
デ
ラ
と
呼
ば
れ
る
。

　

ク
ッ
タ
ラ
湖
は
直
径
２
・
５
㌔
㍍
に
及
ぶ
円
形
の
湖
で
、
そ
の
湖
面
の
水
位
は
海

水
準
よ
り
２
５
８
㍍
高
く
、
最
大
水
深
は
１
４
８
㍍
で
あ
る
。
や
や
急
峻
な
山
腹
を

従
え
て
い
る
外
輪
山
は
、
そ
の
東
峰
の
１
つ
に
窟
太
郎
山
（
５
３
４
㍍
）
が
、
ま
た
、

そ
の
西
峰
と
し
て
四
方
嶺
（
５
４
９
・
３
㍍
）
が
や
や
突
出
し
て
い
る
。
外
輪
山
の

内
側
の
火
口
壁
は
非
常
に
急
峻
で
、
豪
雨
の
た
び
に
崩
落
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ

の
湖
か
ら
溢
流
す
る
河
川
は
な
い
が
、
外
輪
山
の
外
側
の
山
腹
に
湧
水
し
て
、
湖
面

の
水
位
は
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
。

　

橘
湖
は
東
西
方
向
に
長
径
（
約
４
０
０
㍍
）
を
も
つ
楕
円
形
の
小
型
の
火
口
湖
で
、

　

地
形
と
地
質
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湖
面
の
水
位
は
海
水
準
よ
り
約
４
３
０
㍍
高
く
、
最
大
水
深
は
13
㍍
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
火
口
壁
の
傾
斜
は
ゆ
る
や
か
な
湖
で
あ
る
。

　

ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
火
山
灰
や
軽
石
は
、
そ
の
周
囲
に
広

い
台
地
を
形
成
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
湖
の
南
西
側
で
は
、
来
馬
岳
や
カ
ム
イ
ヌ
プ

リ
の
山
裾
を
埋
め
つ
く
し
、
上
登
別
町 

︱ 

中
登
別
町 

︱ 

札
内
台
地
に
連
続
す
る

標
高
３
０
０
~
１
０
０
㍍
の
平
た
ん
面
が
広
が
っ
て
い
る
。
札
内
台
地
上
の
平
た
ん

面
は
南
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
、
そ
の
北
端
と
南
端
と
で
は
２
０
０
㍍
に
及
ぶ
標
高
差

が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
火
山
灰
や
軽
石
な
ど
の
火
砕
堆
積
物
の
層
厚
の
差
を
反
映

す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
火
砕
堆
積
物
の
堆
積
以
前
の
原
地
形
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

鉱
山
町
の
北
東
側
に
み
ら
れ
る
標
高
３
０
０
㍍
前
後
の
平
た
ん
面
の
一
部
は
、

ク
ッ
タ
ラ
火
山
起
源
の
軽
石
流
の
溶
結
部
が
断
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
台
地
の
南
縁
の
崖
の
ほ
ぼ
中
位
の
高
さ
に
は
、
自
然
史
の
項
で
詳
し

く
述
べ
る
よ
う
に
、ク
ッ
タ
ラ
火
山
起
源
の
帯
紫
色
の
軽
石
流（K

t-e

）が
み
ら
れ
る
。

こ
の
特
徴
的
な
堆
積
物
は
、
蘭
法
華
岬
な
い
し
ポ
ン
ア
ヨ
ロ
付
近
で
は
著
し
く
溶
結

し
て
い
て
、
登
別
軟
石
と
し
て
古
く
か
ら
採
石
さ
れ
て
い
る
。
帯
紫
色
の
軽
石
流
の

上
位
の
降
下
軽
石(K

t-c)

と
、
さ
ら
に
上
位
の
灰
白
色
の
軽
石
流
（K

t-b
2

）
と
の

間
に
は
、
暗
褐
色
の
古
土
壌
（
チ
ョ
コ
帯
）
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
古
土
壌

は
、
そ
の
直
下
の
堆
積
物
の
や
や
土
壌
化
し
た
部
分
を
含
め
て
も
層
厚
は
１
㍍
に
満

た
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
登
別
化
石
林
が
生
育
し
て
い
た
時
代
の
地
表
で
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
化
石
林
の
発
見
に
よ
っ
て
こ
の
古
土
壌
の
分
布
も
さ
ら
に

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
古
土
壌
が
不
透
水
層
と
な
り
、集
中
豪
雨
な
ど
の
お
り
に
は
、帯
水
層
と
な
っ

て
い
る
上
位
の
軽
石
流
（K

t-a,-b
2

）
中
の
節
理
な
ど
か
ら
急
速
に
集
積
し
た
地
下

水
は
、
や
や
傾
斜
し
た
こ
の
不
透
水
層

上
で
多
く
の
流
路
を
形
成
し
、
主
に
こ

の
台
地
の
南
縁
の
急
崖
や
道
路
の
の
り

面
で
の
崩
落
な
ど
の
災
害
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
登
別
軟
石
（K

t-e

）
の
直
下

の
層
準
の
黄
灰
色
の
降
下
軽
石
（K

t-f

）

も
、
し
ば
し
ば
白
色
に
粘
土
化
し
、
不

透
水
層
を
形
成
し
、
同
様
の
災
害
の
引

金
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
防

災
科
学
の
分
野
で
の
調
査
研
究
は
、
今

後
も
開
発
の
企
画
と
施
工
に
あ
た
っ
て

と
く
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

　

登
別
温
泉
の
日
和
山
は
標
高
３
７
７
㍍
の
溶
岩
円
頂
丘
で
、
そ
の
頂
部
の
裂
目
か

ら
現
在
も
わ
ず
か
に
噴
気
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
南
側
に
爆
裂
火
口
を
生
じ
、
大
湯

沼
が
形
成
さ
れ
た
。
大
湯
沼
は
北
東
│
南
西
方
向
に
２
０
０
㍍
以
上
、
北
西
│
南
東

方
向
に
平
均
１
０
０
㍍
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
湖
で
、湖
底
に
多
く
の
硫
気
孔
が
開
き
、

湖
底
の
水
温
は
80
~
90
度
に
達
す
る
。

　

地
獄
谷
は
湧
出
す
る
熱
泉
の
温
度
も
高
く
、
湧
出
量
も
非
常
に
多
く
、
そ
の
湧
出

の
形
態
も
多
様
に
変
化
し
て
き
た
。
こ
の
地
獄
谷
も
大
湯
沼
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
火
山

活
動
で
形
成
さ
れ
た
爆
裂
火
口
で
あ
る
が
、
大
湯
沼
の
よ
う
に
環
壁
に
囲
ま
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
「
地
獄
谷
」
の
名
に
も
ふ
さ
わ
し
く
、
周
囲
の
切
り
立
っ
た
谷
壁
は

熱
泉
と
硫
気
の
た
め
多
様
に
変
色
し
風
化
し
て
い
て
、
実
に
異
様
な
景
観
を
呈
し
て

い
る
。

昭和55年の大雨災害（富浦町の国道36号）
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大
湯
沼
、
地
獄
谷
を
現
出
し
た
火
山
活
動
は
、
自
然
史
の
項
で
そ
の
根
拠
に
つ
い

て
述
べ
る
よ
う
に
、
非
常
に
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
の
お
も
な
も
の
は
、
東
か
ら
ポ
ン
ア
ヨ
ロ
川
、
登
別
川
、
岡

志
別
川
、
胆
振
幌
別
川
、
富
岸
川
及
び
鷲
別
川
で
あ
る
。

　

登
別
川
は
、
オ
ロ
フ
レ
峠
、
カ
ル
ル
ス
盆
地
を
源
流
と
し
、
大
湯
沼
、
地
獄
谷
の

熱
水
を
も
集
め
る
ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川
と
合
流
し
、
フ
ン
ベ
山
と
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
の

間
に
河
口
を
開
い
て
い
る
。
カ
ル
ル
ス
盆
地
な
ど
を
流
れ
る
こ
の
上
流
部
は
、
か
つ

て
千
歳
川
と
記
名
さ
れ
て
、
ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川
と
の
合
流
点
よ
り
下
流
が
登
別

川
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
上
登
別
町
付
近
や
紅
葉
谷
で
は
、
両
岸
に
比
高

１
０
０
㍍
に
達
す
る
切
り
立
っ
た
急
崖
を
連
ね
、
そ
の
河
底
の
状
況
は
依
然
と
し
て

下
刻
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
急
崖
の
現
出
は
、
著
し
い
隆
起

運
動
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
そ
の
両
岸
の
火
砕
流

台
地
の
形
成
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

胆
振
幌
別
川
は
、
幌
別
来
馬
川
、
鷲
別
来
馬
川
な
ど
の
支
流
を
集
め
て
流
れ
る
本

市
随
一
の
大
き
な
河
川
で
、
総
延
長
20
・
５
㌔
㍍
に
達
す
る
。
河
口
付
近
で
来
馬
川

と
合
流
し
て
い
る
。
胆
振
幌
別
川
の
下
流
域
に
は
、
幅
１
㌔
㍍
に
及
ぶ
は
ん
ら
ん
原

が
開
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
の
両
岸
に
は
、
し
ば
し
ば
小
規
模
な
河
岸
段
丘
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
比
高
が
や
や
大
き
い
段
丘
面
も
、
比
較
的
新
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の

段
丘
堆
積
物
の
直
下
の
火
砕
堆
積
物
の
時
期
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
か
つ
て
鷲
別

岳
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
南
麓
や
札
内
台
地
な
ど
の
平
た
ん
面
上
に
、
高
位
・
中
位
・

低
位
の
段
丘
面
が
区
分
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
海
成
段
丘
の
証
拠
を
示

す
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
現
在
の
そ
の
標
高
が
３
０
０
㍍
付
近
に
区
分
さ
れ
て
い

る
高
位
段
丘
に
つ
い
て
、か
つ
て
そ
の
付
近
に
海
岸
線
が
あ
っ
て
砂
礫
層
を
堆
積
し
、

図表2-1-1　登別市・鳥瞰図（カシミール３Dより作成）
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そ
の
後
の
隆
起
運
動
に
よ
っ
て
平
た
ん
面
（
段
丘
面
）
が
残
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
は

全
く
な
い
の
で
あ
る
。
中
位
・
低
位
段
丘
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

海
岸
平
野
は
、
現
在
の
海
岸
線
か
ら
１
㌔
㍍
未
満
の
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
北
西
側
に
広
が
っ
て
い
る
台
地
や
山
地
と
の
境
に
は
、
縄
文
海
進
期
に
形
成
さ
れ

た
海
食
崖
を
残
し
て
い
る
。

　

登
別
東
町
、
登
別
本
町
な
ど
の
集
落
が
広
が
っ
て
い
る
低
地
は
、
縄
文
海
進
と
そ

の
後
の
登
別
川
の
下
流
の
蛇
行
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
野
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
胆
振
幌
別
川
な
ど
は
冬
期
間
に
河
口
が
閉
塞
さ
れ
、
融
雪
の
水
が
海
岸
平

野
に
溢
れ
、
平
野
の
一
部
に
は
沼
沢
地
も
み
ら
れ
た
が
、
河
川
の
改
修
と
低
湿
地
の

埋
め
立
て
に
よ
り
、
こ
の
海
岸
平
野
の
景
観
は
著
し
く
変
貌
し
た
。

私
た
ち
の
先
人
が
、
こ
の
地
で
生
活
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
き
び
し
い
大
自
然
と
の
長
い
苦
闘
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は

こ
の
大
自
然
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
い
鎖
で
縛
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

鎖
を
た
ち
切
ろ
う
と
す
る
姿
こ
そ
、
人
類
の
長
い
歴
史
の
断
面
で
も
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
、
そ
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
日
が
到
来
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
科

学
は
そ
の
た
め
に
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
が
高
度
に
濃
密
に
発
展
し
て
い

く
な
か
で
、
こ
の
自
然
界
と
人
類
と
の
相
互
作
用
は
、
さ
ら
に
太
い
鎖
で
両
者
を
結

ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　

人
類
の
思
い
上
が
り
に
対
し
て
、
そ
の
教
訓
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る

惨
禍
で
そ
れ
を
い
ま
し
め
、
そ
の
警
鐘
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
新
し
い
型
の
災
害

を
次
々
に
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
環
境
科
学
の
重
要
さ
と
、
そ
の
た
ち
お
く
れ
の
実

態
と
、
科
学
の
功
罪
に
対
し
て
の
自
省
が
、
い
ま
こ
そ
い
か
に
肝
要
で
あ
る
か
が
き

び
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
の
一
部
は
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
、
火
山
と
温
泉
に
恵
ま
れ

た
観
光
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま
た
港
湾
・
工
業
都
市
の
後
背
地
域
と
し
て
開
発

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
道
内
有
数
の
集
中
豪
雨
の
多
い
地
帯
で
あ
る
こ
と
も

見
の
が
せ
な
い
。
私
た
ち
の
郷
土
の
自
然
の
し
く
み
は
、
長
い
時
間
の
経
過
の
な
か

で
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
郷
土
の
大
自
然
を
、
自
然
史
と
い
う
視
野

か
ら
見
直
し
て
お
く
こ
と
も
、
い
ま
特
に
必
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

登
別
地
域
は
、
自
然
史
の
な
か
で
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
象
の
非
常
に
多

い
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
登
別
化
石
林
の
年
代
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
植

生
の
変
遷
に
つ
い
て
も
や
や
詳
細
に
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
化
石
林
の
発
掘
と

調
査
研
究
の
成
果
は
、
登
別
の
自
然
史
の
記
録
と
し
て
、
後
世
に
残
す
べ
き
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。

　

以
下
の
自
然
史
の
項
で
述
べ
る
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
料
の
収
集
と

検
討
に
際
し
て
、
多
く
の
人
々
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
を
引
用
文
献

の
掲
載
を
も
っ
て
示
し
て
お
き
た
い
。

　

自
然
史
の
冒
頭
と
し
て
は
唐
突
の
感
も
あ
る
が
、
始
め
に
こ
の
郷
土
の
一
つ
の
物

語
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
郷
土
へ
の
賛
辞
で
あ
り
、
科
学
的
に
検
証
さ
れ
た
事
象

で
も
あ
る
。

　

自　

然　

史
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山
と
湖
の
物
語

　

山
や
丘
や
湖
は
、
こ
の
大
自
然
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
で
、
新
し
く
生
ま
れ
、
や
が
て

年
老
い
て
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

年
老
い
た
火
山
は
、
そ
の
周
り
に
背
を
丸
め
た
よ
う
な
尾
根
を
広
げ
、
深
い
皺
を

思
わ
せ
る
沢
筋
が
そ
の
山
頂
に
集
ま
る
。
そ
の
火
山
の
麓
に
は
、
さ
ら
に
古
い
時
代

の
山
の
岩
肌
が
、
わ
ず
か
に
む
く
ろ
の
よ
う
に
横
た
わ
る
。

　

新
し
く
形
成
さ
れ
た
台
地
は
、
古
い
山
々
の
裾
野
を
覆
い
つ
く
し
、
新
し
い
火
山

は
、そ
の
新
し
さ
を
誇
る
か
の
よ
う
に
す
る
ど
い
山
頂
を
天
に
向
け
る
。
そ
こ
に
は
、

と
き
に
は
熱
泉
が
た
ぎ
り
、
硫
気
を
噴
き
あ
げ
る
。

　

湖
た
ち
の
寿
命
は
さ
ら
に
短
い
。
美
し
い
縞
模
様
の
粘
土
層
は
、
そ
こ
に
か
つ
て

湖
が
広
が
り
、
周
囲
の
山
々
の
季
節
の
色
の
移
り
か
わ
り
を
、
そ
の
湖
面
に
映
し
だ

し
て
い
た
日
の
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
聳そ
び

え
た
つ
外
輪
山
に
囲
ま
れ
た
湖
も
、
や
が
て

同
じ
運
命
を
た
ど
る
。

　

こ
の
山
や
丘
や
湖
の
変
貌
に
驚
き
、
と
ま
ど
う
か
の
よ
う
に
そ
の
あ
い
だ
を
ぬ
っ

て
川
は
流
れ
る
。
樹
間
を
め
ぐ
り
、と
き
に
は
美
し
い
滝
を
つ
ら
ね
る
急
流
と
な
り
、

や
が
て
平
野
に
で
て
、
小
石
を
集
め
キ
ラ
キ
ラ
と
陽
光
に
輝
く
。

　

海
の
物
語
も
壮
大
で
あ
る
。
い
く
た
び
と
な
く
私
た
ち
の
郷
土
の
大
半
を
覆
い
つ

く
し
た
海
は
、
氷
河
時
代
の
極
寒
の
時
期
に
は
、
は
る
か
沖
に
退
き
、
海
鳴
り
を
ひ

そ
め
、
氷
海
を
思
わ
せ
る
に
ぶ
い
輝
き
が
、
遠
い
水
平
線
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
最
後
の
氷
河
時
代
の
さ
な
か
、ゆ
る
や
か
な
山
裾
や
広
い
台
地
の
う
え
に
は
、

う
っ
そ
う
た
る
針
葉
樹
林
が
広
が
り
、
短
い
夏
の
う
す
れ
日
の
な
か
で
、
そ
の
淡
い

緑
を
競
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
気
候
も
温
暖
に
な
り
、
現
在
の
平
野
の
奥
深
く
ま
で
浸
潤
し
た
海
は
、
海

食
崖
と
古
い
貝
塚
を
残
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
文
化
が
こ
の
地
に
も
広
が
り
は
じ
め
た
こ
ろ
に
は
、
か
つ
て
の
針
葉

樹
林
は
山
奥
に
後
退
し
、
南
か
ら
そ
の
輪
を
広
げ
て
き
た
温
帯
の
林
が
、
多
彩
な
下

草
を
従
え
て
入
り
こ
む
の
で
あ
る
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　

こ
の
「
山
と
湖
の
物
語
」
は
、
本
市
の
こ
の
大
自
然
の
な
か
に
秘
め
ら
れ
た
自
然

史
の
幾
こ
ま
か
を
、
や
や
擬
人
化
し
た
表
現
を
ま
じ
え
、
個
々
の
山
や
湖
、
地
層
や

岩
石
の
名
称
を
あ
げ
ず
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
短
い
紹
介
を
、
自
然
史
の
概
説
に
か
え
る
こ
と
と
し
、
そ
の
な
か
の
特
筆
す

べ
き
こ
と
が
ら
を
以
下
に
や
や
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

本
節
に
掲
載
し
て
い
る
鳥
瞰
図
な
ら
び
に
付
図
は
、
本
文
の
内
容
を
理
解
す
る
た

め
の
助
け
と
な
る
。
適
宜
こ
れ
ら
の
図
を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

な
お
、
学
名
は
和
名
を
用
い
、
和
名
の
な
い
化
石
に
つ
い
て
は
「
○
○
の
仲
間
」

や
愛
称
で
表
現
し
た
。
学
術
用
語
中
、
特
殊
な
も
の
は
脚
注
で
簡
略
に
解
説
す
る
。

い
ず
れ
も
引
用
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
降
下
軽
石
、
軽
石
流
の
あ
と
に
、
従
来
続

け
て
使
用
し
て
い
る
層
、
堆
積
物
な
ど
の
用
語
は
あ
え
て
省
略
し
た
。

本
市
管
内
で
現
在
地
表
に
み
ら
れ
る
地
層
や
岩
石

の
な
か
で
、
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
も
の
は
大

曲
沢
層
で
あ
る
。

　

首
長
竜
た
ち
の
海
の
誕
生

　

￨
中
生
代
の
海
|
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胆
振
幌
別
川
の
上
流
域
（
河
口
か
ら
10
~
15
㌔
㍍
に
、
そ
の
い
く
つ
か
の
小
規
模

な
分
布
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
大
曲
沢
層
は
、
粘
板
岩
を
主
体
と
し
、
濃
緑
色
な
い
し

緑
色
の
火
山
性
の
堆
積
岩
や
砂
岩
を
伴
う
。
そ
の
粘
板
岩
は
黒
色
な
い
し
暗
灰
色
で

薄
く
割
れ
や
す
い
。

　

従
来
、
先
白
亜
紀
層

注
１
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
地
層
と
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
新
第
三

紀
層
と
は
、
断
層
で
接
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
堆
積
時
代
に
つ
い
て
は
、
年

代
測
定
な
ど
の
方
法
に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
西
南
北
海
道
の
各
地
で
は
、
最
近
中
生
代
中
期
~
末
期
の
時
期
を
示
す

年
代
測
定
値
や
化
石
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
む
か
わ
町
穂
別
地
区

で
は
中
生
代
末
期
の
首
長
竜

注
２
や
近
年
発
掘
復
元
さ
れ
た
む
か
わ
竜
の
化
石
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

中
生
代
中
期
の
海
は
、
東
北
地
方
東
縁
域
か
ら
、
西
南
北
海
道
、
北
海
道
中
軸
帯

に
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
、
登
別
地
域
で
は
大
曲
沢
層
な
ど
の
特
徴
的
な
地
層
が
そ

の
海
底
に
堆
積
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
生
代
末
期
に
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
サ
ン
ゴ
の
類
が
そ
の
海
底
に
棲
息
し
、
む

か
わ
町
立
穂
別
博
物
館
所
蔵
の
復
元
骨
格
の
よ
う
な
巨
大
な
プ
レ
シ
オ
サ
ウ
ル
ス
型

の
首
長
竜
が
、
そ
の
長
い
首
を
海
面
に
現
わ
し
て
遊
泳
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

海
も
や
が
て
終
焉
を
告
げ
る
。

　

お
よ
そ
６
６
０
０
万
年
前
、
中
生
代
白
亜
紀
の
終
末
期
か
ら
新
生
代
古
第
三
紀
の

初
頭
に
か
け
て
、
こ
の
海
域
は
著
し
く
変
貌
し
て
い
く
。
や
が
て
天
北–

石
狩
炭
田

や
釧
路
炭
田
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
域
に
石
炭
を
推
積
し
た
時
代
に
は
、
西
南
北
海
道

の
ほ
ぼ
全
域
は
長
い
陸
の
時
代
へ
と
転
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
１　

斉
藤
昌
之
ほ
か
（
昭
和
29
年
）
に
よ
る
。

注
２　

中
生
代
中
期
の
ジ
ュ
ラ
紀
（
２
億
１
３
０
万
年
︱
１
億
４
５
０
０
万
年
前
）

に
続
く
白
亜
紀
の
後
期
に
全
盛
を
極
め
た
長
頸
竜
の
一
種
。　

約
２
５
０
０
万
年
前
、
西
南
北
海
道
か
ら
本

州
の
日
本
海
側
な
ど
の
帯
状
の
広
い
地
域
は

激
し
い
火
山
活
勣
に
お
そ
わ
れ
た
。
登
別
地
域
も
幾
た
び
と
な
く
そ
の
渦
中
に
入
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
新
第
三
紀
の
と
く
に
前
半
の
時
代
、
西
南
北
海
道
で
は
陸
域
と
海
域
と
は
複

雑
に
い
り
く
み
、
そ
の
分
布
も
日
本
海
の
拡
大
と
い
う
激
烈
な
地
殼
の
変
動
に
伴
っ

て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
し
て
い
く
。
陸
地
の
一
部
は
海
底
に
陥
没
し
、
そ
の
海
底

で
は
溶
岩
が
流
出
し
岩
脈
が
貫
入
し
て
い
た
。

　

登
別
地
域
で
は
こ
の
時
代
の
地
層
、
お
も
に
海
底
火
山
の
活
動
で
堆
積
し
た
地
層

は
、
幌
別
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
幌
別
層
よ
り
上
位
で
、
滝
ノ
川
・
鹿
ノ
沢
川
付
近

の
地
層
を
滝
ノ
川
層
・
鹿
ノ
沢
層
と
分
け
た
論
文
も
存
在
す
る
。

　

現
在
こ
の
地
層
が
地
表
で
み
ら
れ
る
の
は
、
お
も
に
胆
振
幌
別
川
上
流
地
域
で
あ

る
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
非
常
に
広
い
地
域
に
基
盤
と
し
て
潜
在
し

て
い
て
、
そ
の
層
厚
も
１
０
０
０
㍍
以
上
に
達
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

海
底
で
急
冷
さ
れ
た
溶
岩
の
破
片
や
、
そ
の
海
底
火
山
の
山
体
を
形
成
し
て
い
た

岩
石
も
、
ま
た
そ
れ
ら
に
貫
入
し
た
岩
脈
類
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
青
緑
色
な
い
し

黄
緑
色
に
変
質
し
て
い
て
、
一
般
に
非
常
に
硬
い
。
幌
別
川
上
流
に
見
ら
れ
る
い
く

つ
か
の
滝
は
、
こ
の
種
の
硬
い
美
し
い
岩
石
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
採
掘
さ
れ
て
い
た
金
・
銀
・
銅
な
ど
の
金
属
鉱
床
の
大
半
は
、

こ
の
時
代
の
火
成
活
動
に
伴
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
幌
別
層
の
な
か
に
は
砂
岩
や
頁
岩
も
み
と
め
ら
れ
、
頁
岩
は
灰
色
な
い
し
暗

　

海
底
火
山
活
動

　

￨
新
第
三
紀
の
海（
そ
の
１
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灰
色
で
、
珪
酸
質
の
海
綿
の
化
石

注
３
を
含
み
、
こ
れ
ら
一
連
の
地
層
が
新
第
三
紀

の
海
成
層
で
あ
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
。

　

お
も
に
海
底
に
堆
積
し
た
こ
れ
ら
の
厚
い
地
層
や
溶
岩
も
、
そ
の
後
陸
上
に
姿
を

現
し
て
侵
食
さ
れ
、
次
に
述
べ
る
室
蘭
層
の
基
底
部
に
礫
と
し
て
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
古
い
山
々
、
海
底
火
山
が
陸
上
に
突
出
し
て
で
き
た
山
々
は
、
侵
食
さ
れ
つ

く
し
、
そ
の
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
部
分
が
、
今
で
は
よ
り
新
し
い
地
層
や
溶
岩
の
底

に
、
む
く
ろ
の
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
３　

サ
ガ
リ
テ
ス
ま
た
は
マ
キ
ヤ
マ
と
い
う
属
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
直
径
５
㍉
㍍

ほ
ど
の
白
色
管
状
の
海
綿
の
化
石
。
お
も
に
新
第
三
系
中
新
統
上
部
の
泥

岩
中
に
み
ら
れ
る
。

新
第
三
紀
も
そ
の
後
半
の
時
代
を
迎
え

る
。
登
別–

室
蘭
地
域
は
ふ
た
た
び
浅
い

海
底
と
な
っ
た
。

　

こ
の
浅
い
海
に
堆
積
し
た
一
連
の
地
層
は
室
蘭
層
と
名
付
け
ら
れ
て
い
て
、
砂
岩

や
凝
灰
岩
の
多
い
下
部
層
と
、
火
山
岩
塊
の
多
い
地
層
や
砂
岩
・
泥
岩
か
ら
な
る
上

部
層
に
二
分
さ
れ
る
。　

　

下
部
層
は
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
北
東
~
南
麓
に
広
く
分
布
し
、
層
厚
は
２
５
０
㍍

で
、
層
理
面
は
10
~
20
度
の
緩
い
傾
斜
を
示
す
。

　

室
蘭
層
は
、
広
範
囲
に
分
布
す
る
地
層
で
あ
る
。
近
隣
の
室
蘭
市
で
は
、
中
島
町

の
北
側
か
ら
本
輪
西
町
に
分
布
し
て
い
る
。
本
輪
西
地
域
で
は
幌
萌
層
と
呼
び
、
層

厚
は
２
０
０
㍍
以
上
に
達
し
幌
萌
バ
ス
停
留
所
付
近
か
ら
陣
屋
ト
ン
ネ
ル
方
向
に
緩

く
傾
斜
し
て
い
る
。
幌
萌
層
で
は
、
多
く
の
断
層
に
よ
り
層
理
面
の
ず
れ
て
い
る
様

子
が
み
ら
れ
る
。こ
の
本
輪
西
町
の
幌
萌
層
=
本
輪
西
砂
泥
互
層
と
そ
の
断
層
群
は
、

そ
の
見
事
さ
か
ら
多
く
の
教
科
書
・
資
料
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
。平
成
９（
１
９
９
７
）

年
、
こ
の
地
層
を
覆
う
防
災
工
事
に
際
し
、
地
域
の
方
と
共
に
地
層
を
調
査
し
た
札

幌
藻
岩
高
等
学
校
の
生
徒
は
、
数
十
種
類
の
ケ
イ
藻
化
石
を
見
い
出
し
、
そ
の
多
く

は
内
湾
の
沿
岸
部
の
藻
場
の
環
境
を
示
す
こ
と
、
中
新
世
後
期
か
ら
鮮
新
世
を
示
す

絶
滅
種
の
ケ
イ
藻
を
含
む
こ
と
。
ま
た
、
植
物
化
石
と
し
て
冷
温
帯
を
示
す
ブ
ナ
属

と
モ
ミ
属
の
化
石
を
産
出
す
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る

注
４

。

　

胆
振
幌
別
川
下
流
の
幌
別
ダ
ム
付
近
・
室
蘭
地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所
付
近

に
も
、
上
部
層
の
砂
岩
・
泥
岩
の
縞
状
の
互
層
が
み
ら
れ
る
。

　

一
般
に
室
蘭
層
は
そ
の
岩
相
も
色
調
も
多
様
で
あ
る
が
、
こ
の
地
点
の
砂
岩
も
泥

岩
も
凝
灰
質
で
、
風
化
作
用
を
受
け
て
い
な
い
部
分
は
暗
灰
色
な
い
し
淡
褐
色
を

呈
す
る
。
砂
岩
は
粗
粒
で
、
火
山
岩
や

泥
岩
の
礫
を
含
む
。
胆
振
幌
別
川
下
流

地
域
で
は
、
胆
振
幌
別
川
右
岸
か
ら
左

岸
地
域
に
傾
斜
し
て
沈
み
込
ん
で
お
り
、

左
岸
に
は
室
蘭
層
よ
り
上
位
の
地
層
が

累
重
す
る
。

　

胆
振
幌
別
川
左
岸
・
室
蘭
工
業
用
水

池
左
岸
に
貝
化
石
を
産
出
す
る
露
頭
の

存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
化
石
露
頭

は
工
業
用
水
池
の
水
面
に
接
す
る
急
崖

に
あ
る
た
め
、
普
段
の
採
取
は
不
可
能

な
地
点
で
あ
る
。
平
成
17
年
６
月
か
ら

幌別ダム左岸での合同露頭調査（平成19年8月6日）

　

ホ
タ
テ
貝
の
棲
む
浅
海
が
広
が
る

　

￨
新
第
三
紀
の
海（
そ
の
２
）|
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登
別
地
域
の
地
質
研
究
者
、
平
成
19
年

８
月
、
本
市
、
室
蘭
市
及
び
札
幌
市
の

研
究
者
と
札
幌
清
田
高
等
学
校
生
徒
に

よ
る
合
同
露
頭
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
化
石
露
頭
か
ら
は
、
タ
カ
シ
ホ

タ
テ
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

ホ
タ
テ
貝
の
完
全
化
石
が
採
集
さ
れ
た
。

産
出
し
た
貝
化
石
は
、
登
別
市
郷
土
資

料
館
で
保
存
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
特
異
な
ホ
タ
テ
貝
化
石
は
、
東

北
地
方
・
北
海
道
中
軸
部
か
ら
道
東
の

広
い
地
域
の
な
か
か
ら
産
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
層
準
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
こ
れ
ら
の
地
層
の
中
の
鉱
物

に
つ
い
て
放
射
年
代
が
測
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
測
定
値
は
、
こ
の
ホ
タ
テ
貝

の
生
存
年
代
が
、
５
０
０
万
年
前
か
ら

２
５
８
万
年
前
で
あ
り
新
生
代
新
第
三

紀
鮮
新
世
を
代
表
す
る
二
枚
貝
で
あ
る

こ
と
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
滝
川

市
で
は
こ
の
タ
カ
ハ
シ
ホ
タ
テ
の
層
準

か
ら
海
牛
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

全
長
約
７
㍍
の
骨
格
が
復
元
さ
れ
、
当

時
の
古
地
理
の
変
遷
が
さ
ら
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

　

登
別–

室
蘭
地
域
に
分
布
す
る
こ
の
室
蘭
層

は
、
そ
の
地
層
の
な
か
に
み
ら
れ
る
堆
積
構
造

か
ら
も
、
海
底
に
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
な
か
の
礫
の
形

態
と
種
類
と
量
は
、こ
の
海
域
の
す
ぐ
近
く
に
、

お
も
に
緑
色
の
幌
別
層
の
岩
石
か
ら
な
る
低
い

山
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

火
山
活
動
は
休
止
期
を
迎
え
、
ひ
と
と
き
の

静
穏
な
浅
い
海
に
、
下
側
の
殼
が
異
常
に
湾
曲

し
隆
起
し
た
タ
カ
ハ
シ
ホ
タ
テ
が
、
タ
マ
ガ
イ

の
仲
間
の
巻
貝
や
、
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
、
イ
タ
ヤ

ガ
イ
、
イ
ガ
イ
、
バ
カ
ガ
イ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
フ
タ
バ
シ
ラ
ガ
イ
の
仲
間
の
二
枚
貝

な
ど
と
と
も
に
棲
息
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

新
第
三
紀
の
末
期
、
ま
だ
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
も
鷲
別
岳
も
、
ま
た
来
馬
岳
も
オ
ロ
フ

レ
の
山
々
も
な
か
っ
た
。
緑
色
の
岩
肌
の
古
い
山
々
は
、
こ
の
浅
海
の
す
ぐ
背
後
に

低
い
な
だ
ら
か
な
稜
線
を
つ
ら
ね
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

や
が
て
登
別
地
域
は
ふ
た
た
び
陸
の
時
代
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
第
三

紀
も
終
わ
り
、
次
の
第
四
紀
を
迎
え
る
の
で
あ
る

注
４　

 
札
幌
藻
岩
高
等
学
校
（
平
成
11
年
）
の
研
究
資
料
に
よ
る
。

第
四
紀
（
２
５
８
万
年
前
~
）
に
入
る
と
、

室
蘭
層
を
堆
積
し
た
海
は
後
退
し
、
そ
の

幌別ダム周辺にみられる室蘭層

タカハシホタテ右殻
２００５年・倉澤保文採取

タカハシホタテ左殻
昭和30年代・清川豊秋氏採取

　

聳そ
び

え
た
つ
山
々

　

￨
第
四
紀
の
火
山
活
動
の
開
始
|
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室
蘭
層
が
陸
上
に
現
れ
、
平
た
ん
な
台
地
を
形
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
胆

振
幌
別
川
の
最
上
流
に
あ
っ
た
古
い
背
の
低
い
山
々
を
と
り
ま
く
よ
う
に
し
て
、
こ

の
台
地
は
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
紀
更
新
世
に
な
る
と
冷
涼
な
時
期
を
迎
え
た
。
や
が
て
こ
の
台
地
の
上
に
、

噴
煙
が
立
ち
昇
る
日
が
お
と
ず
れ
る
。
激
し
い
火
山
活
動
の
結
果
、
鷲
別
岳
、
カ
ム

イ
ヌ
プ
リ
、
来
馬
岳
な
ど
の
山
々
が
聳
え
た
つ
日
が
お
と
ず
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
激
し
い
火
山
活
動
に
先
立
っ
て
、
当
時
の
海
岸
線
近
く
に
薄
い
砂
礫
層
が
堆

積
し
た
。
そ
の
砂
礫
層
は
、
現
在
鷲
別
岬
の
崖
の
下
部
に
も
み
ら
れ
る
の
で
、
鷲
別

砂
礫
層
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
北
側
の
地
域
で
は
し
ば
し
ば
軽
石
の
多
い
部

分
が
あ
っ
て
、
す
で
に
こ
の
砂
礫
層
が
堆
積
し
て
い
た
時
期
に
、
先
駆
的
な
火
山
活

動
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
砂
礫
層
の
層
厚
は
15
㍍
以
下

で
、
ほ
ぼ
水
平
に
堆
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

鷲
別
岬
の
崖
の
上
半
部
に
は
、
黒
々
と
し
た
火
山
岩
塊
が
集
ま
っ
て
で
き
た
地

層
が
、
そ
の
荒
々
し
い
岩
肌
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
室
蘭
岳
集
塊
岩
層

注
５
と
呼
ば

れ
て
き
た
火
山
性
の
堆
積
物
は
、
鷲
別
岳
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
、
そ
れ
ら
の
南
側
の

４
６
２
㍍
山
の
山
体
の
下
半
部
を
構
成
し
、そ
の
層
厚
は
４
０
０
㍍
以
上
に
達
す
る
。

こ
の
火
山
岩
塊
が
集
ま
っ
た
厚
い
地
層
の
上
半
部
は
暗
赤
灰
色
で
、
溶
岩
流
を
そ
の

間
に
挟
ん
で
い
る
。

　

鷲
別
岳
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
、
４
６
２
㍍
山
の
山
体
の
上
半
部
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
異
な
っ
た
溶
岩
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
火
山
が
独
立
し
て
、
相
次
い
で
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

来
馬
岳
も
こ
れ
ら
の
山
々
と
は
や
や
異
な
っ
た
溶
岩
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
期
の
相
次
ぐ
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独
立
し
た
火
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

図表2-1-2　幌別ダム　工業用水池左岸（調査・070806）

（原図・前田寿嗣　記写責任者・倉澤保文）

CaCO3含む
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こ
れ
ら
の
火
山
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
の
長
い
間
の
侵
食
作
用
に
よ
っ
て
、
も
と

の
火
山
と
し
て
の
山
体
の
形
状
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い
な
い
。
と
く
に
来
馬
岳
は
そ

の
北
東
壁
が
著
し
く
侵
食

注
６
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
山
容
は
、
周
囲
の
河
川
の
侵

食
営
力
を
反
映
し
て
い
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
来
馬
岳
も
、
そ

の
南
側
に
は
か
つ
て
溶
岩
流
が
流
下
し
た
形
状
が
、
そ
の
な
だ
ら
か
な
山
腹
に
わ
ず

か
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

札
内
台
地
の
平
坦
面
の
中
で
わ
ず
か
に
突
出
す
る
ポ
ン
ト
コ
山
も
、
こ
の
台
地
を

構
成
す
る
新
期
の
火
山
灰
や
軽
石
の
層
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
形
態
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
ポ
ン
ト
コ
山
も
、
お
そ
ら
く
同
時
代
の
火
山
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
小
規
模
な
山
体
が
そ
の
後
著
し
く
侵
食
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
残
り
、
頂
部

の
み
を
台
地
の
上
に
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

登
別
市
の
北
側
に
聳
え
て
い
る
徳
舜
瞥
山
や
鷲
別
岳
か
ら
来
馬
岳
に
い
た
る
一
連

の
古
い
火
山
も
、
約
50
~
60
万
年
前
の
火
山
活
動
に
よ
り
、
火
山
岩
塊
の
堆
積
や
溶

岩
流
に
よ
っ
て
、
現
在
の
山
容
よ
り
も
さ
ら
に
鋭
く
聳
え
た
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
長
い
侵
食
作
用
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は
背
を
丸
め
た
よ
う
な
尾
根
が
つ
ら

な
り
、
沢
筋
が
深
い
皺
の
よ
う
に
、
そ
の
間
を
刻
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

注
５　

地
形
図
に
記
名
さ
れ
て
い
る
鷲
別
岳
を
室
蘭
岳
と
し
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
を
鷲

別
岳
と
し
て
、
そ
の
記
名
と
は
別
に
山
名
を
呼
称
し
て
い
た
。

注
６　

太
田
良
平
（
昭
和
29
年
）
は
、
来
馬
岳
の
北
側
の
山
腹
や
加
車
山
の
山
頂
に

も
爆
裂
火
口
を
示
し
て
い
る
が
、
異
論
も
多
い
。

約
11
万
年
前
、
気
候
は
徐
々
に
寒
冷

化
に
向
か
う
。
ウ
ル
ム
氷
期
の
到
来

で
あ
る
。
気
候
の
寒
冷
化
と
と
も
に
両

極
地
方
の
氷
河
は
増
大
し
、
ふ
た
た
び

海
水
準
は
低
下
し
て
い
く
。
襟
裳
岬
の

マ
ン
モ
ス
象
も
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
活
動
が
つ
い
に
そ

の
火
ぶ
た
を
切
る
。
橘
湖
の
南
東
の
広

範
な
地
域
は
、
１
０
０
０
度
を
超
え
る

灼
熱
の
溶
岩
と
火
柱
と
噴
煙
の
る
つ
ぼ

と
化
し
て
い
く
。
ま
さ
に
自
然
が
つ
か

さ
ど
る
火
祭
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

四
方
嶺
の
西
側
に
現
在
み
ら
れ
る
斜

面
は
、
当
時
の
火
山
が
鋭
く
聳
え
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
当
時
の
山

頂
は
、
そ
の
後
の
相
次
ぐ
大
爆
発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
の

外
輪
山
は
、
主
に
初
期
の
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
火
山
本
体
の
、
山
裾
部
分
の

残
骸
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
外
輪
山
の
東
麓
の
火
砕
堆
積
物
中
に
は
、
し
ば

し
ば
数
㌢
㍍
の
大
き
さ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
斜
長
石
（
灰
長
石
）
の
巨
晶
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
暗
色
の
溶
岩
は
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
洞
爺
・
支

笏
両
火
山
の
初
期
の
活
動
に
は
こ
の
よ
う
な
溶
岩
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
の
西
向
き
の
崖
の
最
下
部
に
は
、
黄
褐
色
に
風
化
し
た
層
厚

約
２
㍍
の
降
下
軽
石
と
、
そ
の
下
位
に
ほ
ぼ
同
様
に
風
化
し
た
軽
石
流
が
み
ら
れ
る

（K
t-j

）
注
７

。
こ
の
層
準
の
堆
積
物
は
、
富
浦
・
岡
志
別
川
間
の
海
岸
に
面
し
た
崖

の
最
下
部
や
、
ク
ッ
タ
ラ
湖
の
東
側
の
沖
積
平
野
の
基
底
に
も
広
く
分
布
し
、
そ
の

　

外
輪
山
の
形
成

　

￨
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
活
動（
そ
の
１
）|

クッタラ火山の活動の初期（Kt-j・降下軽石を堆積する大噴火）
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層
厚
は
40
㍍
に
及
ぶ
。
そ
の
分
布
は
、
こ
れ
ら
の
堆
積
物
が
や
は
り
ク
ッ
タ
ラ
火
山

の
初
期
の
活
動
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
後
、
ク
ッ

タ
ラ
火
山
は
非
常
に
短
い
休
止
期
を
迎
え
る
。

注
７　

胆
振
団
体
研
究
会
は
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
火
山
砕
屑
物
層
を
上
位
か
ら　

K
t-a

~K
t-j2

の
14
層
に
区
分
命
名
し
た
。
胆
振
団
体
研
究
会
（
平
成
２
年
）

参
照
。

十
勝
平
野
の
南
半
部
に
は
、
オ
レ

ン
ジ
降
下
軽
石
堆
積
物
３
（O

p-3

）

と
名
付
け
ら
れ
た
堆
積
物
が
広
く
分

布
す
る
。
分
布
軸
周
辺
で
は
そ
の
層
厚
は
30
㌢
㍍
を
超
え
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り

オ
レ
ン
ジ
色
の
数
㍉
㍍
の
軽
石
が
多
い
。

　

十
勝
平
野
で
は
、
こ
の
降
下
軽
石
の
直
上
の
層
準
に
つ
い
て
約
４
万
３
千
年
前
と

い
う
炭
素
法
に
よ
る
放
射
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

南
部
石
狩
低
地
帯
の
厚
真
町
・
む
か
わ
町
で
は
、
そ
の
層
厚
も
１
㍍
に
増
え
、
軽

石
の
最
大
粒
径
は
３
㌢
㍍
、
そ
の
色
調
は
明
黄
褐
色
で
あ
る
。

　

こ
の
十
勝
平
野
と
石
狩
低
地
帯
に
広
く
分
布
す
る
降
下
軽
石
は
、
両
地
域
の
当
時

の
植
生
の
比
較
や
、
地
殻
運
動
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
示
準
層
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
長
年
の
調
査
研
究
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
噴
出
源
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

１
９
８
０
年
代
に
な
っ
て
、
こ
の
降
下
軽
石
が
ク
ッ
タ
ラ
火
山
起
源
で
あ
る
こ
と

が
つ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る

注
８

。
こ
の
研
究
成
果
は
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山

の
活
動
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

ク
ッ
タ
ラ
湖
の
東
側
、
湖
の
中
心
か

ら
約
10
㌔
㍍
の
地
点
で
は
、
こ
の
降
下

石
（K

t-i

）
は
灰
橙
色
人
頭
大
で
、
層
厚

も
15
㍍
以
上
に
達
す
る
。
こ
の
噴
出
源

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
研
究
の

な
か
で
、十
勝
平
野
、南
部
石
狩
低
地
帯
、

ク
ッ
タ
ラ
湖
の
東
側
の
３
地
域
の
非
常

に
多
く
の
試
料
に
つ
い
て
、
そ
の
な
か

の
鉱
物
の
特
性
が
検
討
さ
れ
測
定
さ
れ

た
。
ま
た
こ
の
降
下
軽
石
は
、
火
山
の

南
西
側
の
富
浦
付
近
で
は
、
後
頁
で
詳

細
に
述
べ
る
登
別
化
石
林
よ
り
も
さ
ら

に
古
い
時
期
の
化
石
林
を
埋
積
し
て
い

る
。

　

そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

　

ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
初
期
の
堆
積
物
で

あ
る
軽
石
層
（K

t-j1

）
の
最
上
部
は
、

著
し
く
風
化
し
て
い
て
、
黄
褐
色
な
い

し
褐
色
の
古
土
壌
が
み
と
め
ら
れ
る
。

そ
の
直
上
の
降
下
軽
石
（K

t-i

）
の
な
か

に
は
、
か
つ
て
直
立
樹
幹
が
林
立
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
円
柱
状
の
空
隙
が
多

い
。
さ
ら
に
そ
の
空
隙
の
な
か
に
直
径

登別川下流左岸にみられるクッタラ火山起源の堆積物 (Kt-i～Kt-a)サト岡志別川右岸の炭化木

　

十
勝
平
野
・
石
狩
低
地
帯
に

　

厚
く
堆
積
し
た
降
下
軽
石

　

￨
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数
10
な
い
し
数
㌢
㍍
の
炭
化
し
た
直
立

樹
幹
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
富
浦
付
近
に
み
ら
れ
る
化
石
林

は
、
当
時
の
森
林
の
植
生
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
そ
の
森
林
が
こ
の
地
域
で

は
破
壊
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
た
ど
っ
て
そ
の
上
位
の
層
準

の
登
別
化
石
林
に
引
き
つ
が
れ
て
い
っ

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
、
非

常
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
８
月
、
登

別
市
千
歳
町
北
海
道
曹
達
（
株
）
幌
別
事
業
所
付
近
の
サ
ト
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
を
調
査

し
て
い
た
登
別
・
室
蘭
両
市
の
地
質
研
究
者
が
、
中
流
域
右
岸
側
面
で
炭
化
木
を
発

見
し
た
。
サ
ト
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
９
月
、
大
洪
水
に
襲

わ
れ
、
川
底
・
川
岸
が
大
量
に
流
出
崩
壊
、
川
の
流
れ
が
変
化
し
、
右
岸
か
ら
大
量

の
炭
化
木
が
洗
い
出
さ
れ
た
。

　

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
８
月
12
日
の
胆
振
団
体
研
究
会
の
夏
の
巡
検
と
翌
年
２

月
11
日
の
室
蘭
・
登
別
両
市
の
地
質
研
究
者
の
調
査
で
、
50
本
程
の
倒
木
炭
化
木
を

確
認
し
た
。
こ
の
地
域
の
炭
化
木
を
「
幌
別
化
石
林
」
と
仮
称
す
る
。

　

砂
防
工
事
現
場
か
ら
は
、
直
径
45
㌢
㍍
程
の
倒
木
炭
化
木
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
炭
化
木
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
値
は
、
５
万
５
０
０
０
~
６
万
年
前

頃
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。　
　

　

こ
の
千
歳
町
サ
ト
オ
カ
シ
ベ
ツ
川
岸
や
富
浦
付
近
の
古
い
化
石
林
を
埋
積
し
た
火

山
灰
は
、
遠
く
十
勝
平
野
に
ま
で
及
ん
だ
降
下
軽
石
（K

t-i

）
で
あ
る
。
こ
の
軽
石

層
の
上
位
に
は
、
黒
色
の
ス
コ
リ
ア
流
と
淡
褐
色
の
軽
石
流(K

t-h)

が
堆
積
す
る
。

そ
の
層
厚
は
著
し
く
変
化
し
、
一
部
は
溶
結
し
て
い
る

注
９

。

注
８　

春
日
井
昭
ほ
か
（
昭
和
59
年
）、
胆
振
団
体
研
究
会
（
平
成
２
年
）
に
よ
る
。

注
９　

ス
コ
リ
ア
は
軽
石
よ
り
も
や
や
発
泡
が
悪
く
、
一
般
に
黒
色
な
い
し
赤
褐

色
、青
灰
色
な
ど
の
多
様
な
色
を
呈
す
る
火
山
砕
屑
物
。
軽
石
、ス
コ
リ
ア
、

火
山
灰
な
ど
が
高
温
を
保
っ
た
ま
ま
堆
積
す
る
と
、
一
部
が
再
溶
融
し
固

結
し
て
溶
結
凝
灰
岩
に
な
る
。

ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
や
そ
の
周
辺
の
崖
の

中
位
に
は
、
帯
紫
色
の
硬
い
溶
結
凝

サトオカシベツ川左岸の炭化木

砂防工事川底の炭化木

　

登
別
軟
石
（
溶
結
凝
灰
岩
）

　

￨
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灰
岩
の
崖
が
連
続
し
て
い
る
。
そ
の
直
下
に
み
ら
れ
る
黄
灰
色
の
降
下
軽
石(K

t-f)
と
、
さ
ら
に
そ
の
下
位
の
青
灰
色
の
降
下
ス
コ
リ
ア
（K

t-g

）
は
、
い
ず
れ
も
層
厚

は
あ
ま
り
厚
く
は
な
い
。
と
く
に
こ
の
降
下
ス
コ
リ
ア
は
こ
の
地
域
で
は
１
㍍
以
下

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
布
は
い
ず
れ
も
広
く
、
岡
志
別
川
流
域
か
ら
白
老
町
の

萩
野
付
近
ま
で
よ
く
連
続
す
る
。

　

こ
の
降
下
軽
石
の
直
上
の
溶
結
凝
灰
岩（K

t-e

）は
、「
登
別
軟
石
」（「
登
別
中
硬
石
」

と
い
う
場
合
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
登
別
軟
石
」
に
統
一
す
る
。）
と
し
て
古
く

か
ら
採
石
さ
れ
て
き
た
。
独
特
の
帯
紫
色
の
こ
の
軟
石
は
、
広
く
建
造
物
に
多
用
さ

れ
て
い
て
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
壁
面
を
も
飾
っ
て
い
る
。

　

こ
の
登
別
軟
石
は
、
東
は
ポ
ン
ア
ヨ
ロ
、
登
別
漁
港
、
フ
ン
ベ
山
付
近
か
ら
、
西

は
富
浦
付
近
の
ご
く
限
れ
た
地
域
に
の
み
分
布
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
層
準
の
弱
溶
結
な
い
し
非
溶
結
の
軽
石
流
の
分
布
は
広
範
囲
に
及
ん

で
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
富
浦
駅
の
西
方
２
㌔
㍍
ま
で
は
、
こ
の
登
別
軟
石
は
崖

の
中
腹
の
部
分
に
よ
く
連
続
し
て
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
そ
の
西
側
で
は
、

溶
結
の
程
度
が
急
激
に
弱
ま
り
、
明
灰
褐
色
の
軽
石
流
に
急
変
し
た
ま
ま
、
千
歳
町

の
岡
志
別
川
流
域
に
ま
で
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
登
別
軟
石
の
層
厚
は
、
フ
ン
ベ
山
付
近
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

弱
溶
結
の
部
分
を
含
め
る
と
40
㍍
を
超
え
る
。
そ
の
下
半
部
は
現
在
の
海
面
よ
り
さ

ら
に
深
く
埋
没
し
て
い
る
。
溶
結
は
一
般
に
水
中
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
数
万
年
の

間
に
著
し
い
沈
降
運
動
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
登
別
軟
石
は
氷
河
時
代
の
海

水
準
の
低
下
期
に
、
そ
の
当
時
の
陸
上
に
軽
右
流
が
厚
く
堆
積
し
溶
結
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

登
別
軟
石
は
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
中
期
の
活
動
を
象
徴
し
、
代
表
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
高
温
の
軽
石
流
が
ポ
ン
ア
ヨ
ロ
か
ら
フ
ン
ベ
山
や
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
の
間
の
現
在

の
平
野
部
を
も
埋
め
つ
く
し
、
激
し
く
噴
気
を
あ
げ
な
が
ら
溶
結
し
て
い
っ
た
光
景

は
、
ま
さ
に
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

一
方
で
新
登
別
大
橋
の
峡
谷
や
胆
振
幌
別
川
の
左
岸
に
連
続
す
る
灰
色
の
溶
結
凝

灰
岩
は
こ
の
登
別
軟
石
と
は
そ
の
層
準
も
ま
っ
た
く
異
な
り
、
実
は
ク
ッ
タ
ラ
火
山

の
末
期
の
堆
積
物
（K

t-a

お
よ
びK

t-b
2

）
な
の
で
あ
る
。

ク
ッ
タ
ラ
湖
の
中
心
か
ら
約
４
㌔

㍍
東
側
に
は
、
黒
色
な
い
し
暗
赤

色
の
み
ご
と
な
縞
模
様
の
互
層
か
ら
な
る
層
厚
10
㍍
を
超
え
る
降
下
ス
コ
リ
ア
が
み

ら
れ
る
。
こ
の
ス
コ
リ
ア
（K

t-d

）
は
、
登
別
川
の
下
流
域
で
は
層
厚
１
㍍
程
度
の

薄
層
に
な
り
、
そ
の
分
布
も
比
較
的
せ
ま
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
ス
コ
リ
ア
の
直
上
に
み
ら
れ
る
降
下
軽
石
（K

t-c

）
こ
そ
、
実
は
長
い
間

「N
,U

s-c

」（
長
沼
の
有
珠
Ｃ
降
下
軽
石
）
と
し
て
、
そ
の
分
布
と
噴
出
源
が
追
求
さ

れ
て
き
た
堆
積
物
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

羊
蹄
山
麓
の
火
山
灰
調
査
で
重
要
な
鍵
層
に
な
る
の
は
、
支
笏
軽
石
流
堆
積
物

（Spfl

）
と
こ
の
長
沼
の
有
珠
Ｃ
の
降
下
軽
石
（N

,U
s-c

）
で
あ
る
。
羊
蹄
山
を
噴
出

源
と
す
る
テ
フ
ラ
は
、
下
位
か
ら
羊
蹄
第
３
軽
石
ス
コ
リ
ア
（Y

o.Ps-3

）
羊
蹄
第

２
軽
石
ス
コ
リ
ア
（Y

o.Ps-2

）
羊
蹄
第
１
軽
石
ス
コ
リ
ア
層
（Y

o.Ps-1

）
が
知
ら

れ
て
お
り
、
特
に
、Y

o.Ps-3

とY
o.Ps-1

は
、
羊
蹄
山
麓
か
ら
千
歳
・
恵
庭
方
面

ま
で
広
く
分
布
し
て
い
て
い
る
。
い
ず
れ
もSpfl

を
覆
っ
て
い
る
。
更
にSpfl

の
下

位
に
は
、
ロ
ー
ム
層
を
挟
ん
で
「N

,U
s-c

」
が
堆
積
し
て
い
る
。

　

壮
瞥
町
の
南
東
域
で
は
、
こ
の
「N

,U
s-c

」
の
軽
石
は
拳
大
で
、
層
厚
も
５
㍍
に

達
す
る
。
そ
の
分
布
は 

羊
蹄
山
麓
か
ら
黒
松
内
低
地
帯
の
西
側
に
ま
で
及
び
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
洞
爺
火
山
起
源
の
軽
石
流
を
覆
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、
こ
の
降
下
軽

　

胆
振
西
部
・
後
志
地
方
に
降
下
し
た
軽
石

　

￨
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石
は
有
珠
火
山
起
源
と
し
て
扱
わ
れ
、
ま
た
洞
爺
湖
の
中
島
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
降
下
軽
石
が
胆
振
幌
別
川
や
来
馬
川
の
上
流
域
で
は
人
頭
大
で
、

そ
の
層
厚
も
５
㍍
を
超
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ　

そ
の
噴
出
源
に
つ
い
て
は
、

有
珠
山
で
は
な
く
ク
ッ
タ
ラ
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
、
胆
振
団
体
研
究
会
の
長
年

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
降
下
軽
石
に
つ
い
て
も
、
広
い
地
域
か
ら
多
く
の
試
料
が
採
集
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
な
か
の
鉱
物
の
特
性
が
比
較
研
究
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
降
下
年
代
に
つ
い
て
は
、
炭
素
法
に
よ
っ
て
４
万
４
２
０
０
年
よ
り
も
古
い

と
い
う
放
射
年
代
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
堆
積
物
と
の
層
位
関
係

か
ら
も
、
こ
の
年
代
値
よ
り
も
著
し
く
古
い
時
期
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
降
下
軽
石
の
よ
う
に
、
火
山
の
北
西
な
い
し
西
側
の
広
い
地
域
に
厚
く
堆
積

す
る
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
東
麓
な
い
し
南
東
麓

で
は
、
こ
の
降
下
軽
石
の
直
上
や
直
下
の
堆
積
物
が
整
然
と
累
積
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
間
のK

t-c

の
軽
石
層
は
細
粒
の
薄
層
で
、
特
異
な
層
相
を
示
し
て

い
る
こ
と
も
、実
は
そ
の
噴
出
源
を
決
定
す
る
う
え
で
有
効
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
降
下
軽
石
の
直
上
に
は
、
洞
爺
湖
中
島
火
山
を
起
源
と
す
る
特
徴
的
な
降
下

火
山
灰
の
薄
層
が
み
ら
れ
、
そ
の
上
部
が
暗
褐
色
の
古
土
壌
に
漸
移
し
て
い
く
。

　

ク
ッ
タ
ラ
火
山
は
、
ふ
た
た
び
非
常
に
短
い
休
止
期
に
入
る
の
で
あ
る
。

昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
５
月
４
日

か
ら
６
日
ま
で
胆
振
団
体
研
究
会
は

春
の
巡
検
調
査
を
実
施
し
た
。
５
月

４
日
、
登
別
川
下
流
の
調
査
を
担
当
し
て
い
た
６
人
の
会
員
は
、
Ｊ
Ｒ
（
当
時
は
国

鉄
）
登
別
駅
の
西
北
西
１
・
５
㌔
㍍
の
高
速
道
路
の
工
事
現
場
で
、
直
立
す
る
数
本

の
炭
化
し
た
樹
幹
を
発
見
し
た
。

　

翌
日
か
ら
の
調
査
で
、
以
下
の
（
１
）
~
（
３
）
の
よ
う
な
こ
と
が
次
々
と
判
明

し
、
登
別
市
当
局
と
協
議
し　

本
調
査
の
た
め
の
工
事
関
係
者
と
の
協
力
協
議
を
重

ね
、
発
見
地
域
の
発
掘
調
査
許
可
が
お
り
て
発
掘
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
地
域
の
炭
化
木
は
「
登
別
化
石
林
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

登
別
化
石
林
を
埋
積
し
た

　

軽
石
流
と
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
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図表2-1-3　Kt-c降下軽石の分布域　胆振団体研究会（平成２年）
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（
１
）
直
立
す
る
樹
幹
は
、
灰
白
色
の
軽
石
の
多
い
軽
石
流
（K

t-b

）
中
に
埋
積

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
樹
根
は
お
も
に
そ
の
直
下
の
暗
褐
色
の
古
土
壌
と
そ
の
下
位
の
降
下
火　

灰
・
軽
石
（K

t-c

）
中
に
伸
び
て
い
る
。

（
３
）
化
石
林
の
年
代
は
約
４
万
年
前
で
あ
る
。

　

こ
の
化
石
林
の
概
要
は
次
の
項
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
ク
ッ
タ
ラ
火

山
の
最
終
期
の
軽
石
流
な
ど
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。

　

こ
の
直
立
樹
幹
を
埋
積
し
て
い
る
軽
石
流
は
、
ソ
ロ
バ
ン
玉
の
よ
う
な
形
を
し

た
５
㍉
㍍
以
下
の
美
し
い
透
明
な
石
英
の
結
晶
が
多
い
の
も
１
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

ク
ッ
タ
ラ
湖
の
東
側
で
は
層
厚
も
数
㍍
で
あ
る
が
、
そ
の
西
側
で
は
厚
く
、
胆
振
幌

別
川
の
左
岸
の
崖
で
は
そ
の
下
半
部
を
占
め
、
層
厚
は
50
㍍
を
超
え
る
。

　

約
４
万
年
前
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
か
ら
あ
ふ
れ
出
し
た
高
温
の
軽
石
流
は
、
札
内
台

地
を
西
に
向
か
っ
て
一
気
に
流
下
し
、

胆
振
幌
別
川
の
本
流
を
埋
め
つ
く
し
、

硬
く
溶
結
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
灰
色
の
軽
石
を
特
徴
と
す

る
高
温
の
軽
石
流
（K

t-a

）
が
登
別
川

や
札
内
台
地
の
中
央
域
を
埋
め
つ
く

し
、
胆
振
幌
別
川
の
本
流
ま
で
達
し
、

こ
れ
も
溶
結
す
る
。

　

札
内
台
地
で
は
、
下
位
のK

t-b2

は

西
側
で
厚
く
な
り
、
上
位
のK

t-a

注
10

は
一
般
に
東
側
で
厚
い
。
そ
の
合
計
の

層
厚
は
多
く
の
地
点
で
50
㍍
を
超
え

る
。

　

灰
色
の
軽
石
の
多
い
最
後
の
軽

石
流
の
直
後
に
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ

注
11

が
そ
の
上
を
覆
い
、
現
在
み
ら
れ

る
よ
う
な
上
登
別
や
、
中
登
別
や

札
内
の
広
い
台
地
の
原
形
が
完
成

す
る
。
こ
の
台
地
は
外
輪
山
や
来

馬
岳
や
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
山
裾
を

覆
い
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
。

　

昭
和
52（
１
９
７
７
）年
頃
か
ら
、

道
道
上
登
別
室
蘭
線
の
道
路
工
事

と
新
登
別
大
橋
建
設
の
た
め
、
札

内
台
地
の
掘
削
が
進
行
し
た
。
こ

の
工
事
露
頭
を
追
っ
て
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
春
か
ら
登
別
・
室

蘭
両
市
の
地
質
研
究
者
の
仲
間
は
、

札
内
台
地
で
登
別
層
とN

,U
s-C

の

調
査
を
行
っ
て
い
た
。
新
道
の
り

面
切
り
割
り
で
、
下
位
か
ら
の
熱

で
変
質
し
た
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
や
水

蒸
気
ガ
ス
の
噴
出
跡
を
発
見
し
た
。

こ
の
偶
然
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、

二
次
噴
気
孔
・
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
の

札
内
台
地
域
で
の
調
査
研
究
が
進

図表2-1-4　火口から横なぐりの噴煙が広がるベースサージ噴火

図表2-1-5　道路のり面に現れた二次噴気孔（A）とベースサージ（B）のスケッチ（部分）

（A）
｝

（A）

（B）
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展
し
、
こ
の
地
域
の
地
形
形
成
史
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
二
次
噴
気
は
、
軽
石
流
堆
積
物
中
の
水
蒸
気
な
ど
が
、
地
面
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
、
数
10
な
い
し
数
㌢
㍍
の
噴
気
孔
を
通
っ
て
空
中
に
噴
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
次
噴
気
孔
ま
た
は
根
な
し
噴
気
孔
の
名
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
噴
気
孔
は
決
し

て
本
来
の
火
口
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
火
山
の
例
か
ら
み
て
も

こ
の
二
次
噴
気
の
続
く
期
間
は
非
常
に
短
い
。

　

ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
中
に
も
、
二
次
噴
気
の
変
質
作
用
が
及
ん
で
い
る
こ
と
は
、
こ
の

軽
石
流
の
直
後
に
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
が
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
登

別
地
域
で
は
こ
の
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
は
、
か
つ
て
水
成
の
登
別
砂
岩
層
「
登
別
層
」
と

し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
分
布
高
度
の
著
し
い
差
に
注
目
し
、
堆
積
時
期
が
非
常
に
古
い

（
ミ
ン
デ
ル
・
リ
ス
間
氷
期
）
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
札
内
台
地
で
の
調
査
研
究

に
よ
っ
て
最
終
期
の
ク
ッ
タ
ラ
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
陸
成
の
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

登
別
温
泉
の
北
東
の
ク
ッ
タ
ラ
湖
の
外
輪
山
上
で
は
、
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
の
層
厚
は

10
㍍
を
超
え
る
が
、
札
内
台
地
な
ど
で
は
１
~
２
㍍
の
地
域
が
多
く
、
そ
の
末
端
の

薄
層
は
幌
別
地
域
の
幌
別
中
学
校
や
刈
田
神
社
の
す
ぐ
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

注
10　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
ク
ッ
タ
ラ
火
山
噴
出
物
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
り

同
じ
層
で
あ
っ
て
も
呼
び
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
主
な
研
究
に
よ
る
層
序

を
付
図
に
示
し
た
。

注
11　

ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
堆
積
物
は
、
火
山
の
噴
火
で
垂
直
に
上
昇
す
る
噴
煙
柱
の
下

部
か
ら
水
平
方
向
に
向
か
っ
て
拡
が
る
低
温
の
強
力
な
横
な
ぐ
り
の
噴
煙

に
よ
っ
て
、 

火
山
灰
や
礫
な
ど
が
堆
積
し
た
も
の
。河
内
晋
平（
昭
和
55
年
）。

　

４
万
年
前
と
い
う
と
、
炭
素
法
に
よ
る
放
射

年
代
の
測
定
技
術
の
現
状
か
ら
し
て
も
、
測

定
可
能
な
限
界
ぎ
り
ぎ
り
の
年
代
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
化
石
林
が
発
見

さ
れ
た
地
点
の
東
方
２
・５
㌔
㍍
の
地
点
で
、
し
か
も
こ
の
化
石
林
を
埋
積
し
た
軽
石

流
（K

t-b
2

）
と
同
じ
一
連
の
堆
積
物
の
な
か
の
炭
化
木
片
に
よ
っ
て
年
代
が
測
定
さ

れ
発
表
さ
れ
て
い
た

注
12

。

　

そ
の
約
４
万
年
前
と
い
う
値
は
、
こ
れ
ら
の
地
点
で
そ
の
直
上
に
堆
積
し
て
い
る

支
笏
軽
石
流
と
の
層
位
関
係
か
ら
も
ほ
ぼ
妥
当
な
年
代
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の

登
別
化
石
林
が
埋
積
さ
れ
た
年
代
｜
か
つ
て
こ
の
地
域
に
森
林
が
広
が
っ
て
い
た
年

代
も
今
か
ら
約
４
万
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
炭
化
し
た
直
立
樹
幹
は
東
西

方
向
と
南
北
方
向
の
直
径
が
測
定
さ
れ
、
胸
高
直
径
に
換
算
す
る
た
め
、
そ
の
直
径

の
測
定
さ
れ
た
高
度
と
当
時
（
古
土
壌
の
最
上
位
の
面
）
の
高
度
と
の
比
高
も
測
量

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

発
見
か
ら
３
か
月
目
の
８

月
の
調
査
結
果
を
加
え
る
と
、

７
０
０
平
方
㍍
の
調
査
域
に
直

立
す
る
樹
幹
は
57
本
に
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
直
径
40
㌢
㍍
以
上
が
７
本
、

20
㌢
㍍
未
満
が
30
本
で
あ
る
。
代
表

的
な
樹
幹
８
本
に
つ
い
て
は
年
輪
数

も
正
確
に
数
え
ら
れ
た
。
炭
化
に
伴

う
樹
幹
の
収
縮
率
は
、
樹
種
や
炭
化

温
度
の
相
違
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

こ
の
測
定
さ
れ
た
直
径
は
生
木
時
の

　

登
別
化
石
林
（
そ
の
１
）

　

￨
よ
み
が
え
る
４
万
年
前
の
森
林
|

図表2-1-6　登別化石林・発見地
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20
~
30
％
減
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

樹
幹
の
組
織
の
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
と
、
採
集
さ
れ
た
球
果
、
小
枝

及
び
葉
の
特
徴
に
よ
り
、
マ
ツ
科
の
針
葉
樹
モ
ミ
属
ト
ド
マ
ツ
、
ト
ウ
ヒ
属
エ
ゾ
マ

ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
及
び
カ
ラ
マ
ツ
属
グ
イ
マ
ツ
の
４
種
が
同
定
さ
れ
て
い
る

注
13

。

　

直
立
樹
幹
の
水
平
分
布
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
樹
木
の
間
隔
も
密
で
、
生

木
時
の
直
径
が
50
㌢
㍍
を
超
え
る
樹
幹
も
多
く
、
樹
齢
も
２
０
０
年
に
達
し
、
樹
高

20
㍍
以
上
の
針
葉
樹
林
が
、
こ
の
台
地
や
周
辺
の
山
裾
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

根
の
部
分
は
、
黒
褐

色
に
炭
化
し
て
よ
く
保

存
さ
れ
た
も
の
と
、
樹

根
の
入
り
く
ん
だ
形
が

空
隙
と
し
て
残
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
当
時
の
地
表
か
ら

数
10
㌢
㍍
の
古
土
壌
中

に
み
ら
れ
る
も
の
が
多

い
。
稀
な
例
で
は
あ
る

が
、
ほ
ぼ
垂
直
に
伸
び

た
根
が
、
分
岐
し
な
が

ら
当
時
の
地
表
か
ら
約

２
㍍
下
位
に
達
し
て
い

る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
化
石
林
が
発
見

さ
れ
た
地
点
で
の
当
時
の
地
表
面
は
、

現
在
の
海
水
面
か
ら
標
高
約
50
㍍
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
調
査
域
と
そ
の
周
辺
は
、

現
在
の
急
傾
斜
の
斜
面
の
多
い
地
形
と

は
著
し
く
異
な
っ
て
い
て
、
北
北
東
に

１
~
２
度
傾
斜
し
た
平
た
ん
な
地
形
で

あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
登
別
軟
石
が
こ
の
地
域
一
帯

を
埋
め
つ
く
し
、
そ
の
平
た
ん
面
が
ほ

と
ん
ど
侵
食
さ
れ
ず
に
そ
の
上
に
薄
い

降
下
堆
積
物
が
積
も
り
、
古
土
壌
が
生

成
さ
れ
、
土
壌
侵
食
の
非
常
に
少
な
い

条
件
の
な
か
で
樹
木
が
育
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ウ
ル
ム
氷
期
の
中
期
、
約
４
万
年
前
の
海
水
準
の
低
下
量
を
50
㍍
強
と
し
て
も
こ

の
森
林
の
当
時
の
標
高
は
１
０
０
㍍
強
に
す
ぎ
な
い
。

　

古
土
壌
中
か
ら
の
花
粉
や
胞
子
の
化
石
の
検
出
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
森
林
の
周

辺
の
植
生
や
下
草
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
復
元
さ
れ
た
当
時
の
地
形
と
林

相
及
び
地
表
近
く
の
堆
積
物
は
、水
は
け
の
よ
い
や
や
乾
燥
し
た
林
床
を
示
唆
す
る
。

　

こ
の
化
石
林
の
樹
種
に
マ
ツ
科
カ
ラ
マ
ツ
属
グ
イ
マ
ツ
が
多
数
同
定
さ
れ
た
こ
と

は
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
グ
イ
マ
ツ
は
サ
ハ
リ
ン
と
南
千
島
に
は
分
布
す
る
が
、
現

在
の
北
海
道
に
は
自
生
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、現
在
自
生
し
て
い
る
マ
ツ
科
ト
ウ
ヒ
属
エ
ゾ
マ
ツ
（
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ
）
は
、

登
別
周
辺
の
地
域
で
は
お
も
に
標
高
６
０
０
㍍
以
高
の
高
地
に
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
資
料
を
総
合
す
る
と
、
４
万
年
前
の
登
別
地
域
は
、
現
在
よ
り
は
か
な
り

登別化石林とそれを堆積した軽石流（Kt-b2）

炭化した直立樹幹 直立する炭化木を測定する
春日井　昭教授
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寒
冷
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い

注
14

。

　

従
来
の
古
気
候
、
古
環
境
の
研
究
は
、
お
も
に
花
粉
や
胞
子
の
化
石
の
資
料
を
中

心
に
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
登
別
化
石
林
の
発
見
と
そ
の
調
査
研
究
は
、
当

時
の
森
林
の
生
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
気
候
と
環
境
を
さ
ら
に
鮮
明
に
復
元
し
、

ま
た
他
の
地
域
で
の
花
粉
分
析
の
資
料
の
価
値
を
高
め
る
と
い
う
点
で
も
貴
重
な
資

料
を
提
供
し
た
。

注
12　

山
崎
哲
良
ほ
か
（
昭
和
58
年
）
が
発
表
し
た
年
代
、
４
万
１
９
０
０
±

２
５
９
０
年
前
。

注
13　

北
海
道
開
拓
記
念
館
の
矢
野
牧
夫
・
三
野
紀
雄
特
別
学
芸
員
の
同
定
に
よ
る
。

矢
野
牧
夫
（
昭
和
57
・
58
年
）
参
照
。

注
14　

こ
の
化
石
林
と
同
様
の
樹
種
が
自
生
し
て
い
る
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
気
候
が
、

当
時
の
登
別
地
域
の
気
候
に
近
い
と
す
る
と
、
そ
の
年
の
平
均
気
温
は
現

在
よ
り
も
４
な
い
し
６
度
低
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

登
別
化
石
林
が
前
述
の
よ
う
に
こ
の
地
域

の
４
万
年
前
の
植
生
を
よ
み
が
え
ら
せ
、

ウ
ル
ム
氷
期
中
期
の
古
気
候
や
古
環
境
の
解
明
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
化
石
林
の
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
は
、
決
し
て
こ
れ
ら
の
成

果
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

　

化
石
林
の
根
の
部
分
に
み
ら
れ
る
古
土
壌
は
、
そ
の
直
上
の
軽
石
流
（K

t-b
2

）

に
被
覆
さ
れ
て
よ
く
保
存
さ
れ
、非
常
に
広
範
な
地
域
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
古
土
壌
は
そ
の
後
の
長
い
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
変
容
は
し
て
い
る
が
、
４
万

年
前
の
寒
冷
な
気
候
下
で
生
成
さ
れ
た

土
壌
の
特
性
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

胆
振
団
体
研
究
会
は
、
こ
の
化
石
林

と
そ
れ
を
埋
積
し
た
軽
石
流
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詳
細
な
調
査
研
究
を
進
め
た
。

阿
久
津
一
郎
の
好
意
と
、
高
速
道
路
の

こ
の
区
間
施
工
を
担
当
し
て
い
た
鹿
島
・

不
動
建
設
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
、

こ
の
採
石
場
の
上
部
の
斜
面
を
大
規
模

に
削
り
と
り
、
調
査
の
た
め
の
水
平
面

と
垂
直
面
と
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

水
平
面
は
北
西-

南
東
方
向
に
65
㍍
、

北
東-

南
西
方
向
に
15
㍍
の
広
さ
で
あ
る
。
こ
の
水
平
面
は
当
時
の
地
表
面
か
ら
約

２
・
８
㍍
の
高
さ
に
な
る
よ
う
に
削
ら
れ
た
。
ま
た
垂
直
面
は
こ
の
水
平
面
の
南
西

と
南
東
側
に
作
ら
れ
、
水
平
面
か
ら
の
高
さ
は
約
６
㍍
で
あ
る
。

　

斜
面
を
こ
の
よ
う
に
削
り
と
っ
た
結
果
、
10
本
の
直
立
し
た
樹
幹
と
４
本
の
ほ
ぼ

水
平
に
倒
れ
た
樹
幹
が
現
わ
れ
た
。
と
く
に
こ
の
部
分
で
の
詳
細
な
調
査
研
究
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
、
こ
の
軽
石
堆
積
物
の
堆
積
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
簡
略

に
ま
と
め
る
と
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）K

t-c

上
の
火
山
灰
の
上
部
に
土
壌
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
と
併
行
し
て
陽
樹

が
根
を
お
ろ
す
。
や
が
て
下
草
の
類
が
育
ち
、
こ
の
針
葉
樹
林
が
成
立
し

更
新
を
重
ね
る
。
そ
の
樹
齢
は
２
０
０
年
を
超
え
る
。
そ
の
間
は
こ
の
地

域
に
は
激
し
い
降
灰
は
な
か
っ
た
。ク
ッ
タ
ラ
火
山
は
短
い
休
止
期
に
入
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

登別化石林発掘の様子

　

登
別
化
石
林
（
そ
の
２
）

　

￨
軽
石
流
の
流
動
方
向
の
解
明
|
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（
２
）
自
然
史
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
す
れ
ば
、こ
の
非
常
に
短
い
休
止
期
の
後
に
ク
ッ

タ
ラ
火
山
は
ふ
た
た
び
活
動
を
開
始
す
る
。
は
じ
め
に
、
白
色
の
細
粒
な

火
山
灰
が
降
下
す
る
。
そ
の
層
厚
は
数
10
㌢
㍍
で
あ
る
。
お
も
に
こ
の
火

山
灰
の
な
か
に
、
針
葉
樹
の
球
果
、
小
枝
、
葉
が
落
下
し
堆
積
し
て
い
る
。

（
３
）
次
に
明
褐
灰
色
の
細
粒
の
軽
石
流
が
堆
積
し
た
。
軽
石
の
大
き
さ
は
１
㌢

㍍
以
下
で
、
層
厚
は
約
１
㍍
で
あ
る
。
こ
の
層
準
で
は
樹
皮
が
よ
く
保
存

さ
れ
、
ま
た
球
果
や
葉
が
み
と
め
ら
れ
た
。

（
４
）
引
き
続
い
て
、
軽
石
の
最
大
径
が
３
㌢
㍍
の
明
褐
灰
色
の
軽
石
流
が
次
々

と
堆
積
し
、
そ
の
層
厚
は
６
㍍
に
達
す
る
。
こ
の
部
分
の
軽
石
流
は
10
~

20
㌢
㍍
の
厚
さ
ご
と
に
層
流
状
に
堆
積
し
た
。
こ
の
10
~
20
㌢
㍍
の
軽
石

流
の
層
と
層
と
の
間
に
は
、
橙
色
の
細
粒
火
山
灰
の
薄
層
と
炭
化
細
片
が

堆
積
す
る
。
軽
石
流
の
流
動
方
向
は
北
東
な
い
し
東
北
東
か
ら
、
南
西
な

い
し
西
南
西
で
あ
る
。
こ
の
流
動
方
向
は
、
樹
幹
の
周
囲
の
水
平
面
に
み

ら
れ
る
軽
石
粒
の
堆
積
模
様
（
渦
流
構
造
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
流
動
方
向
は
、
そ
の
噴
出
源
が
ク
ッ
タ
ラ
火
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
層
準
で
は
、
樹
皮
は
あ
ま
り
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

（
５
）
こ
の
高
温
な
軽
石
流
の
あ
い
つ
ぐ
堆
積
に
よ
っ
て
、
樹
幹
は
当
時
の
地
表

か
ら
７
㍍
以
上
に
わ
た
っ
て
埋
積
さ
れ
、
炭
化
し
収
縮
す
る
。
こ
の
収
縮

に
よ
っ
て
、
樹
幹
の
周
り
に
は
そ
の
半
径
の
20
~
30
㌫
に
相
当
す
る
空
隙

が
で
き
る
。
こ
の
空
隙
の
水
平
断
面
は
、
北
東-

南
西
方
向
に
長
軸
を
も

つ
楕
円
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
樹
幹
が
こ
の
方
向
に
揺
れ
動
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
部
分
の
樹
幹
は
そ
の
上
部
が
倒
れ
、
ほ
ぼ
水

平
に
そ
の
軽
石
流
中
に
埋
積
さ
れ
た
。

（
６
）
さ
ら
に
、
灰
白
色
の
軽
石
の
最
大
径
が
15
㌢
㍍
に
及
ぶ
粗
粒
な
軽
石
流
が

そ
の
上
に
堆
積
す
る
。
そ
の
層
厚
は
約
５
㍍
で
あ
る
。
こ
の
黒
色
の
岩
片

を
ま
じ
え
た
粗
粒
な
軽
石
流
は
、
樹
幹
の
周
り
の
空
隙
に
も
落
ち
こ
み
充

填
す
る
。
こ
の
粗
粒
な
軽
石
流
中
に
は
、
直
立
し
た
樹
幹
は
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
。
緑
ゆ
た
か
な
こ
の
森
林
地
帯
は
、
灰
白
色
の
死
の
世
界
と
化

し
た
の
で
あ
る
。

（
７
）
こ
の
登
別
化
石
林
が
埋
積
さ
れ
た
地
点
の
す
ぐ
北
西
側
の
登
別
側
の
峡
谷

や
、
札
内
台
地
の
中
央
域
、
さ
ら
に
胆
振
幌
別
川
の
本
流
域
に
は
、
次
の

時
期
の
軽
石
流
（K

t-a

）
が
堆
積
し
た
が
、そ
の
直
後
の
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
は
、

こ
の
化
石
林
の
埋
積
さ
れ
た
地
点
で
も
厚
く
堆
積
す
る
。
一
般
に
樹
幹
が

直
立
し
た
ま
ま
埋
積
さ
れ
る
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
特
に
こ
の
登
別

図表2-1-7　直立炭化木とそれを埋めた軽石流の堆積模様。
　　　　　 記号は樹幹番号、単位cm（春日井ほか、昭和60年）
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化
石
林
の
よ
う
に
、
軽
石
流
に
直
立
し
た
ま
ま
埋
積
さ
れ
保
存
さ
れ
た
例

は
非
常
に
少
な
い
。

　

こ
の
樹
幹
の
周
り
の
軽
石
流
の
詳
細
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
動
方
向
の

み
で
は
な
く
、
そ
の
軽
石
流
の
流
動
・
堆
積
の
機
構
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

樹
幹
の
大
部
分
が
直
立
し
た
ま
ま
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
短
期
間
に
埋
積
さ
れ
、

燃
焼
し
て
灰
化
す
る
こ
と
な
く
、
炭
化
し
て
腐
朽
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
い
う
よ
う
な
い

く
つ
か
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
た
場
合
に
の
み
、
こ
の
よ
う
な
化
石
林
が
保
存
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
点
で
も
、
こ
の
登
別
化
石
林
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
埋
積
さ
れ
保
存
さ
れ
る
機
会
の
少
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
逆
に
当
時
の
森

林
が
砂
礫
の
厚
い
河
床
や
、
海
浜
以
外
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
地
域
に
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

登
別
化
石
林
の
２
本
の
炭
化
樹
幹
が
標
本
と
し
て
発
掘
さ
れ
、
グ
イ
マ
ツ
は
北
海

道
博
物
館
に
、
ト
ド
マ
ツ
は
登
別
市
郷
土
資
料
館
に
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
カ
ル
ル
ス
温
泉
の
あ
る
位
置
を

中
心
に
し
て
、
南
北
約
３
㌔
㍍
、
東
西

約
２
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
「
せ
き
止
め
湖
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
と
は
、
な
か
な
か
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
湖
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
面

積
は
現
在
の
ク
ッ
タ
ラ
湖
に
匹
敵
す
る
。

　

カ
ル
ル
ス
温
泉
の
南
東
１
㌔
㍍
の
道
道
洞
爺
湖
登
別
線
の
旧
道
路
沿
い
に
縞
状
の

粘
土
層
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
カ
ル
ル
ス
粘
土
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
水
平
の
地
層
は
、

灰
白
色
な
い
し
青
灰
色
の
粘
土
と
砂
と
の
互
層
で
、
そ
の
間
に
火
山
灰
や
軽
石
質
の

礫
層
を
挟
ん
で
い
る
。
こ
の
カ
ル
ル
ス
粘
土
層
は
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
の
東
側
に
広
が

る
平
坦
面
に
広
く
分
布
し
、
そ
の
層
厚
は
、
旧
道
で
の
測
定
値
は
、
道
路
面
上
位
で

10
~
15
㍍
、
道
路
面
下
位
で
16
㍍
以
上
で
あ
る
。

　

カ
ル
ル
ス
温
泉
周
辺
に
み
ら
れ
る
軽
石
流
（
主
にK

t-a

）
は
、
登
別
川
を
埋
め

つ
く
し
て
硬
く
溶
結
し
、
そ
の
せ
き
止
め
に
よ
っ
て
上
流
に
水
を
た
た
え
、
湖
底
に

粘
土
層
を
堆
積
さ
せ
た
。
こ
の
湖
を
「
古
カ
ル
ル
ス
湖
」（
仮
称
）
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

　

こ
の
粘
土
層
は
花
粉
や
胞
子
の
化
石
に
富
み
、
花
粉
化
石
に
は
カ
バ
ノ
キ
属
の

　

古
カ
ル
ル
ス
湖

　

￨
カ
ル
ル
ス
粘
土
層
の
花
粉
化
石
|

図表2-1-8　軽石流の流動方向や樹幹の収縮が分かる平面図



126

第 1 章　登別市の概要

も
の
が
多
く
、
ト
ウ

ヒ
属
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

針
葉
樹
で
は
下
部
層

で
モ
ミ
属
が
や
や
多

く
、
マ
ツ
属
と
ツ
ガ

属
が
少
量
で
は
あ
る

が
全
層
に
み
ら
れ
る

注

15

。広
葉
樹
で
は
カ
バ
ノ

キ
属
の
ほ
か
ハ
ン
ノ

キ
属
、
ツ
ツ
ジ
目
、
ハ
シ
バ
ミ
属
、
ア
サ
ダ
属
、
ニ
レ
属
の
ほ
か
10
数
属
が
認
め
ら

れ
る
。

　

草
本
の
花
粉
に
は
キ
ク
亜
科
が
多
く
、
下
部
に
は
セ
リ
科
も
多
い
。
イ
ネ
科
、
キ

キ
ョ
ウ
科
、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
属
、
ヨ
モ
ギ
属
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

　

シ
ダ
類
の
胞
子
の
な
か
で
は
ウ
ラ
ボ
シ
科
を
含
む
単
孔
型
の
も
の
が
多
く
、
ヒ
カ

ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
属
も
や
や
多
い
。
ゼ
ン
マ
イ
科
、
ト
ク
サ
属
は
稀
で
あ
る
。
樹
木
花
粉

の
組
成
は
、
登
別
化
石
林
の
樹
種
の
組
合
せ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
特
に
カ
ラ

マ
ツ
属
（
グ
イ
マ
ツ
）
の
花
粉
を
含
ま
な
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

カ
ル
ル
ス
粘
土
層
中
の
カ
バ
ノ
キ
属
の
花
粉
は
大
型
で
、
そ
の
花
粉
の
大
き
さ
か

ら
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
可
能
性
が
強
い
。
当
時
の
こ
の
湖
の
後
背
地
に
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
と

ト
ウ
ヒ
属
（
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
）
を
主
体
と
す
る
針
広
混
交
林
が
広

が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

草
本
の
花
粉
や
胞
子
の
組
合
せ
と
量
は
、
こ
の
森
林
が
比
較
的
乾
燥
し
た
明
る
い

森
林
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
粘
土
層
の
分
布
す
る
周
辺
の
カ
ル
ル
ス
盆
地
で
は
、
現
在
は
ど

の
よ
う
な
森
林
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
標
高
３
０
０
㍍
地
帯
で
は
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
と
シ
ナ
ノ
キ
を
主
体
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
み
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
群

落
は
周
辺
の
標
高
６
０
０
㍍
付
近
の
山
腹
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
登
別
地
域
の
周
辺
で
は
、
標
高
６
０
０
~
８
０
０
㍍
で
は
エ
ゾ
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ

ン
バ
群
落
で
占
め
ら
れ
、
８
０
０
㍍
以
高
の
一
帯
で
は
、
オ
ロ
フ
レ
峠
の
北
側
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
ダ
ケ
カ
ン
バ
と
サ
サ
・
ハ
イ
マ
ツ
類
の
群
落
が
垂
直
分
布
を
示
す

注
16

。

　

た
だ
し
、
来
馬
岳
や
加
車
山
で
は
エ
ゾ
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
群
落
が
欠
除
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
在
の
植
生
の
垂
直
分
布
と
比
較
す
る
と
、
カ
ル
ル
ス
粘
土
層
中
の

花
粉
の
組
合
せ
は
、
エ
ゾ
マ
ツ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
群
落
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
資
料
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
古
カ
ル
ル
ス
湖
が
存
在
し
た
当
時
の

古
気
候
は
、
現
在
よ
り
や
や
冷
涼
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

カ
ル
ル
ス
粘
土
層
は
、
黒
白
の
明
瞭
な
縞
目
の
部
分
と
シ
ル
ト
層
の
縞
目
の
部
分

が
周
期
的
に
現
れ
て
い
る
。
黒
色
部
は
花
粉
が
落
ち
ケ
イ
藻
が
光
合
成
を
す
る
春
か

ら
夏
の
堆
積
層
で
あ
り
、
白
色
部
は
融
雪
期
の
堆
積
層
で
１
年
ご
と
の
縞
目
を
刻
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
露
頭
の
各
部
分
で
の
縞
目
の
数
と
厚
さ
を
測
定
し
た
高
校

生
の
デ
ー
タ
か
ら
は
古
カ
ル
ル
ス
湖
が
少
な
く
と
も
２
３
０
０
年
以
上
存
在
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
た

注
17

。

　

カ
ル
ル
ス
粘
土
層
中
の
炭
化
木
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
炭
素
法
に
よ
る
放
射
年
代

は
、
そ
れ
が
３
万
５
０
０
０
年
よ
り
古
い
と
い
う
こ
と
し
か
示
し
て
い
な
い
。
こ
の

湖
が
前
述
の
よ
う
に
登
別
川
本
流
域
で
、
非
常
に
厚
い
軽
石
流
（K

t-a

）
に
よ
り
せ

き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
湖
だ
と
す
る
と
、
こ
の
粘
土
層
中
の
花
粉
の
組
み
合
せ
が
示

し
て
い
る
森
林
の
時
期
は
、
登
別
化
石
林
の
そ
れ
よ
り
も
や
や
後
期
と
い
う
こ
と
に

図表2-1-9　古カルルス湖の想定位置
　　　　　 標高２８５ｍの水面を想定
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な
る
。

　

両
森
林
の
分
布
高
度
の

差
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の

間
の
気
候
の
変
化
は
無
視

で
き
な
い
も
の
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
両
群
落
の
比

較
に
あ
た
っ
て
は
、
登
別

化
石
林
が
樹
幹
の
組
織
や

球
果
に
よ
っ
て
そ
の
種
ま

で
決
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
古
カ
ル
ル
ス
湖
の
後
背
地
に
あ
っ
た
森
林
に
つ
い

て
は
、
そ
の
花
粉
や
胞
子
の
化
石
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
多
く
は
属
ま
た
は

科
ま
で
し
か
同
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
述
べ
る
支
笏
火
山
の
降
下
軽
石
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
特
性
が
明
ら
か
に
さ

れ
、そ
の
降
下
年
代
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ル
ル
ス
粘
土
層
中
に
、

ま
た
そ
の
上
位
に
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
薄
層
が
挟
在
ま
た
は
被
覆
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
す
れ
ば
、
こ
の
湖
が
来
馬
岳
や
加
車
山
の
山
容
を
そ
の
湖
面
に
落
と
し
、
そ
の

季
節
の
色
の
移
り
か
わ
り
を
映
し
だ
し
て
い
た
日
々
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注
15　

大
室
道
夫
（
昭
和
56
年
）、
五
十
嵐
八
枝
子
ほ
か
（
昭
和
58
年
）
に
よ
る
。

注
16　

伊
藤
浩
司
ほ
か
（
昭
和
56
年
）
に
よ
る
。

注
17　

札
幌
藻
岩
高
等
学
校
（
平
成
13
年
）
の
研
究
発
表
資
料
に
よ
る
。

約
４
万
年
前
、
ク
ッ
ク
ラ
火
山
の
本
体
の
激

し
い
火
山
活
動
は
終
息
す
る
。
そ
の
巨
大
な

火
口
原
に
は
満
々
と
湖
水
が
た
ま
る
。

　

そ
の
火
山
活
動
の
終
息
と
ほ
ぼ
期
を
同
じ
く
し
て
、
東
で
は
支
笏
火
山
の
雷
鳴
が

大
地
を
ゆ
る
が
し
は
じ
め
る
。

　

東
隣
り
の
白
老
町
、
社
台
川
上
流
の
ス
コ
リ
ア
流
に
つ
い
て
は
、
炭
素
法
に
よ
る

約
４
万
９
８
０
０
年
前
の
放
射
年
代
が
発
表
さ
れ
た

注
18

。
４
万
年
前
に
は
、
膨
大

な
量
の
降
下
軽
石
が
石
狩
低
地
帯
か
ら
十
勝
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
に
降
り
つ
も
り
、
千

歳
市
美
々
の
化
石
林
を
埋
積
し
た
。

　

札
内
台
地
の
地
表
近
く
に
は
、
一
見
黄
褐
色
の
砂
岩
層
に
似
た
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
が

み
ら
れ
る
が
、
そ
の
上
位
に
は
、
こ
の
降
下
軽
石
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
特
徴
を
呈
し
て

い
る
。
中
登
別
周
辺
で
最
も
厚
く
、
二
層
に
分
か
れ
て
累
重
し
て
い
る
が
、
そ
の
層

厚
の
計
は
90
㌢
㍍
に
及
び
、
軽
石
の
最
大
粒
径
の
平
均
は
４
㌢
㍍
に
達
す
る
。
軽
石

粒
を
割
っ
て
み
る
と
、
一
定
方
向
に
著
し
く
伸
長
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
１
つ
で
あ

キク科（55）

ハンノキ属（40）

カバノキ属（35）

カルルス粘土層より産出した花粉化石（大室、昭和56年）
(大きさを示す数字の単位はミクロン）

トウヒ属（130）

モミ属（140）

１年ごとの縞目を刻む美しいカルルス粘土層

　

支
笏
カ
ル
デ
ラ
形
成
の
影
響

　

￨
東
か
ら
襲
来
す
る
軽
石
流
|
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支
笏
火
山
の
破
局
的
な
軽
石
噴
火
に
引
き
続
く
軽
石
流
は
、
石
狩
低
地
帯
の
ほ
ぼ

全
域
を
埋
め
つ
く
し
、
登
別
地
域
で
は
中
登
別
か
ら
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
付
近
に
ま
で
達

し
た
。

　

こ
の
支
笏
軽
石
流
堆
積
物
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
灰
色
細
粒
の
軽
石
流
は
、
ラ
ン

ポ
ッ
ケ
岬
付
近
で
は
、
国
道
36
号
の
切
り
割
り
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
層
厚

は
約
７
㍍
で
、
ベ
ー
ス
サ
ー
ジ
（K

t-a

）
の
直
上
に
堆
積
し
て
い
る
。

　

白
老
町
の
萩
野
付
近
で
は
、
こ
の
軽
石
流
は
層
厚
が
50
㍍
を
超
え
、
そ
の
一
部
が

硬
く
溶
結
し
て
い
る
が
、
登
別
地
域
で
は
急
激
に
層
厚
を
減
じ
、
ラ
ン
ボ
ッ
ケ
岬
以

西
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
４
万
年
前
の
軽
石
流
の
相
次
ぐ
流
出
に
よ
っ
て
、
支
笏
カ
ル
デ
ラ
は
、
深
く

陥
没
し
、風ふ
っ
ぷ
し

不
死
・
恵
庭
・
樽
前
の
火
山
活
動
が
そ
の
あ
と
を
ひ
き
つ
ぐ
こ
と
に
な
る
。

注
18　

加
藤
ほ
か
（
平
成
７
年
）
に
よ
る
。

ウ
ル
ム
氷
期
も
そ
の
終
末
期
に
近
づ
く
こ
ろ
、

２
万
５
０
０
０
年
前
か
ら
１
万
２
０
０
０
年

前
ま
で
は
、
こ
の
氷
期
中
も
っ
と
も
寒
冷
で
乾
燥
下
に
お
か
れ
る
。
特
に
、
約
２
万

年
前
か
ら
１
万
８
０
０
０
年
前
に
は
、
極
寒
の
気
候
に
襲
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

両
極
地
方
と
高
緯
度
地
方
の
大
陸
氷
河
が
増
大
し
、
海
水
準
は
さ
ら
に
低
下
し
て

い
く
。
当
時
の
海
水
準
の
低
下
が
、現
在
よ
り
も
80
㍍
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

登
別
地
域
で
は
海
岸
線
は
、
は
る
か
10
㌔
㍍
の
沖
に
後
退
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

登
別
川
も
胆
振
幌
別
川
も
ま
た
鷲
別
川
も
、
い
く
つ
か
の
支
流
を
集
め
な
が
ら
、

下
刻
し
て
河
岸
に
侵
食
崖
を
伴
い
、
と
き
に
は
蛇
行
し
な
が
ら
、
は
る
か
10
㌔
㍍
以

上
遠
ざ
か
っ
た
海
岸
線
ま
で
つ
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
と
シ
ベ
リ
ア
と
は
陸
つ
づ
き
で
あ
る
。
日
高
山
脈
の
山
頂
の

氷
河
も
拡
大
し
、
サ
ハ
リ
ン
北
部
に
現
在
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
グ
イ
マ
ツ
の
林
が
各

地
に
広
が
り
、登
別
化
石
林
に
み
ら
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
エ
ゾ
マ
ツ
の
分
布
の
下
限
は
、

さ
ら
に
低
い
平
野
部
に
も
下
降
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ト
ド
マ
ツ
と
エ
ゾ
マ
ツ

ま
た
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
ほ
か
に
、
グ
イ
マ
ツ
の
多
い
極
寒
期
の
森
林
に
は
、
現
在

南
サ
ハ
リ
ン
北
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
や
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
が
わ

ず
か
に
混
交
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
陸
側
に
眼
を
転
じ
て
み
よ
う
。
一
般
に
厚
い
軽
石
流
が
堆
積
し
て
台
地
を
形

成
し
た
直
後
に
は
、
大
き
な
河
川
も
そ
の
台
地
上
を
流
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
河

川
は
台
地
の
上
部
を
階
段
状
に
侵
食
し
、
そ
の
侵
食
面
に
円
礫
を
堆
積
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
台
地
は
侵
食
さ
れ
や
す
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
水
量
の
多
い
流

路
は
、
下
方
侵
食
に
よ
っ
て
比
較
的
短
い
期
間
の
う
ち
に
、
台
地
が
形
成
さ
れ
る
以

前
の
河
床
に
ま
で
川
底
を
下
げ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
結
果
、
現
河
床
よ
り
も
１
０
０
㍍
以
上
も
高
い
面
に
、
非
常
に
新
し
い
時
期

の
円
礫
を
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
支
笏
湖
の
北
側
の

軽
石
流
台
地
の
上
で
は
し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

登
別
地
域
で
も
、
札
内
台
地
な
ど
の
標
高
約
２
０
０
㍍
の
平
坦
面
上
で
、
中
位
段

丘
堆
積
物
と
さ
れ
て
き
た
砂
礫
層
の
な
か
に
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
堆
積
し
た
と
思

わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
低
位
段
丘
堆
積
物
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
可
能
性
が
強
い
。

　

ま
た
、
ウ
ル
ム
氷
期
、
約
２
万
５
千
年
前
に
は
じ
ま
る
寒
冷
で
乾
燥
し
た
気
候
下

で
は
、
こ
の
登
別
地
域
で
も
冬
季
間
の
凍
結
深
度
は
深
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

凍
上
に
よ
り
、
地
表
の
土
壌
や
砂
礫
は
斜
面
上
を
徐
々
に
移
動
し
、
山
麓
や
台
地
や

　

遠
ざ
か
る
海
と
凍
結
す
る
表
土

　

￨
ウ
ル
ム
氷
期
の
極
寒
期
|
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平
坦
面
の
上
に
崖
錐
堆
積
物
や
、
一
見
、
段
丘
堆
積
物
様
の
砂
礫
層
を
堆
積
し
た
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
極
寒
期
の
地
形
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
札
内
台
地
の
南
側
の

海
食
崖
も
、
フ
ン
ベ
山
の
海
側
の
急
崖
も
ま
だ
な
い
。
こ
れ
ら
の
台
地
や
小
山
は
海

側
に
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
つ
ら
ね
、
背
の
低
い
針
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
林
が
ま
ば
ら
に
み
え
る
あ
た
り
に
、
遠
く
退
い
た
海
が
あ
っ
た
。
短
い
夏

の
あ
と
に
、
長
い
き
び
し
い
冬
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
ル
ム
氷
期
末
期
は
、世
界
的
に
気
温
が
や
や
上
昇
し
、

氷
河
や
氷
床
が
や
や
急
激
に
縮
小
し
は
じ
め
た
時
期
で

も
あ
る
。
し
か
し
年
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
も
ま
だ
２
度
ほ
ど
低
く
、
１
万
年
前
頃

の
海
水
準
は
、
現
在
よ
り
も
30
㍍
も
低
か
っ
た
こ
と
が
、
世
界
各
地
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
に
入
っ
て
、
６
０
０
０
年
前
こ
ろ
に
な
る
と
、
年
平
均
気
温

は
現
在
よ
り
２
~
３
度
高
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
海
水
準
が
現
在
よ
り
３
㍍
く
ら
い

高
く
な
る
。
こ
れ
を
縄
文
海
進
と
い
う
。

　

登
別
か
ら
鷲
別
に
い
た
る
現
在
の
海
岸
平
野
の
大
部
分
は
、
浅
海
な
い
し
海
岸
沿

い
の
沼
沢
地
と
化
し
て
い
く
。
富
浦–

幌
別
間
の
札
内
台
地
の
南
端
の
崖
は
、
こ
の

海
進
に
よ
っ
て
で
き
た
海
食
崖
の
名
残
り
な
の
で
あ
る
。
６
０
０
０
年
前
頃
の
縄
文

前
期
の
遺
跡
や
貝
塚
は
、
こ
の
海
食
崖
（
当
時
の
海
岸
線
）
の
陸
側
に
限
ら
れ
て
分

布
す
る
。

　

現
在
の
平
野
、
台
地
、
山
裾
に
み
ら
れ
る
植
生
の
大
部
分
は
、
こ
の
温
暖
な
時
期

に
南
か
ら
そ
の
輪
を
広
げ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。グ
イ
マ
ツ
は
す
で
に
姿
を
消
し
、

エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
は
山
奥
に
追
い
あ
げ
ら
れ
て
い
く
。

　

現
在
の
海
岸
平
野
の
地
下
に
み
ら
れ
る
厚
い
砂
層
は
、
細
礫
・
貝
の
破
片
や
砂

鉄
の
層
を
挟
ん
で
い
る
が
、
大
部
分
は
、

こ
の
一
連
の
海
進
以
後
の
浅
海
や
海
浜

の
堆
積
物
で
あ
る
。
ま
た
、
泥
炭
を
交

え
た
粘
土
層
は
当
時
の
沼
沢
地
の
分
布

を
示
し
て
い
る
。

　

冬
の
間
に
河
口
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

う
。
融
雪
の
水
は
鏡
の
よ
う
な
水
面
を

平
野
に
広
げ
て
い
く
。
黒
々
と
し
た
雑

木
林
が
そ
の
水
に
孤
立
し
、
水
面
に
倒

立
し
た
樹
幹
を
な
ら
べ
る
。
低
い
砂
丘

を
越
え
て
海
水
が
流
れ
こ
み
、
海
鳥
た

ち
が
そ
の
水
面
を
翔
び
か
う
。
も
う
海

の
領
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
地
に
海
進
・
海
退
を
繰
り
返
す
光
景
が
か

つ
て
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

温
暖
で
あ
っ
た
環
境
も
、
４
０
０
０
年
前
か
ら
２
５
０
０
年
前
こ
ろ
に
な
る
と
、

年
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
も
１
~
２
度
低
下
し
冷
涼
な
時
期
を
迎
え
る
。
海
も
海
退

が
進
み
、
海
水
準
の
低
下
に
よ
り
海
岸
線
は
沖
合
い
に
退
い
て
い
く
。
現
在
の
海
岸

平
野
の
地
下
に
み
ら
れ
る
厚
い
砂
層
は
、
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

国
道
36
号
沿
い
の
富
浦
町
付
近
の
掘
削
地
で
の
計
測
で
は
、
砂
層
の
厚
さ
は
12
㍍

か
ら
15
㍍
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
登
別
市
立
鷲
別
小
学
校
の
東
側
か
ら
、
幌
別
方
向
の
国
道
36
号
と
Ｊ
Ｒ
室

蘭
線
の
間
の
砂
丘
・
砂
層
で
は
、
昭
和
30
年
こ
ろ
ま
で
砂
鉄
の
掘
削
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。

　

登
別
市
立
若
草
小
学
校
建
設
当
時
の
地
質
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
を
分
析
し
た
結

　

完
新
世

　

縄
文
海
進
の
堆
積
物

鷲別地域の砂鉄採取現場（昭和28年頃撮影）
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果
、
現
在
の
地
表
下
10
㍍
か
ら
17
㍍
の
灰
褐
色
粘
土
・
暗
灰
色
火
山
灰
質
シ
ル
ト
の

堆
積
物
に
、
貝
の
破
片
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
貝
の
破
片
の
存
在
は
、ウ
ル
ム
氷
期
後
の
海
進
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

当
時
の
海
水
準
の
変
遷
の
手
が
か
り
と
な
る
。

登
別
市
千
歳
町
、
岡
志
別
川

の
支
流
に
沿
っ
て
分
布
す
る

千
歳
５
遺
跡
の
一
部
に
は
非
常
に
厚
い
黒
色
腐
植
土
層
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
数

層
の
黄
灰
色
な
い
し
灰
白
色
の
火
山
灰
層
が
挟
在
す
る
。
火
山
灰
の
各
層
は
、
数
㌢

㍍
な
い
し
数
㍉
㍍
の
厚
さ
で
、
そ
の
上
流
に
分
布
す
る
火
山
灰
の
二
次
的
な
流
れ
込

み
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
な
か
で
、
層
厚
は
１
㌢
㍍
ほ
ど
で
は
あ
る
が
、
そ
の
鉱
物
や
火
山
ガ
ラ
ス
の

特
性
か
ら
、
明
ら
か
に
白
頭
山
苫
小
牧
火
山
灰
と
同
定
さ
れ
る
も
の
が
見
い
出
さ
れ

た
注
19

。
こ
の
白
頭
山
苫
小
牧
火
山
灰
は
、
東
北
地
方
北
部
か
ら
西
南
北
海
道
の
ほ

ぼ
全
域
に
分
布
し
、
そ
の
噴
出
源
は
朝
鮮
半
島
北
部
の
白
頭
山
で
あ
る
。
こ
の
降
下

火
山
灰
は
、
平
安
時
代
後
期
の
土
師
器
、
須
恵
器
や
擦
文
土
器
の
包
含
層
中
に
み
ら

れ
、
そ
の
降
下
年
代
は
10
世
紀
中
葉
以
後
、
13
世
紀
以
前
で
あ
る
。

　

今
後
そ
の
降
下
年
代
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
が
、
東
北
地
方
で
は
考
古
学
と
歴
史
学
の
接
点
に
か
か
わ
る
示
準
層
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
地
方
と
北
海
道
、
さ
ら
に
朝
鮮
半
島
北
部
の
高

麗
時
代
の
文
化
層
の
対
比
の
た
め
に
も
貴
重
な
「
時
計
」
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

寛
文
３（
１
６
６
３
）年
、有
珠
山
は
長
い
沈
黙
を
破
っ
て
突
然
噴
火
を
開
始
し
た
。

そ
の
火
山
灰
（U

s-b

）
は
十
勝
平
野
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
登
別
温
泉
か
ら
オ
ロ
フ

レ
峠
に
か
け
て
地
表
に
み
ら
れ
る
最
大
粒
径
３
~
４
㌢
㍍
の
白
色
の
軽
石
は
、
こ
の

噴
火
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
降
下
年
代
が
新
し
い
た
め
、
厚
い
腐
植
土
の
上
に
堆
積

し
て
い
て
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
地
域
で
90
㌢
㍍
、
登
別
地
獄
谷
地
域
で
は
50
㌢
㍍
、
登

別
温
泉
北
側
で
は
、
そ
の
層
厚
は
１
㍍
を
超
え
る
。

　

札
内
台
地
で
は
、
こ
の
降
下
軽
石
の
直
後
に
降
灰
し
た
火
山
灰
や
、
有
珠
山
の
文

政
５
（
１
８
２
２
）
年
の
火
山
灰
も
堆
積
し
て
お
り
、
さ
ら
に
駒
ヶ
岳
起
源
の
火
山

灰
も
認
め
ら
れ
る
。

　

寛
文
７
（
１
６
６
７
）
年
に
は
、
樽
前
山
の
大
噴
火
が
あ
っ
て
、
そ
の
東
に
厚
い

降
下
軽
石
（T

a-b

）
を
堆
積
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
噴
火
年
代
は
、
わ
ず
か
に
書
き
残
さ
れ
た
古
文
書
や
、
降
下
軽
石
の
直

下
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
銭
の
鋳
造
年
代
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

火
山
学
と
考
古
学
や
歴
史
学
と
は
、
こ
の
よ
う
に
貢
献
し
あ
い
、
協
力
し
あ
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

日和山と大湯沼

日和山溶岩円頂丘

　

完
新
世　
　

白
頭
山
と
有
珠
山
か
ら
の
火
山
灰

　

￨
火
山
学
と
歴
史
学
の
協
力
|
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注
19　

町
田
洋
ほ
か
（
昭
和
56
年
）
参
照
。

ク
ッ
タ
ラ
火
山
は
、
完
新
世

（
１
万
１
７
０
０
年
前
以
降
）
に

な
っ
て
、
カ
ル
デ
ラ
の
西
麓
地
域
で
再
び
火
山
活
動
を
開
始
し
、
日
和
山
の
溶
岩
円

頂
丘
・
大
湯
沼
・
地
獄
谷
・
大
正
地
獄
の
爆
裂
火
口
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

噴
煙
の
立
ち
上
る
日
和
山
（
３
７
７
㍍
）
は
、
頂
上
の
尖
っ
た
溶
岩
塔
の
山
容
で

あ
る
。
日
和
山
に
は
、
地
下
で
す
で
に
溶
岩
が
固
結
し
、
大
地
を
お
し
わ
け
て
竹
の

子
の
よ
う
に
成
長
し
た
と
き
の
す
り
き
ず
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
ま
た
溶
岩
の
ま
わ

り
に
は
、
そ
の
高
熱
で
焼
か
れ
た
天
然
煉
瓦
と
い
わ
れ
る
固
結
物
も
み
ら
れ
る
。
頂

上
に
は
、
連
続
し
た
小
爆
裂
痕
が
あ
り
、
活
発
な
噴
気
活
動
が
み
ら
れ
る
。
頂
上
に

火
口
を
も
た
な
い
こ
の
火
山
は
、
昭
和
新
山
の
で
き
方
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。　

　

そ
の
山
麓
に
爆
裂
火
口
が
開
き
、
温
泉
水
が
た
ま
っ
て
大
湯
沼
と
な
っ
て
い
る
。　

　

現
在
で
も
水
面
近
く
で
は
40
度
ほ
ど
で
あ
る
が
、
湖
底
は
非
常
に
高
温
で
あ
る
。

か
つ
て
そ
の
湖
底
か
ら
良
質
の
硫
黄
が
採
取
さ
れ
、
日
産
１
０
０
㌧
に
も
の
ぼ
っ
た

と
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
硫
黄
の
形
態
は
多
様
で
あ
る
が
、
中
空
の
球
形
の
も
の
が

多
い
。

　

大
湯
沼
・
奥
地
獄
の
南
に
位
置
し
、
ク
ッ
タ
ラ
カ
ル
デ
ラ
西
麓
の
軽
石
堆
積
物
を

打
ち
破
っ
て
で
き
た
爆
裂
火
口
が
登
別
地
獄
谷
で
あ
る
。
広
さ
11
㌶
、
東
西
４
５
０

㍍
の
火
口
内
に
は
多
数
の
爆
裂
口
が
存
在
し
、
水
蒸
気
を
上
げ
て
い
る
。

　

登
別
地
獄
谷
の
温
泉
は
、
東
側
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
沢
水
が
、
こ
の
火
口
底
で
熱
泉

と
な
り
湧
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
登
別
地
獄
谷
は
遊
歩
道
が
完
備
さ
れ
全
景
を
景

観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
湯
沼
・
登
別
地
獄
谷
の
爆
裂
火
口

の
形
成
の
時
期
は
、
１
万
年
前
以
降
と

さ
れ
て
い
る
。
約
２
０
０
年
前
の
古
文

書
に
は
登
別
地
獄
谷
の
活
発
な
活
動
が

記
録
さ
れ
て
お
り

注
20

、
こ
の
と
き
に

火
口
か
ら
放
出
さ
れ
た
堆
積
物
が
、
お

も
に
そ
の
北
側
の
せ
ま
い
範
囲
で
は
あ

る
が
、
１
６
６
３
年
の
有
珠
山
の
降
下

軽
石
（U

s-b

）
の
上
に
も
堆
積
し
て
い

る
注
21

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
爆
裂
火
口

は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
後
期
に

は
ま
だ
激
し
い
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
登
別
地
獄
谷
や
大
湯
沼
の
熱
泉

や
硫
気
は
、
そ
の
激
し
い
火
山
活
動
の
余
燼
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
湯
沼
の
南
西
２
０
０
㍍
の
位
置
に
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
起
源
の
溶
結
凝
灰
岩
層
を

吹
き
飛
ば
し
て
生
じ
た
小
爆
裂
火
口
の
大
正
地
獄
が
あ
る
。
爆
裂
火
口
は
、
直
径
10

㍍
の
小
さ
な
湯
釜
で
あ
る
が
観
測
用
の
深
井
戸
の
役
割
を
果
た
す
大
切
な
湯
釜
で
あ

る
。
大
正
地
獄
は
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
５
月
、
水
蒸
気
を
吹
き
上
げ
る
小
爆

発
を
起
こ
し
た
。
大
正
地
獄
の
小
道
を
１
分
ほ
ど
下
る
と
、
大
湯
沼
か
ら
流
湯
し
て

い
る
大
湯
沼
川
に
出
る
。
こ
の
大
湯
沼
川
・
探
勝
歩
道
沿
い
に
は
、
自
由
に
利
用
で

き
る
天
然
足
湯
の
場
所
が
あ
る
。

注
20　
『
毛
夷
東
環
記
』
中
「
東
蝦
夷
地
紀
行
」（
１
８
０
９
）
に
よ
る
。

注
21　

 K
A

T
SU

I,Y
.et al.

（1981

）
参
照
。

　

登
別
温
泉
の
誕
生

　

￨
日
和
山
・
大
湯
沼
・
地
獄
谷
・
大
正
地
獄
|

登別地獄谷全景
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地
質
図
幅
「
徳
舜
瞥
」
お
よ
び
説
明
書
。

地
質
調
査
所
。

・
斉
藤
昌
之
・
小
山
内
熙
・
酒
匂
純
俊
（
昭
和
29
年
）
５
万
分
の
１
地
質
図
幅
「
登

別
温
泉
」
お
よ
び
説
明
書
。
北
海
道
地
下
資
源
調
査
所
。

・
佐
藤
博
之
（
昭
和
55
年
）
道
東
の
火
山
灰
と
第
四
紀
研
究
上
の
意
義
。
北
海
道

５
万
年
史
、
31
~
43
頁
。
郷
土
と
科
学
編
集
委
員
会
編
。
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図表2-1-10　クッタラ火山噴出物の層序の対比

山崎
（1985）

勝井ほか
（1988）

山縣
（1994）

森泉
（1998）

胆振団体研究会
（1990）

日和山溶岩円頂丘
橘池溶岩
日和山溶岩円頂丘
橘池溶岩

新期地獄谷
　降下火砕堆積物
新期地獄谷
　降下火砕堆積物

地獄谷・大湯沼
　降下火砕堆積物
地獄谷・大湯沼
　降下火砕堆積物

ベースサージ堆積物ベースサージ堆積物
Kt－aKt－a

Kt－1Kt－1

Kj－OsKj－Os

Kj－TkKj－Tk

Kt－HyKt－Hy

Kt－2Kt－2

Kt－3Kt－3

Kt－4Kt－4

Kt－5Kt－5

Kt－6Kt－6

Kt－7Kt－7

Kt－8Kt－8

Kt－4Kt－4

Kt－3Kt－3

Kt－2Kt－2

Kt－1Kt－1

Kt－HyKt－Hy

Kt－TkKt－Tk

Mpfa 3Mpfa 3

Spfa 4Spfa 4

Spfa 2Spfa 2

Spfa 3Spfa 3

Ｎ，Ｕｓ-ｃＮ，Ｕｓ-ｃ

日和山溶岩ドーム
橘湖アグルチネート
日和山溶岩ドーム
橘湖アグルチネート

ラ
ン
ポ
ー
ゲ
軽
石
質
堆
積
物

ラ
ン
ポ
ー
ゲ
軽
石
質
堆
積
物

ク
ッ
タ
ラ
ス
テ
ー
ジ

ク
ッ
タ
ラ
ス
テ
ー
ジ

登
別

ス
テ
ー
ジ
登
別

ス
テ
ー
ジ

先
ア
ヨ
ロ

ス
テ
ー
ジ

先
ア
ヨ
ロ

ス
テ
ー
ジ

竹
浦
ス
テ
ー
ジ

竹
浦
ス
テ
ー
ジ

ア
ヨ
ロ
ス
テ
ー
ジ

ア
ヨ
ロ
ス
テ
ー
ジ

東山溶岩東山溶岩

北山溶岩類
472ｍ峰溶岩
北山溶岩類
472ｍ峰溶岩

Kt－5Kt－5

Kt－6Kt－6

Kt－7Kt－7

Kt－8Kt－8

G－pG－p

Kt－cKt－c

Kt－dKt－d

Kt－eKt－e

Kt－fKt－f

Kt－gKt－g

Kt－hKt－h

Kt－iUKt－iU

Kt－iLKt－iL

Kt－j1Kt－j1

Kt－j2Kt－j2

Kt－b1Kt－b1

Kt－b2Kt－b2

軽石流堆積物Ⅴ軽石流堆積物Ⅴ

降下火砕堆積物降下火砕堆積物

軽石流堆積物Ⅳ軽石流堆積物Ⅳ

降下軽石堆積物Ⅱ降下軽石堆積物Ⅱ

軽石流堆積物Ⅲ軽石流堆積物Ⅲ

降下軽石堆積物Ⅰ降下軽石堆積物Ⅰ

軽石流堆積物Ⅱ軽石流堆積物Ⅱ

軽石流堆積物Ⅰ軽石流堆積物Ⅰ

北山溶岩北山溶岩

外輪山溶岩類外輪山溶岩類

登別ベースサージ堆積物登別ベースサージ堆積物

北山溶岩円頂丘北山溶岩円頂丘

外輪山溶岩外輪山溶岩

登別軽石流堆積物Ⅰ登別軽石流堆積物Ⅰ NpflⅠNpflⅠ

登別軽石流堆積物Ⅱ登別軽石流堆積物Ⅱ NpflⅡNpflⅡ

降下堆積物Ⅰ降下堆積物Ⅰ RpfaⅠRpfaⅠ

軽石流堆積物Ⅲ軽石流堆積物Ⅲ RpflⅢRpflⅢ

軽石流堆積物Ⅳ軽石流堆積物Ⅳ RpflⅣRpflⅣ

軽石流堆積物Ⅰ軽石流堆積物Ⅰ RpflⅠRpflⅠ

軽石流堆積物Ⅱ軽石流堆積物Ⅱ RpflⅡRpflⅡ

降下軽石堆積物Ⅱb降下軽石堆積物Ⅱb RpfaⅡbRpfaⅡb

降下軽石堆積物Ⅱa降下軽石堆積物Ⅱa RpfaⅡaRpfaⅡa

※山崎・勝井・胆振団体研究会の層序は、火砕堆積物の層相によって区分したもの。
　網掛けは火砕流堆積物。山縣・森泉の層序は、火山灰土・ロームおよび古土壌によって区分された
　一輪廻の噴火による一連の火砕堆積物に記号を付けたものである。

※山崎・勝井・胆振団体研究会の層序は、火砕堆積物の層相によって区分したもの。
　網掛けは火砕流堆積物。山縣・森泉の層序は、火山灰土・ロームおよび古土壌によって区分された
　一輪廻の噴火による一連の火砕堆積物に記号を付けたものである。

・ 

山
崎
哲
良
・
宮
坂
省
吾
・
河
内
晋
平（
昭
和
58
年
）ク
ッ

タ
ラ
火
山
・
登
別
軽
石
流
堆
積
物
の14C

年
代
。
地

球
科
学
、
37
巻
、
２
８
３
~
２
８
５
頁
。

・ 

矢
野
牧
夫
（
昭
和
57
・
58
年
）
埋
も
れ
た
森
林
を

さ
ぐ
る
11
、
12
。
北
方
林
業
、
第
34
巻
、
第
12
号
、

１
~
５
頁
。
第
35
巻
、
第
１
号
12
~
16
頁
。
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図表2-1-11　登別自然史年表

1億

5000万

1000万

500万

100万

50万

10万

5万

1万

5000

1000

500

100

年　代
（年前）

気候・構造運動
海水準変動

火山活動
地層の堆積

◀大湯沼・地獄谷の活動◀大湯沼・地獄谷の活動

新

　
　生

　
　代

　
　第

　
　四

　
　紀

新

　
　生

　
　代

　
　第

　
　四

　
　紀

新
第
三
紀

新
第
三
紀

中
生
代

中
生
代

完

　
　新

　
　世

完

　
　新

　
　世

更

　
　新

　
　世

更

　
　新

　
　世

中
新
世

中
新
世

白
亜
紀

白
亜
紀

鮮
新
世

鮮
新
世

古
第
三
紀

古
第
三
紀

◀有珠b降下軽石◀有珠b降下軽石

◀温暖化◀温暖化

◀冷涼化◀冷涼化

◀縄文海進、海食崖の形成◀縄文海進、海食崖の形成

◀最寒冷期
　海水準の低下
◀最寒冷期
　海水準の低下

◀白頭山苫小牧火山灰◀白頭山苫小牧火山灰

◀海岸に砂鉄の濃集◀海岸に砂鉄の濃集

◀大湯沼・地獄谷爆裂火口の形成◀大湯沼・地獄谷爆裂火口の形成
◀日和山溶岩円頂丘◀日和山溶岩円頂丘

◀橘湖◀橘湖
◀クッタラカルデラ◀クッタラカルデラ
◀クッタラ火山◀クッタラ火山

◀鷲別岳・カムイヌプリ・来馬岳◀鷲別岳・カムイヌプリ・来馬岳

◀鷲別砂礫層◀鷲別砂礫層

◀室蘭層◀室蘭層

◀幌別層◀幌別層

◀海底火山の活動◀海底火山の活動

◀マキヤマ
   （海綿の化石）
◀マキヤマ
   （海綿の化石）

◀タカハシホタテ◀タカハシホタテ

◀幌別化石林◀幌別化石林
◀登別化石林◀登別化石林

◀古カルルス湖◀古カルルス湖

◀スギ・ブナの花粉◀スギ・ブナの花粉

◀大有珠◀大有珠

◀小有珠?◀小有珠?
◀樽前b降下軽石◀樽前b降下軽石

◀グイマツの林◀グイマツの林
◀羊蹄火山の活動◀羊蹄火山の活動

◀支笏軽石流、美々化石林◀支笏軽石流、美々化石林
◀支笏火山の活動◀支笏火山の活動
◀マンモス象◀マンモス象
◀ナウマン象◀ナウマン象

◀タキカワカイギュウ◀タキカワカイギュウ

◀サッポロカイギュウ◀サッポロカイギュウ

◀石狩炭田などの石炭の
　堆積
◀石狩炭田などの石炭の
　堆積

◀穂別の首長竜
　むかわ竜
◀穂別の首長竜
　むかわ竜

◀洞爺火山灰◀洞爺火山灰

◀西南北海道に白頭山
　苫小牧火山灰が降下
◀西南北海道に白頭山
　苫小牧火山灰が降下

◀大曲沢層◀大曲沢層

春日井昭（1985）に加筆・修正春日井昭（1985）に加筆・修正

◀沈降◀沈降

◀沈降◀沈降

◀沈降（浅海）◀沈降（浅海）

ドナウ氷期ドナウ氷期
ギュンツ氷期ギュンツ氷期
ミンデル氷期ミンデル氷期

リス氷期リス氷期

ウルム氷期ウルム氷期

◀陸化◀陸化

◀陸化◀陸化

◀陸化◀陸化

　ポントコ山などの火山活動　ポントコ山などの火山活動

　クッタラ火山の活動　クッタラ火山の活動
火砕堆積物火砕堆積物

参考事項
（道　内）年代区分 化石等
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気　
　
　

温

図表2-1-12　道内各地点の霧日数
（単位：日)

室蘭 稚内 函館 旭川 釧路 網走 帯広
平成22年 46 17 3 24 89 20 62
平成23年 32 10 11 25 108 29 49
平成24年 42 15 9 23 102 35 50
平成25年 36 9 7 29 99 21 55
平成26年 33 10 7 26 88 17 50
平成27年 35 13 5 29 89 14 37
平成28年 37 10 5 17 94 14 54
平成29年 25 12 2 18 83 16 38
平成30年 35 5 9 24 94 13 50
令和元年 32 8 3 19 84 12 37

平均 35.3 10.9 6.1 23.4 93 19.1 48.2
出典「過去の気象データ」（気象庁）より作成

　

気　
　
　

候

　

降　

水　

量

２　

気
候
な
ど

本
市
沖
合
を
含
む
道
南
太
平
洋
海
域
は
、
対
馬
暖
流
か
ら
分
岐

し
た
津
軽
暖
流
と
親
潮
が
ぶ
つ
か
る
海
域
で
、
こ
の
津
軽
暖
流

の
影
響
に
よ
っ
て
、
道
内
で
は
比
較
的
温
暖
な
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
雪
も
少
な
い
。

し
か
し
、
同
海
流
は
、
多
く
の
水
蒸
気
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
本
市
内
に
は
深
い
霧

が
立
ち
こ
め
る
こ
と
が
多
く
、
と
き
に
は
多
量
の
雨
が
降
る
こ
と
も
あ
る
。
最
寄
り

の
室
蘭
地
方
気
象
台
が
観
測
し
た
平
成
22（
２
０
１
０
）年
か
ら
令
和
元（
２
０
１
９
）

年
ま
で
の
10
年
間
の
年
間
平
均
霧
日
数
は
35
・
３
日
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２-

１

-

12
参
照
）。
こ
れ
ら
の
霧
は
、
標
高
が
高
い
場
所
か
ら
は
「
雲
海
」
と
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
近

年
で
は
、
オ
ロ
フ
レ

峠
な
ど
で
雲
海
の
写

真
撮
影
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の

写
真
展
が
市
内
各
所

で
行
わ
れ
る
な
ど
、

本
市
を
含
む
西
胆
振

地
域
の
新
た
な
名
物

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

本
市
の
気
温
は
、
海
洋
の
影
響
で
夏
は
涼
し
い
一
方
、
冬
も
そ

れ
ほ
ど
低
く
な
ら
な
い
た
め
、
道
内
で
は
比
較
的
温
和
な
地
方

と
い
え
る
。

　
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
下
巻
８
０
１
ペ
ー
ジ
に
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
の
月

別
平
均
気
温
の
グ
ラ
フ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
グ
ラ
フ
と
令
和
元（
２
０
１
９
）

年
の
月
別
平
均
気
温
を
比
較
す
る
と
、

　

・
年
間
で
最
も
平
均
気
温
が
低
い
月
は
２
月
か
ら
１
月
に
移
っ
て
い
る
。

　

・
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
平
均
気
温
は
両
年
で
大
差
が
な
い
。

　

・
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
て
い
る
。

 

の
３
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
気
象
庁
発
表
の
登
別
観
測
所
の
年

平
均
気
温
も
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
が
６
・
０
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
令
和
元

年
は
７
・
７
度
と
１
・
７
度
上
昇
し
て
い
る
。

　

次
に
、
そ
の
日
の
最
高
気
温
が
０
度
を
上
回
ら
な
い
日
で
あ
る
「
真
冬
日
」
の
日

数
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

　

数
値
を
確
認
で
き
る
昭
和
57
年
11
月
以
降
、
真
冬
日
の
日
数
は
徐
々
に
減
少
す
る

傾
向
に
あ
り
、
昭
和
57
年
か
ら
の
10
年
間
と
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
か
ら
の
10

年
間
の
平
均
日
数
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
67
・
０
日
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は

56
・
６
日
と
約
10
日
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
２-

１-

14
参
照
）。

本
市
は
、
胆
振
地
方
の
代
表
的
な
集
中
豪
雨
地
帯
の
１
つ
で
、

特
に
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
大
雨
が
降
り
や
す
い
。
そ
の
発

生
原
因
と
し
て
は
、
梅
雨
末
期
の
前
線
の
北
上
に
よ
る
も
の
、
低
気
圧
（
日
本
海
低

気
圧
）
に
よ
る
も
の
、
さ
ら
に
秋
雨
前
線
の
北
上
や
台
風
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
低

気
圧
が
発
達
し
な
が
ら
日
本
海
か
ら
津
軽
海
峡
を
通
り
、
北
海
道
の
南
海
上
を
進
む
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　 日数 日数
昭和57年 65 平成13年 59
昭和58年 95 平成14年 75
昭和59年 82 平成15年 42
昭和60年 88 平成16年 56
昭和61年 67 平成17年 62
昭和62年 80 平成18年 38
昭和63年 44 平成19年 62
平成元年 45 平成20年 41
平成２年 47 平成21年 63
平成３年 57 平成22年 53
平成４年 52 平成23年 72
平成５年 62 平成24年 71
平成６年 64 平成25年 50
平成７年 62 平成26年 41
平成８年 55 平成27年 51
平成９年 64 平成28年 53
平成10年 75 平成29年 70
平成11年 60 平成30年 59
平成12年 76 平成31年 46

出典「過去の気象データ」（気象庁）より作成

図表2-1-14　真冬日日数
　

降　

雪　

量

-10

-5

0

5

10

15

20

25

令和元年 昭和59年

図表2-1-13　昭和59年と令和元年の月別平均気温の比較

出典 「過去の気象データ」（気象庁）より作成

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
　　昭和59年 -5.2 -6.6 -3.6 2.2 7.5 14.3 18.6 20.9 15.9 8.6 2.6 -3.1
　　令和元年 -4.2 -3.9 0.8 5.6 12.6 14.0 17.6 19.8 17.1 11.9 2.7 -1.8

（単位：度）

と
き
は
、
雨
量
と
し
て
は
一
番
多
い
。

　

本
市
の
地
形
は
、
６
０
０
~
１
千
㍍
級
の
オ
ロ
フ
レ
山
系
が
連
な
り
、
南
東
方
向

に
Ｖ
字
状
の
地
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
地
域
よ
り
も
雨
が
強
く
な
る
原

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
９
月
25
日
に
記
録
し
た
最
大
１
時
間
降
水
量
１
２
６
㍉

㍍
は
、
９
月
と
し
て
は
道
内
で
１
位
で
、
全
国
で
も
14
位
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
降
雪
期
間
は
、
例
年
11
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
と
さ

れ
て
い
る
。
再
度
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
か
ら
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
ま
で
の
約
35
年
間
で
、
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
月
別
平
均
気
温
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
降
雪
量
の
増
減
に

ど
こ
ま
で
影
響
を
与
え
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
数
値
と
し
て
は
降
雪
量
、
降
雪
日

数
と
も
に
減
少
し
て
い
る
（
図
表
２-

１-

15
参
照
）。
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か
つ
て
の
本
市
で
は
雪
が
多
く
降
り
、
千
歳
町
に
あ
っ
た
北
海
道
曹
達
（
株
）
の

社
宅
街
で
は
、
住
宅
前
で
ス
キ
ー
遊
び
が
で
き
た
と
い
う
が
、
現
在
は
そ
の
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
昔
の
記
憶
と
現
在
を
比
較
し
た
際
の
感

覚
と
数
値
と
の
間
に
は
整
合
性
が
あ
る
。

　

気
象
庁
が
公
表
す
る
数
値
に
は
、
積
雪
深
度
別
の
日
数
を
発
表
し
て
お
り
、
登
別

観
測
所
に
つ
い
て
は
、平
成
元（
１
９
８
９
）年
以
降
の
観
測
数
値
を
発
表
し
て
い
る
。

　

平
成
元
年
と
平
成
30
年
を
比
較
す
る
と
、
３
㌢
㍍
以
上
の
降
雪
が
観
測
さ
れ
た
日

数
は
、
約
17
・
３
日
減
少
し
て
お
り
、
降
雪
量
も
約
95
立
方
㌢
㍍
減
少
し
た
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
年
は
「
寒
候
年
」
を
指
し
て
お
り
、
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌

年
７
月
31
日
ま
で
を
１
年
と
し
て
考
え
た
場
合
の
数
値
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平
成

30
寒
候
年
と
は
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
数
値
で
あ

る
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　 降雪量
積雪深度別日数

≧3㌢㍍ ≧5㌢㍍ ≧10㌢㍍ ≧20㌢㍍ 合計日数
平成元年 486 66 35 15 2 118
平成２年 481 62 30 12 4 108
平成３年 426 52 26 13 3 94
平成４年 458 56 29 12 1 98
平成５年 478 54 35 14 2 105
平成６年 635 75 46 22 2 145
平成７年 539 73 42 12 3 130
平成８年 665 79 42 22 3 146
平成９年 500 60 35 14 1 110
平成10年 354 44 28 8 1 81
平成11年 585 71 47 15 1 134
平成12年 539 75 36 11 2 124
平成13年 571 75 41 13 2 131
平成14年 393 52 23 9 1 85
平成15年 471 58 32 8 3 101
平成16年 360 42 22 8 1 73
平成17年 401 40 28 11 3 82
平成18年 499 62 36 14 1 113
平成19年 289 33 18 7 1 59
平成20年 244 29 14 5 1 49
平成21年 375 34 21 12 3 70
平成22年 502 60 34 13 3 110
平成23年 343 43 27 9 0 79
平成24年 421 40 27 10 5 82
平成25年 406 53 31 10 1 95
平成26年 534 85 45 11 0 141
平成27年 488 74 41 7 0 122
平成28年 433 29 36 6 1 72
平成29年 493 59 36 10 2 107
平成30年 391 47 26 8 3 84
出典「過去の気象データ」（気象庁）より作成

図表2-1-15　積雪深度別日数の推移
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植　

物
本
市
内
の
植
生
に
つ
い
て
は
、『
登
別
町
史
』（
以
下
「
町
史
」）

及
び
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』（
以
下
「
市
史
」）
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
自
然
環
境
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
町
史
』
で
は
、
本
市
の
植
物
分
布
を
高
山
帯
、
低
山
丘
陵
帯
な
ど
５
地
域
に
区

分
し
て
種
と
生
態
を
描
写
し
て
お
り
、
植
物
目
録
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
種
も

８
７
４
種
を
数
え
て
い
る
。
ま
た
、『
市
史
』
で
は
、
植
物
の
分
布
形
成
が
現
在
に

至
る
地
史
と
気
象
が
も
た
ら
す
要
因
を
概
観
し
た
上
で
本
市
内
各
地
域
の
特
徴
的
な

植
生
を
記
載
し
て
い
る
。

　

両
書
か
ら
は
、「
決
し
て
大
き
く
は
な
い
植
生
の
群
落
規
模
で
あ
り
な
が
ら
、
多

様
な
地
勢
と
気
象
に
富
ん
だ
環
境
下
で
登
別
の
自
然
と
し
て
の
特
色
を
持
ち
、
そ
れ

に
従
っ
て
、
特
異
な
種
も
多
く
あ
る
こ
と
。」
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

植
物
の
分
布
は
、
基
本
的
に
は
気
温
と
降
水
量
に
対
応
し
て
お
り
、
緯
度
に
伴
う

水
平
的
分
布
と
標
高
に
よ
る
垂
直
的
分
布
に
よ
る
植
生
の
分
布
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ

る
。
日
本
の
植
生
は
、
高
山
草
原
と
ハ
イ
マ
ツ
群
落
域
（
高
山
帯
）、
コ
ケ
モ
モ
︲

ト
ウ
ヒ
ク
ラ
ス
域
（
亜
高
山
帯
）、
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
（
夏
緑
広
葉
樹
林
帯
）、
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
ク
ラ
ス
域
（
常
緑
広
葉
樹
林
帯
）
の
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら
れ
る
（『
日
本
の

植
生
』　

宮
脇
昭　

昭
和
52
年
。
こ
の
「
ク
ラ
ス
域
」
と
は
、
広
域
に
分
布
し
景
観

を
特
徴
づ
け
て
い
る
自
然
植
生
に
よ
っ
て
植
物
社
会
学
的
に
定
義
さ
れ
た
も
の
で
、

主
要
な
ク
ラ
ス
の
生
育
域
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
本
市
は
、
こ
の
う
ち
ブ
ナ
ク
ラ

ス
域
に
あ
た
る
。
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
は
、北
北
部
か
ら
北
海
道
で
は
低
地
か
ら
み
ら
れ
、

南
に
い
く
ほ
ど
高
度
は
上
が
り
、
中
部
日
本
で
標
高
１
千
５
０
０
~
１
千
６
０
０
㍍

か
ら
６
０
０
~
７
０
０
㍍
の
間
に
発
達
し
、
九
州
の
霧
島
で
７
０
０
㍍
か
ら
１
千
㍍

と
な
る
。
こ
の
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
を
構
成
す
る
主
要
樹
種
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
カ
ツ
ラ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
な
ど
落
葉
広
葉
樹
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
の
主
要
樹
種
に
は
ブ
ナ
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ブ
ナ
は

黒
松
内
低
地
帯
が
北
限
と
い
わ
れ
、
現
在
の
本
市
に
お
け
る
自
然
植
生
で
は
み
ら
れ

な
い
。

本
市
の
植
生
は
、
気
候
的
な
要
因
の
ほ
か
に
も
、
地
史
的
な
要
因
、
太
平
洋
に
面
し
、

１
千
㍍
級
の
山
々
が
あ
る
特
異
な
地
形
、
海
流
の
影
響
、
温
泉
地
帯
の
地
熱
な
ど
、

様
々
な
要
因
が
関
わ
り
、
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
や
コ
ケ
モ
モ-

ト
ウ
ヒ
ク
ラ
ス
域
（
亜
高

山
帯
）
の
構
成
種
が
入
り
込
む
よ
う
な
植
物
相
を
つ
く
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
市
内
の
植
物
に
つ
い
て
、
比
較
的
特
徴
的
な
植
生
が
見
ら
れ
る
地
域
の
「
オ
ロ

フ
レ
山
」、「
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
」、「
キ
ウ
シ
ト
湿
原
」、「
鉱
山
町
」
の
４
地
域
を
概
観

し
よ
う
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
、
町
史
と
市
史
が
編
さ
ん
さ
れ
た
頃
と
の
変
化
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　

１
つ
目
は
、「
分
類
方
法
の
進
化
」
で
あ
る
。

　

植
物
を
は
じ
め
と
す
る
生
物
学
の
分
類
方
法
は
、
か
つ
て
は
形
態
（
見
た
目
）
に

よ
る
分
類
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
遺
伝
子
情
報
の
解
析
に
関
す
る
研
究
が

進
歩
し
て
、
形
態
に
と
ら
わ
れ
ず
に
そ
の
種
の
遺
伝
子
（
Ｄ
Ｎ
Ａ)

に
よ
っ
て
分
類

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
被
子
植
物
系
統
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
Ｐ
Ｇ

体
系
）
と
し
て
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
成
果
を
活
用
す
る

た
め
に
本
稿
で
は
、
科
の
分
類
を
原
則
と
し
て
平
成
21
年
に
発
表
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｇ
体

系
第
３
版
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
Ⅲ
）
に
則
っ
た
分
類
を
行
っ
た
。

　

２
つ
目
は
、「
生
物
多
様
性
に
対
す
る
意
識
の
向
上
」
で
あ
る
。

　

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
、
北
海
道
が
平
成
22
年
７
月
に
公
表
し
た
『
北
海
道
生
物

多
様
性
保
全
計
画
』
の
中
で
は
、「
地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
以
来
お
よ
そ
40
億
年

　

は
じ
め
に
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高
山
性
高
地

　
「
オ
ロ
フ
レ
山
」

　

シ
ダ
の
山

　
「
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
」（
７
４
５
㍍
）

も
の
間
、
地
球
環
境
の
変
化
と
生
存
競
争
の
も
と
、
お
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
い

な
が
ら
多
様
な
遺
伝
子
を
持
つ
多
様
な
種
に
進
化
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
種
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
化
の
歴
史
を
も
つ
固
有
の
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
物

は
ま
た
、
様
々
な
環
境
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
生
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
固
有
性
と
つ

な
が
り
を
、「
生
物
多
様
性
」
と
し
て
い
る
。」
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
計
画
の
中

で
は
、
生
物
多
様
性
は
、「
遺
伝
子
」、「
種
」、「
生
態
系
」
の
３
つ
の
レ
ベ
ル
が
複

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
そ
の
結
果
と
し
て
地
域
で
固
有
な
も
の
に
な
る

と
説
明
し
て
い
る
。
最
近
、
本
市
内
で
は
、
園
芸
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
本
来
で

あ
れ
ば
本
市
内
に
生
息
し
な
い
種
（
外
来
種
）
が
繁
殖
し
、
本
市
内
に
元
か
ら
存
在

す
る
種
（
在
来
種
）
が
外
来
種
と
受
粉
し
あ
い
、
ま
た
、
外
来
種
に
侵
食
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
在
来
種
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
在
来
種
の
保

存
を
図
る
た
め
の
動
き
が
市
内
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
キ
ウ

シ
ト
湿
原
で
の
取
組
を
後
ほ
ど
紹
介
し
た
い
。

町
史
や
市
史
が
編
さ
ん
さ
れ
た
時
代
の
オ
ロ
フ
レ
山
は
通
称

登
別
岳
を
中
心
に
羅
漢
岩
一
帯
は
特
に
高
山
植
物
が
密
集
し

て
い
て
足
を
踏
み
入
れ
る
の
が
は
ば
か
れ
る
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
あ
っ
た
。

　

オ
ロ
フ
レ
山
固
有
の
チ
シ
マ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
イ
ワ
ウ
メ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
群
生
、
ウ
ラ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
真
赤
な
マ
ッ
ス
（
塊
）、
岩
壁
び
っ
し
り
の
イ

ワ
ヒ
ゲ
、
岩
場
に
可
れ
ん
な
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
羅
漢
岩
一
ぱ
い
に
と
り
つ
い
た
チ
ン
グ

ル
マ
な
ど
誰
も
が
声
を
上
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
色
彩
の
波
で
あ
っ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
住
宅
の
新
築
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
庭
に
山

草
を
植
え
る
嗜
好
が
生
じ
た
。
山
草
ブ
ー
ム
は
高
山
植
物
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、

ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
山
だ
し
の
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
売
り
あ
る
き
、
高
山
植
物

を
詰
め
込
ん
だ
カ
マ
ス
（
藁
な
ど
を
用
い
た
袋
）
を
羅
漢
岩
か
ら
崖
下
で
待
ち
受
け

る
ト
ラ
ッ
ク
に
投
げ
込
む
半
て
ん
姿
の
男
た
ち
、「
山
の
草
を
採
っ
て
何
が
悪
い
」

と
う
そ
ぶ
く
お
じ
さ
ん
等
、
い
わ
ゆ
る
盗
掘
が
日
常
化
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
の
オ
ロ
フ
レ
山
は
、
登
別
岳
に
限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
全
山
に
わ
た
り
裸

地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
瀕
死
の
姿
で
岩
に
生
き
の
び
て
い
る
花
々
は
頑
張
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
仲
間
は
な
か
な
か
増
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

現
在
の
見
ど
こ
ろ
は
、
オ
ロ
フ
レ
山
の
新
顔
と
し
て
す
っ
か
り
人
気
を
独
り
占
め

に
し
て
い
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
が
あ
る
。
ま
た
道
端
に
行
列
を
つ
く
る
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ

マ
や
ハ
イ
オ
ト
ギ
リ
が
あ
る
。

か
つ
て
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
一
帯
は
、
ヒ
グ
マ
、

エ
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
が
生
息
し
、
ノ
ボ

リ
ト
ラ
シ
ナ
イ
川
に
は
カ
ワ
ウ
ソ
な
ど
が
生
息
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
動
物
の
皮
や

熊
の
胆
は
、
ホ
ロ
ベ
ツ
に
住
む
ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
は
高
値
で
売
れ
る
商
品
で

あ
っ
た
。
あ
る
資
料
に
よ
る
と
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
一
帯
の
、
こ
れ
ら
の
動
物
の
捕
獲
数

は
数
10
頭
単
位
で
、
今
日
で
は
あ
り
え
な
い
多
く
の
頭
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
ア

イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
は
、特
に
熊
の
胆
と
い
う
高
級
商
品
を
も
つ
熊
こ
そ
「
カ
ム
イ
」

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
谷
筋
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ツ
ラ
、
シ
ナ
、
イ

チ
イ
な
ど
の
巨
木
が
勇
姿
を
誇
っ
て
い
る
。
ノ
ボ
リ
ト
ラ
シ
ナ
イ
川
上
流
の
大
イ
チ

イ
は
、
登
別
高
等
学
校
山
岳
部
の
年
輪
調
査
で
は
樹
齢
３
０
０
年
と
さ
れ
た
。

　

近
年
と
み
に
目
立
つ
植
生
に
、山
麓
に
散
在
す
る
「
ト
チ
ノ
キ
」
の
大
木
が
あ
る
。

「
幌
別
ダ
ム
に
沈
ん
だ
奥
川
上
地
区
の
住
民
が
、
入
植
時
に
持
ち
こ
ん
だ
故
郷
の
ト

チ
ノ
キ
を
一
宮
神
社
に
移
植
し
、
そ
の
種
子
が
飛
散
し
た
り
、
リ
ス
な
ど
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
り
し
て
増
え
た
の
だ
ろ
う
」
と
の
話
が
、
奥
川
上
に
居
住
し
て
い
た
住
民
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の
話
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、ト
チ
ノ
キ
の
紅
葉
と
共
に
ウ
ル
シ
科
の
ヌ
ル
デ
も
秋
を
彩
っ
て
い
る
の
は
、

渡
島
地
方
な
ど
南
西
部
の
分
布
も
窺
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
植
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
シ
ダ
植
物
の
多
さ
に
着
目

し
て
の
詳
述
を
試
み
た
い
。
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
シ
ダ
は
38
種
を
数
え
る
。
大
き
い
と

は
い
え
な
い
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
山
容
に
38
種
も
の
シ
ダ
が
見
ら
れ
る
の
は
多
様
性
を

育
む
、
こ
の
山
な
ら
で
は
の
構
造
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

シ
ダ
分
布
は
、
登
山
道
入
口
の
駐
車
場
か
ら
は
じ
ま
る
。
先
ず
亜
高
山
帯
に
普
通

の
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
が
現
わ
れ
、
湿
地
帯
の
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
イ
や
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
に

迎
え
ら
れ
る
。
ノ
ボ
リ
ト
ラ
シ
ナ
イ
川
の
渡
渉
後
、
ミ
ズ
ナ
ラ
巨
木
の
向
い
の
土
手

に
は
繊
細
で
美
し
く
女
性
的
だ
が
、
雪
の
下
で
も
緑
を
失
わ
な
い
気
丈
な
ホ
ソ
バ
ナ

ラ
イ
シ
ダ
。
北
海
道
の
珍
種
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
に
会
え
る
の
も
う
れ
し
い
。

　

や
が
て
、
２
２
４
０
林
班
か
ら
２
２
３
８
林
班
へ
の
ト
ド
マ
ツ
植
林
道
、
そ
れ
は

厚
い
腐
葉
土
と
木
漏
れ
日
を
受
け
た
シ
ダ
が
次
々
と
現
れ
る
。
ミ
ヤ
マ
シ
ケ
シ
ダ
、

ク
サ
ソ
テ
ツ
（
コ
ゴ
ミ
）、畑
の
嫌
わ
れ
も
の
ス
ギ
ナ
、手
の
平
大
の
ミ
ヤ
マ
ワ
ラ
ビ
、

暗
い
林
内
に
群
生
す
る
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
ホ
ソ
バ
ト
ウ
ゲ
シ
バ
、
林
床
の
シ
ン
ボ

ル
オ
シ
ダ
と
ミ
ヤ
マ
ベ
ニ
シ
ダ
、
林
道
に
に
じ
み
出
る
湧
水
の
傍
に
は
コ
タ
ニ
ワ
タ

リ
が
オ
オ
カ
サ
ス
ゲ
や
ギ
シ
ギ
シ
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
健
在
で
あ
る
。
こ
の
コ
タ
ニ

ワ
タ
リ
は
園
芸
家
が
最
も
欲
し
が
る
シ
ダ
だ
か
ら
油
断
が
な
ら
な
い
。
水
辺
が
好
き

な
サ
ト
メ
シ
ダ
に
も
出
合
え
る
。
樹
令
３
０
０
年
と
い
わ
れ
た
巨
大
な
オ
ン
コ
が
見

え
て
く
る
と
、
腰
高
も
あ
る
オ
オ
メ
シ
ダ
の
群
れ
に
出
合
い
度
胆
を
ぬ
か
れ
る
。

　

こ
こ
は
第
２
の
徒
渉
地
で
一
服
す
る
所
。
イ
チ
イ
（
オ
ン
コ
）
の
か
た
わ
ら
に
シ

ダ
に
覆お
お

わ
れ
た
広
さ
６
畳
程
の
緑
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
何
種
類
の
シ
ダ
が
育
っ
て

い
る
の
か
当
て
っ
こ
ゲ
ー
ム
も
お
も
し
ろ
い
。
２
種
類
の
人
、
４
種
の
人
、
６
種
の

人
と
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の
狭
い
所
に
は
ミ
ゾ
シ
ダ
、
ヤ
マ
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
コ
ゴ
ミ
、
エ

ゾ
メ
シ
ダ
な
ど
、
７
、８
種
類
が
所
狭
し
と
生
育
し
て
い
た
。

　

川
を
渡
る
と
岩
石
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
の
登
り
坂
。
石
の
隙
間
か
ら
ぶ
ら
下
が
る

ヘ
ビ
ノ
ネ
コ
ザ
の
群
れ
。
本
州
で
は
「
カ
ナ
ヤ
マ
シ
ダ
」
と
も
名
づ
け
ら
れ
鉱
山
地

区
に
多
く
生
育
す
る
と
の
こ
と
。
金
鉱
探
し
の
道
標
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
道
内

で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
、
ど
こ
に
で
も
生
育
し
て
い
る
。

　

ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
群
（
２
２
３
８
林
班
）
を
出
て
、
造
林
地
の
は
ず
れ
の
緩
斜
地
で

は
、
イ
ッ
ポ
ン
ワ
ラ
ビ
や
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
の
集
団
が
各
々
の
住
み
場
を
得
て
暮
ら
し
て

い
る
。
こ
の
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
や
イ
ッ
ポ
ン
ワ
ラ
ビ
は
、
根
生
葉
と
い
っ
て
地
下
の
根
が

つ
な
が
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
地
下
に
張
っ
た
茎
か
ら
葉
を
出
す
の
で
、
集
団
を
つ
く

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ス
ギ
ナ
、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
、
ホ
ソ
バ
シ
ケ
シ
ダ
な
ど
、
こ
の

タ
イ
プ
は
多
い
。
た
ま
た
ま
、
こ
の
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
集
団
の
中
に
１
本
の
大
き
な
ミ
ヤ

マ
シ
ダ
ら
し
き
を
見
つ
け
、
そ
の
大
き
さ
に
疑
問
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ダ

の
形
態
は
ま
さ
に
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
で
、個
体
の
大
き
さ
と
株
立
ち
の
生
育
を
除
い
て
は
、

寸
分
も
違
わ
な
い
。

　

あ
る
シ
ダ
図
鑑
で
は
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
と
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
（
道
内
の
記
録
は
な
い
）
の

同
定
は
難
し
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
全
国
シ
ダ
の
会
」に
同
定
を
依
頼
し
た
。

結
果
は
、
北
海
道
の
分
布
に
は
な
い
は
ず
の
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
鉱

山
町
の
林
道
に
て
、
や
は
り
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
に
混
じ
っ
て
こ
れ
を
発
見
し
た
。
白
老
町

竹
浦
の
冷
水
園
跡
で
も
単
独
の
個
体
を
発
見
。
こ
れ
も
ミ
ヤ
マ
シ
ダ
の
群
れ
が
近
く

に
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
間
に
は
ど
ん
な
因
果
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し

ま
う
。
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
は
、
本
州
の
杉
林
な
ど
で
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
た
が
、
単

独
で
あ
っ
た
。

　

日
当
た
り
の
良
い
最
後
の
水
場
で
道
の
真
中
に
登
山
者
に
踏
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
ミ
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ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
を
発
見
。
ミ
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
の
生
育
地
は
深
山
の
暗
い
草
か
げ

な
ど
に
稀
に
見
る
の
だ
が
、
こ
ん
な
所
に
も
い
と
お
し
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ら
い
急
坂
か
ら
カ
ム
イ
ヒ
ュ
ッ
テ
へ
。
ヒ
ュ
ッ
テ
の
広
場
で
は
、
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ

の
優
占
種
状
態
に
驚
く
。

　

ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
シ
ラ
カ
ン
バ
の
林
道
を
一
気
に
頂
上
（
７
４
５
㍍
）
へ
。
７
４
５

㍍
か
ら
鷲
別
岳
へ
向
っ
て
４
４
０
㍍
の
行
程
地
に
、
鷲
別
来
馬
（
７
５
０
.
０
㍍
）

の
三
等
三
角
点
が
あ
る
。
日
当
り
の
よ
い
尾
根
道
の
こ
の
区
間
を
シ
ダ
分
布
の
最
後

と
し
た
い
。

　

尾
根
の
乾
燥
地
に
適
応
し
た
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
科
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
と
ア
ス
ヒ
カ
ズ

ラ
の
２
種
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ダ
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
形
態
で
と
ま
ど
う
観
察

者
が
多
い
。
し
か
し
シ
ダ
植
物
の
一
番
の
特
徴
は
胞
子
を
持
つ
こ
と
な
の
だ
か
ら
、

茎
の
先
に
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
棒
状
の
胞
子
を
立
て
る
の
で
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
の
発

見
は
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
は
ス
ギ
ナ
と
と
も
に
、
約
３
億
年

前
の
石
炭
紀
に
繁
茂
し
た
シ
ダ
の
大
木
の
子
孫
た
ち
で
あ
る
。

　

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
入
口
（
駐
車
場
）
か
ら
鷲
別
来
馬
岳
ま
で
の
約
３
㌔
㍍
に
及

ば
な
い
行
程
間
の
シ
ダ
植
生
を
概
観
し
て
き
た
。
シ
ダ
植
生
を
通
し
て
カ
ム
イ
ヌ
プ

リ
の
種
と
生
態
系
の
多
様
性
の
一
端
を
把
握
し
て
い
た
だ
け
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
隣
の
山
野
に
生
育
す
る
シ
ダ
に
は
、
南
西
部
の
種
も
育
っ
て
い
て
、
そ
の
分
布

は
温
暖
化
に
よ
る
の
か
、
在
来
種
で
あ
っ
た
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
と
に
か
く

こ
の
地
方
は
多
様
性
に
満
ち
た
場
所
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
種
は
す
で
に
20
世
紀
か

ら
観
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
室
蘭
に
は
ビ
ロ
ー
ド
シ
ダ
群
、
富
浦
に
は
イ
ヌ
ワ
ラ

ビ
の
群
落
、
鉱
山
町
奥
の
キ
ヨ
タ
キ
シ
ダ
、
登
別
漁
港
の
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
群
落
、

驚
き
は
50
年
ぶ
り
に
渡
島
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
、
白
老
深
山
の
シ
ノ
ブ
群
落
。
こ

の
シ
ノ
ブ
群
落
は
２
㌔
㍍
程
に
わ
た
っ
て
大
木
に
着
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
さ
か

上
る
河
原
に
は
亜
高
山
帯
に
み
る
ア
ポ
イ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
が
散
在
。
こ
の
地
方
の
種
の

多
様
性
に
は
興
味
が
尽
き
な
い
。

平
成
10
（
１
９
９
７
）
年
、「
登
別
キ
ウ
シ
シ
ト
湿
原
植

物
調
査
報
告
書
」
が
「
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
」
か
ら
開
示

さ
れ
た
。
当
報
告
書
は
１
年
間
の
調
査
期
間
と
は
い
え
、
学
術
的
な
分
析
と
考
察
に

よ
る
貴
重
な
報
告
書
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
、
不
法
投
棄
の
ご
み
が
堆
積
し
て
い
た
キ
ウ
シ
ト
の
谷
地
は
、
湿
地
研
究
の

世
界
的
権
威
で
あ
っ
た
辻
井
達
一
（
北
海
道
環
境
財
団
理
事
長
）
の
助
言
を
受
け
、

現
在
の
姿
に
生
き
か
え
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
都
市
化
す
る
若
山
町
の
湿
原
帯

に
あ
っ
て
徐
々
に
狭
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
中
間
湿
原
と
高
層
湿
原
」
の
植
生
分
布
の

オ
ロ
フ
レ
に
エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
？

　

エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
は
鉛
筆
程
の
低
木
な
が
ら
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
大
の
ロ
ー
ズ
レ
ッ
ド

（
バ
ラ
の
赤
）
の
花
。

「
高
山
の
名
花
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ツ
ツ
ジ
で
あ
る
。
エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
は
大
雪

山
系
や
日
高
山
脈
な
ど
２
千
㍍
級
の
山
岳
に
生
育
し
、
道
南
系
の
１
千
㍍
級
高

地
で
の
分
布
記
録
は
見
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
植
物
研
究
家
の
井
口
章
は
オ
ロ
フ
レ
山

で
こ
れ
を
発
見
、
某
植
物
誌
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
北
大
生
の
河
野

昭
一
は
、
オ
ロ
フ
レ
山
、
ホ
ロ
ホ
ロ
山
、
徳
爵
瞥
山
の
フ
ロ
ラ
（
植
物
相
）
を

調
査
。
中
で
も
エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
に
注
目
し
つ
づ
け
た
が
発
見
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
３
山
の
フ
ロ
ラ
調
査
記
録
を
読
ん
だ
植
物
研
究
家
の
山
内
一
郎
は
持
ち
ま

え
の
体
力
と
研
究
心
を
も
っ
て
遂
に
徳
舜
瞥
岳
の
頂
上
南
面
の
あ
る
岩
崖
に
数

株
の
エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
を
発
見
。（
こ
の
名
花
、
私
も
確
認
し
ま
し
た
）
徳
舜
瞥
岳
は

オ
ロ
フ
レ
と
峰
続
き
の
山
塊
。
オ
ロ
フ
レ
の
ど
こ
か
に
鎮
座
し
て
い
る
か
も
。

　

２
㌶
の
多
様
性

　
「
キ
ウ
シ
ト
湿
原
」
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生
態
系
保
存
を
志
向
し
た
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
恵
愛
病
院
（
鷲
別
町
）
の
裏
一
帯
に
は
、
広
大
な
湿
地
と
小
型
の
沼
が
散

在
し
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
の
生
息
地
で
あ
っ
た
。
鷲
別
駅
横
か
ら
鷲
別
郵
便
局
前
沿
い

に
流
れ
た
鷲
別
川
に
は
、
魚
類
も
多
く
、
ま
た
、
海
か
ら
は
ア
ザ
ラ
シ
も
遡
上
し
た
。

ま
た
湿
原
は
、
ボ
ン
ズ
山
の
山
ろ
く
は
ヨ
シ
原
が
深
く
、
若
草
町
北
側
か
ら
若
山
町
、

新
生
町
の
一
部
ま
で
続
き
、
こ
の
地
に
咲
く
ク
ロ
ユ
リ
と
ア
ヤ
メ
類
の
分
布
に
目
を

奪
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
す
。
こ
こ
で
は
き
っ
と
様
々
な
植
生
の
群
落
が
あ
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
豊
か
な
湿
原
生
態
系
の
見
本
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
。

　
『
生
物
多
様
性
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
で
は
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
よ
う
な
河
川
湿
原

を
「
植
生
学
上
、
低
層
湿
原
、
中
間
湿
原
、
高
層
湿
原
に
区
分
さ
れ
る
。
低
層
湿
原

は
ヨ
シ
や
ス
ゲ
が
優
先
す
る
湿
原
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
広
い
範
囲
に
分
布

し
、
生
活
域
周
辺
に
分
布
す
る
こ
と
が
多
い
。
直
接
的
な
改
変
や
水
質
汚
染
等
の
圧

迫
を
強
く
受
け
て
い
る
。
中
間
湿
原
は
、
屋
久
島
を
南
限
と
し
て
我
が
国
の
冷
温
帯

に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
高
層
湿
原
は
保
水
力
に
優
れ
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
優
先
す
る

湿
原
で
北
海
道
と
本
州
中
部
以
北
、
大
半
が
北
海
道
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

高
層
湿
原
は
氷
河
期
の
遺
存
種
等
の
動
植
物
等
の
生
育
生
息
環
境
と
し
て
重
要
で
あ

る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。（『
生
物
多
様
性
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
所
収
）

　

当
地
の
生
態
系
保
全
に
関
わ
る
運
動
体
と
し
て
、
湿
原
の
研
究
者
、
地
史
研
究
者

（
花
粉
学
）
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
地
元
有
志
が
「
ふ
る
さ
と
情
報
局
」
を
設
立
し
、

地
域
住
民
が
活
動
に
参
加
す
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
活
動
の
核

と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
情
報
局
」
の
は
た
ら
き
は
目
ざ
ま
し
く
、「
現
地
観
察
」「
計

画
立
案
」「
研
修
会
、
講
習
会
」
な
ど
、
１
つ
ひ
と
つ
の
取
組
が
今
日
の
基
礎
を
築

い
て
い
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
は
、当
然
な
が
ら
調
査
対
象
の
各
分
野
も
各
々
活
動
に
入
る
の
だ
が
、

本
稿
で
は
植
物
部
門
「
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
」
の
調
査
報
告
書
の
概
要
を
特
に
取
り

上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
固
有
の
生
態
系
を
生
み
出
す
要
因
の
例
と
し
て
、

当
湿
原
の
「
形
成
史
」、「
群
落
」、「
気
候
」
の
３
つ
の
特
徴
を
選
択
し
て
紹
介
し
た

が
、
詳
し
く
は
報
告
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）
形
成
史

　

当
湿
原
の
変
遷
形
成
史
に
つ
い
て
は
、
花
粉
学
研
究
者
の
分
析
が
キ
ウ
シ
ト
湿
原

の
成
り
立
ち
を
鮮
明
に
し
た
。
キ
ウ
シ
ト
２
㌶
を
７
つ
の
花
粉
帯
に
区
分
し
、分
析
・

解
明
さ
れ
た
花
粉
の
樹
種
に
よ
っ
て
、
過
去
の
環
境
の
謎
を
解
き
明
か
す
と
い
う
作

業
で
あ
る
。

＊
花
粉
帯
１
︱
縄
文
時
代
早
期
（
１
万
年
前
~
８
千
年
前
）
沼
の
時
代

気
候
は
温
暖
に
な
り
始
め
た
。
森
林
は
亜
寒
帯
針
葉
樹
林
帯
か
ら
、

ク
ル
ミ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ニ
レ
を
主
と
し
た
冷
温
帯
広
葉
樹
林
に
入
れ

替
わ
っ
た
。

＊
花
粉
帯
５
︱
古
墳
寒
冷
期
（
１
７
６
０
~
１
２
６
８
年
前
）
冷
涼
・
湿
潤
期

丘
陵
で
は
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
、
山
岳
で
は
ハ
イ
マ
ツ
が
増
加
し

た
。
湿
地
林
の
ハ
ン
ノ
キ
が
さ
ら
に
増
加
し
、
湿
原
で
は
ヤ
チ
ヤ
ナ

ギ
・
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
・
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
が
増
加
し
た
。

＊
花
粉
帯
７
︱（
７
０
０
年
前
~
現
在
）
冷
涼
気
候
期

山
地
で
は
ト
ド
マ
ツ
・
エ
ゾ
マ
ツ
が
や
や
増
加
し
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ニ

レ
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
冷
涼
な
気
候
に
な
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
湿
原
で
は
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
が
優
勢
に
な
る
と
と
も
に
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
・
タ
デ
・
ア
ヤ
メ
・
ワ
レ
モ
コ
ウ
・

ヨ
シ
・
ス
ゲ
が
増
加
し
た
。
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気
候
変
動
に
よ
っ
て
針
葉
樹
、
広
葉
樹
の
木
本
類
の
盛
衰
が
草
本
類
の
増
減
を

伴
っ
て
、
現
在
に
至
っ
た
経
緯
を
「
花
粉
・
胞
子
」
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
古

代
か
ら
生
育
し
て
来
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
生
き
た
湿
原
は
、「
水
と
陸
の
は
ざ
ま
」
で
植

物
の
持
つ
不
思
議
な
営
み
の
世
界
を
送
り
出
し
て
き
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

（
２
）
群　

落

　

種
の
集
ま
り
を
指
し
た
言
葉
だ
が
、
当
湿
原
中
央
帯
の
植
生
分
布
を
群
落
別
に
９

つ
に
区
分
し
、
各
群
落
内
の
主
な
種
形
成
か
ら
群
落
の
特
異
性
な
ど
を
導
く
と
い
っ

た
調
査
で
あ
る
（
一
部
）。

　

①
ク
マ
イ
ザ
サ
群
落
︱
主
な
種
は
、
ヤ
ナ
ギ
、
ク
マ
イ
ザ
サ
、
ス
ス
キ
。
乾
燥
進

行
中
を
表
わ
す
。

　

②
ハ
ン
ノ
キ
高
木
林
︱
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
、
ヨ
シ
。

湿
地
だ
が
乾
燥
中
。

　

③
ス
ゲ
・
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
︱
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
、
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
、
ト

キ
ソ
ウ
。
解
説
で
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
プ
ル
テ（
小
丘
）有
り
、

シ
ュ
レ
ン
ケ
（
く
ぼ
み
）
有
り
、
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
有
り
、

こ
れ
ら
は
小
規
模
な
が
ら
高
層
湿
原
の
証
明
で
あ
る
。

　

④
ハ
ン
ノ
キ
複
合
低
木
林
︱
ハ
ン
ノ
キ
、
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
、
ヨ
シ
。
群
落
と
は
言
い
が
た
い
植
生
帯
。
ヌ

マ
ガ
ヤ
、
ヨ
シ
、
低
木
林
は
湿
地
を
表
す
。「
ヌ
マ
ガ
ヤ
」

の
存
在
は「
中
間
湿
原
」の
指
標
で
あ
る
と
の
研
究
者
も
。

　

⑤
ヌ
マ
ガ
ヤ
・
ヨ
シ
群
落
︱
ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
、
ケ
ヤ
マ
ウ
コ
ギ
、
ヌ
マ
ガ
ヤ
、
ヨ

シ
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
。
ヌ
マ
ガ
ヤ
が
多
い
の
で
、

中
間
湿
原
。

※
こ
の
他
に
こ
の
湿
原
に
は
、
最
占
有
す
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
落
（
低
層
湿
原
の
水

中
）
が
あ
る
が
、
こ
の
区
分
か
ら
は
外
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
登
別
の
気
候

　

本
稿
「
は
じ
め
」
に
お
い
て
、
生
態
系
を
組
み
立
て
る
要
素
の
１
つ
に
「
気
候
」

を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
報
告
書
は
登
別
の
気
候
が
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
生
態
に
ど
ん

な
係
わ
り
を
持
つ
の
か
多
面
的
な
資
料
か
ら
登
別
の
固
有
性
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　

登
別
の
気
象
統
計
が
示
す
資
料
は
、
12
年
間
の
気
象
変
動
を
数
値
化
し
た
基
礎
調

査
と
い
え
る
。
こ
れ
を
元
に
報
告
書
が
算
出
し
た
の
が
「
暖
か
さ
の
指
数
」
で
あ
る
。

暖
か
さ
、
寒
さ
の
基
準
を
示
す
「
暖
か
さ
の
指
数
」、
そ
の
算
出
法
は
こ
こ
で
は
省

略
す
る
が
、
地
域
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
平
均
気
温
が
高
く
、
温
か
い
。

　
　

室
蘭
64
・
０
度　

苫
小
牧
57
・
２
度　

札
幌
68
・
１
度　

登
別
55
・
３
度

　

４
市
の
中
で
登
別
が
最
も
低
い
と
い
う
統
計
で
あ
る
。
日
常
の
生
活
感
覚
に
よ
く

適
合
す
る
数
値
で
あ
る
。
な
お
、
学
術
的
に
は
本
市
は
温
帯
に
は
属
せ
ず
、
冷
温
帯

の
領
域
に
あ
る
と
判
断
す
る
研
究
者
が
多
い
。
こ
こ
に
於
い
て
、
低
地
若
山
町
の
湿

原
が
、
泥
炭
土
壌
が
も
つ
構
造
と
、
加
え
て
本
市
の
低
温
気
象
で
高
層
湿
原
化
す
る

の
は
、
定
石
通
り
の
生
態
的
遷
移
で
あ
ろ
う
と
報
告
書
は
結
ん
で
い
る
。

　
「
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
」
報
告
書
は
最
後
に
「
キ
ウ
シ
シ
ト
湿
原
植
物
調
査
目
録
」

総
数
２
８
４
種
を
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
季
節
ご
と
に
湿
原
を
飾
る
花
々
の
カ
ラ
ー

写
真
18
ペ
ー
ジ
も
添
え
ら
れ
、
２
㌶
の
魅
力
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
最
後
の
ペ
ー

ジ
に
は
、
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
代
表
の
尾
崎
保
の
調
査
体
験
か
ら
得
た
熱
き
想
い
と

将
来
性
の
こ
と
な
ど
で
報
告
は
閉
め
ら
れ
て
い
る
。

　

自
然
保
護
の
立
場
で
最
後
の
仕
事
と
し
て
表
出
し
た
尾
崎
代
表
の
思
い
と
共
に
、

こ
れ
に
係
わ
っ
た
人
々
の
思
い
も
披
露
し
た
い
。
湿
原
に
つ
い
て
は
第
一
人
者
の
辻
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井
達
一
が
そ
の
意
義
と
提
言
を
述
べ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、『
湿
原
維
持
は
学
術

的
な
保
護
区
の
み
で
は
な
い
こ
と
。
地
域
住
民
の
緑
地
維
持
活
用
へ
の
期
待
』、
氏

の
提
言
は
間
も
な
く
︽
日
本
の
重
要
湿
地
５
０
０
︾
の
環
境
省
承
認
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
辻
井
氏
の
提
言
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
術
調
査
に
携
っ
た
矢
部

研
究
者
の
思
い
と
見
解
、即
ち
当
湿
原
の
ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ
タ
イ
プ
湿
原
（
前
述
の
「
ス

ゲ
︱
ミ
ズ
ゴ
ケ
群
落
」）
は
、
本
市
が
南
限
に
達
し
て
い
て
原
植
生
を
と
ど
め
て
い

る
こ
と
の
貴
重
さ
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
基
調
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
自
然
情
報
局
」
と
「
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
」

の
調
査
保
全
は
ま
さ
に
「
生
物
多
様
性
」
思
想
の
具
現
化
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
関
係
者
や
只
今
の
見
学
者
が
キ
ウ
シ
ト
の
園
内
を
散
策
す
る
と
き
や
、
多
様
に

咲
く
花
々
に
向
か
っ
て
感
嘆
す
る
と
き
、『
生
物
多
様
性
に
係
わ
る　

私
た
ち
の
意

識
改
革
』
は
、そ
の
入
り
口
に
立
っ
た
の
だ
ろ
う
と
期
待
感
が
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
現
状
を
考
察
し
た
い
。

　

生
態
系
を
守
り
持
続
可
能
な
利
用
へ
つ
な
げ
る
事
業
に
は
情
熱
と
忍
耐
が
必
須
で

あ
る
。
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
生
態
系
を
見
直
し
、
持
続
可
能
な
利
用
を
生
み
出
し
た
の

は
、
実
は
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
。
勿
論
様
々
な
関
係
者
の
支
援
は
あ
っ

た
に
せ
よ
、
地
域
住
民
の
「
情
熱
と
忍
耐
」
の
続
行
、
生
物
多
様
性
の
論
調
で
言
え

ば
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
に
対
す
る
地
域
住
民
の
「
意
識
改
革
の
開
化
」
で
あ
っ
た
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

園
の
入
り
口
で
靴
底
の
外
来
種
を
洗
い
落
と
す
気
づ
か
い
、「
水
辺
の
回
廊
」
で

草
原
の
相
観
を
し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
つ
け
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

本
市
の
北
西
に
位
置
す
る
鉱
山
地
区
は
、
胆
振
幌
別
川
の
上
流
部
に
あ
り
、
四
方
を

室
蘭
市
、
伊
達
市
、
壮
瞥
町
と
の
至
境
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
標
高
約
１
０
０

㍍
か
ら
来
馬
岳
（
１
０
４
０
㍍
）、
鷲
別
岳
（
９
１
１
㍍
）、
大

峠
（
６
６
７
㍍
）
に
至
る
一
帯
で
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
河
畔
林
、

植
林
地
、
サ
サ
群
落
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
植
生
の
分
布
と
し
て
は
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
ー

ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
が
広
く
占
め
、
二
次
林
と
し
て
シ
ラ
カ
ン
バ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
、
二

次
草
原
と
し
て
サ
サ
群
落
、
植
林
地
は
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
植
林
、
川
沿
い
に
は

ヤ
ナ
ギ
高
木
群
落
、、
深
山
に
は
針
広
混
交
林
ト
ド
マ
ツ
ー
ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
が
一
部

み
ら
れ
、
標
高
が
高
く
な
る
と
サ
サ
ー
ダ
ケ
カ
ン
バ
群
落
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
群
落
で
は
、
多
く
の
種
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

比
較
的
長
期
間
の
観
察
で
記
載
漏
れ
は
な
い
も
の
と
し
て
提
示
し
た
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ

の
シ
ダ
と
鉱
山
町
の
シ
ダ
を
例
に
と
っ
て
両
者
の
植
生
を
見
比
べ
て
み
た
。し
か
し
、

そ
の
前
提
と
し
て
両
所
の
地
形
、
地
勢
、
気
象
、
水
系
、
植
生
分
布
と
そ
の
標
高
差

の
有
無
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
統
計
資
料
は
入
手
出
来
ず
、
生
活

感
覚
の
判
断
に
頼
る
し
か
な
く
、
非
科
学
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

　

両
者
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
や
は
り
地
形
地
勢
の
違
い
だ
ろ
う
。

　

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
は
、
終
始
森
林
の
な
だ
ら
か
な
一
本
道
が
続
く
山
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
道
に
は
他
の
登
山
道
に
は
み
ら
れ
な
い
シ
ダ
の
分
布
が
続
く
と
い
う
特
異
性

が
あ
る
。
シ
ダ
の
生
育
に
適
し
た
環
境
下
の
一
本
道
で
あ
る
こ
と
が
い
え
よ
う
。
頂

上
近
く
で
は
日
当
た
り
よ
く
、
風
強
く
乾
燥
帯
に
な
り
、
短
い
笹
の
合
い
間
に
ヒ
カ

ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
や
ア
ス
ヒ
カ
ズ
ラ
が
生
息
す
る
と
い
う
シ
ダ
本
来
の
生
態
系
を
見
せ
る

の
が
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
と
い
え
る
。

　

一
方
の
鉱
山
町
の
調
査
地
は
、森
林
帯
、川
原
、谷
と
湿
地
帯
、岩
場
、廃
鉱
（
坑
）

跡
、
人
家
跡
な
ど
、
東
西
南
北
の
植
生
の
生
活
圏
が
対
象
で
、
そ
の
植
生
の
密
度
は

明
ら
か
で
あ
る
。
一
覧
表
に
あ
る
シ
ダ
分
布
か
ら
想
定
す
る
と
、例
え
ば
タ
ニ
ヘ
ゴ
、

ヒ
メ
シ
ダ
、
コ
ウ
ヤ
ワ
ラ
ビ
、
ト
ク
サ
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
は
湿
地
湿
原
に
普
通

　

森
林
の
ま
ち

　
「
鉱
山
地
区
」
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に
植
生
。
イ
ワ
イ
タ
チ
シ
ダ
、
フ
ク
ロ
シ
ダ
、
イ
ヌ
シ
ダ
、
イ
ワ
デ
ン
ダ
、
ヒ
メ
ス

ギ
ラ
ン
は
岩
場
の
も
の
。
ま
た
亜
高
山
帯
に
普
通
の
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、シ
シ
ガ
シ
ラ
、

ア
ス
ヒ
カ
ズ
ラ
、
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
な
ど
。
本
州
で
は
普
通
だ
が
、
道
内
稀
産
の
キ
ヨ

タ
キ
シ
ダ
も
生
息
し
て
い
る
。
そ
の
他
種
の
多
様
性
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
ラ
ン
科

の
多
さ
は
森
林
の
多
様
性
を
象
徴
す
る
し
、
タ
デ
科
や
シ
ソ
科
の
多
く
は
人
里
近
く

に
生
育
し
易
い
な
ど
、
鉱
山
地
区
は
、
本
市
内
一
の
種
の
多
様
性
を
示
す
こ
と
納
得

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

鉱
山
地
区
の
春
は
、雪
が
解
け
る
と
、ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
（
春
の
妖
精
）

が
み
ら
れ
る
。
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
と
は
、
落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
適
応
し

た
植
物
の
総
称
で
、
木
々
が
芽
吹
く
前
、
林
床
に
日
差
し
が
た
っ
ぷ
り
注
ぐ
時
期
に

花
を
咲
か
せ
る
植
物
た
ち
で
あ
る
。
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
、
キ
ク
ザ

キ
イ
チ
ゲ
な
ど
が
あ
り
、
他
に
カ
タ
ク
リ
も
代
表
種
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
鉱
山

地
区
で
は
、
カ
タ
ク
リ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
な
ど
の
ス
ミ

レ
の
仲
間
、
水
辺
で
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
が
咲
き
、
春
は
樹
木
の
花
も
咲
き
ほ
こ

る
。
ヤ
ナ
ギ
の
仲
間
た
ち
、
キ
タ
コ
ブ
シ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
や

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
な
ど
の
カ
エ
デ
の
仲
間
、
カ
ツ
ラ
な
ど
の
花
や
芽
吹
き
が
森
を
彩

る
。
赤
や
黄
色
、
萌
黄
色
と
柔
ら
か
な
色
合
い
に
山
々
が
包
ま
れ
る
こ
と
か
ら
春
紅

葉
と
い
わ
れ
、
野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
響
き
渡
り
、
鉱
山
地
区
の
春
は
賑
や
か
に

始
ま
る
。

　

５
月
下
旬
に
な
る
と
、
一
足
お
く
れ
て
ヤ
マ
グ
ワ
、
ク
リ
、
キ
ハ
ダ
、
道
路
沿
い

入
り
込
ん
で
き
た
外
来
種
の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど
が
葉
を
開
き
始
め
、
よ
り
一
層
緑

が
濃
く
な
る
。
初
夏
か
ら
夏
に
か
け
て
の
落
葉
広
葉
樹
林
の
林
床
に
は
、ギ
ン
ラ
ン
、

サ
サ
バ
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
野
生
の
ラ
ン
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
。
精
錬
所
跡
地
の

林
床
に
は
６
月
に
な
る
と
、
か
つ
て
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
群
落
が
み
ら
れ
た
。

し
か
し
、原
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、こ
こ
10
数
年
で
株
数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

本
市
は
、
い
く
つ
か
の
樹
種
の
北
限
域
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
ト
チ

ノ
キ
が
あ
り
、
胆
振
地
方
か
ら
石
狩
地
方
に
か
け
て
が
北
限
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鉱

山
地
区
に
も
ト
チ
ノ
キ
が
あ
る
が
、
か
つ
て
人
家
が
あ
っ
た
場
所
に
も
生
育
し
て
い

る
の
で
、
自
然
植
生
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ト
チ
ノ
キ
の
花
は
、
６
月

頃
に
咲
く
。
同
じ
時
期
に
ホ
オ
ノ
キ
も
花
開
き
、
森
中
が
そ
の
香
り
で
包
ま
れ
る
。

　

胆
振
幌
別
川
上
流
部
の
河
畔
林
に
は
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ

モ
、
エ
ゾ
ノ
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
ド
ロ
ノ
キ
な
ど
の
ヤ
ナ
ギ
の
仲
間
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

胆
振
幌
別
川
上
流
部
の
川
辺
や
急
峻
な
尾
根
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
巨
木

が
伐
採
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

秋
の
鉱
山
地
区
の
森
に
は
ま
た
色
が
溢
れ
る
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
コ
ク
ワ
、
マ
タ
タ

ビ
な
ど
つ
る
性
木
本
の
果
実
が
実
り
、
エ
ゾ
ノ
コ
ン
ギ
ク
、
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
、
イ
ヌ

タ
デ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
帰
化
植
物
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
秋
の
花
々
が
咲
き
、

ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
昆
虫
が
花
か
ら
花
へ
飛
び
交
う
姿
が
み
ら
れ
る
。
木
々
の

葉
の
紅
葉
も
素
晴
ら
し
い
。
尾
根
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
そ
し
て
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ア
カ

イ
タ
ヤ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
な
ど
が
色
づ
き
、
山
々
を
赤
や
黄
色
、
オ
レ

ン
ジ
色
に
染
め
る
。

　

鉱
山
地
区
の
植
生
の
特
徴
と
し
て
、
か
つ
て
鉱
山
が
栄
え
た
時
代
に
多
く
の
人
々

が
住
ん
で
い
た
跡
、
精
錬
所
な
ど
の
工
場
跡
な
ど
に
は
、
二
次
林
が
広
が
り
、
森
が

再
生
し
て
い
る
。
二
次
林
と
は
い
え
、
植
物
分
布
は
一
様
で
は
な
い
。

　

二
次
林
の
中
に
は
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
３
種
が
混
生

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
シ
ラ
カ
ン
バ
は
山
地
や
火
山
灰
地
、、
ウ
ダ
イ
カ
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ン
バ
は
山
地
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
は
亜
高
山
~
高
山
に
生
育
す
る
が
、
北
海
道
で
は
ダ
ケ

カ
ン
バ
は
低
標
高
で
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
は
、
本
来
高
山
帯
に

生
育
す
る
が
、
鉱
山
地
区
で
は
、
低
標
高
で
み
ら
れ
る
。
二
次
草
原
の
サ
サ
群
落
で

は
、
ク
マ
イ
ザ
サ
、
チ
シ
マ
ザ
サ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
鉱
山
小
中
学
校
が
あ
っ
た
時

代
に
は
、チ
シ
マ
ザ
サ
の
タ
ケ
ノ
コ
が
採
れ
る
時
期
に
「
タ
ケ
ノ
コ
休
暇
」
が
あ
り
、

タ
ケ
ノ
コ
山
に
出
か
け
、
子
ど
も
達
も
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
い
そ
し
ん
だ
と
の
思
い
出

話
を
聞
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鉱
山
地
区
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
有
し
た
地
区
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
こ
の
豊
か
さ
は
、
元
来
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
40

年
か
ら
の
幌
別
鉱
山
の
鉱
石
の
採
掘
と
製
錬
な
ど
に
よ
っ
て
植
生
は
、
一
時
期
、
荒

廃
し
て
い
っ
た
。
昭
和
期
に
入
り
、
鉱
石
の
採
掘
の
中
心
が
壮
瞥
町
側
に
移
行
し
た

が
、
そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
は
製
錬
が
現
在
の
鉱
山
町
で
行
わ
れ
た
た
め
、
枯
れ
木
が

目
立
つ
状
況
が
続
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
48
年
に
北
海
道
硫
黄
（
株
）
幌
別
事
業
所

が
閉
鎖
し
て
以
降
は
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

植
生
が
回
復
し
て
い
っ
た
。

　

市
内
各
地
域
で
確
認
さ
れ
た
植
物
の
一
覧
表
を
見
る
と
、
鉱
山
地
区
で
確
認
さ
れ

た
種
の
数
が
他
の
地
区
よ
り
も
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の

シ
ダ
植
物
は
38
種
で
あ
る
が
、
鉱
山
地
区
は
58
種
。
ラ
ン
は
、
他
の
地
域
は
多
く
て

も
数
種
で
あ
る
が
、
鉱
山
地
区
は
21
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
異
の
要
因
と

し
て
豊
富
な
水
系
、
広
範
な
森
林
に
よ
る
酸
素
供
給
や
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
殺
菌
効

果
、
都
市
化
の
弊
害
の
無
さ
等
、
鉱
山
地
区
特
有
の
要
因
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
市
は
、
こ
の
よ
う
な
鉱
山
地
区
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
平
成
15
年
に
「
ふ
ぉ
れ
す

と
鉱
山
流
里
山
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し
、
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援

組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
が
中
心
と
な
っ
て
、
市
民
と
１
０
０
年
後
に
つ
な
ぐ
里
山
づ

く
り
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
同
構
想
な
ど
を
も
と
に
、
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ

モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
市
民
が
努
力
し
て
多
く
の
調
査
を
行
い
、
里

山
の
手
入
れ
を
実
践
し
、
生
物
多
様
性
の
保
全
を
進
め
て
い
る
。

　

参
考
文
献

・
登
別
町
『
登
別
町
史
』
昭
和
42
年

・
登
別
市
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
昭
和
60
年

・
滝
田
謙
譲
『
北
海
道
の
植
物
図
鑑
』
２
０
０
１
年

・
勝
山
輝
男
『
日
本
の
ス
ゲ
』

・
岩
槻
邦
男
『
日
本
の
野
生
生
物　

シ
ダ
編
』

・
長
田
武
正
『
増
補　

日
本
イ
ネ
科
植
物
図
譜
』

・
週
刊
朝
日
百
科
『
植
物
の
正
解
』
１
９
９
４
年

・『
生
物
多
様
性
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』

・
日
本
自
然
保
護
協
会
『
特
集
「
生
物
多
様
性
」』
２
０
１
０
年

・
北
海
道
環
境
生
活
自
然
環
境
課
『
北
海
道
生
物
多
様
性
保
全
計
画
書
』
平
成
22
年

・
い
ぶ
り
植
物
友
の
会
『
キ
ウ
シ
ト
湿
原
植
物
調
査
目
録
』

・
北
方
森
林
学
会
『
北
海
道
の
森
林
』
２
０
１
１
年

・
辻
井
達
一
ほ
か
著
『
北
海
道
の
湿
原
と
植
物
』
１
９
８
１
年

・
原
松
次
『
北
海
道
い
ぶ
り
地
方
目
録
』
文
化
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要

・
原　

松
次
『
室
蘭
の
植
物 

測
量
山
を
中
心
に
』（
噴
火
湾
社
・
１
９
７
６
年
）

・
宮
部
金
吾
・
工
藤
祐
舜
『
普
及
版
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜
』（
北
海
道
大
学
図
書

刊
行
会　

１
９
８
６
年
）

・
佐
藤
隆
夫
『
北
海
道
樹
木
図
鑑
』（
亜
璃
西
社　

２
０
１
１
年
）

・
コ
ー
ザ
ン
の
自
然
百
科　

モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ　

https://npo-m
om

onga.org/
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shizen-hyakka/index.htm
l

・
環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

　

http://w
w

w
.biodic.go.jp/?_ga=

2.227946393.522444665.1590049609-　

1194202650.1590049609

・
登
別
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
鉱
山
森
暦
』（
２
０
０
５
年
）

・
鮫
島
惇
一
郎
『
北
海
道
の
樹
木
』（
北
海
道
新
聞
社　

昭
和
61
年
）

・
梅
沢
俊
『
新
北
海
道
の
花
』（
北
海
道
大
学
出
版　

２
０
１
２
年
）

・
生
物
多
様
性
政
策
研
究
会
『
生
物
多
様
性
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』（
２
０
０
２
年
）

４　

両
生
類
・
は
虫
類

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
、
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
佐
々
木

望
教
授
が
、
倶
多
楽
湖
に
生
息
す
る
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

が
幼
生
の
ま
ま
変
態
せ
ず
に
生
殖
を
行
う
「
幼
形
成
熟
種
（
ネ
オ
テ
ニ
ー
）」
に
つ

い
て
報
告
し
た
。
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
ネ
オ
テ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年
に
北
海
道
帝
国
大
学
の
牧
野
佐
二
郎
が
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て

採
集
さ
れ
た
の
を
最
後
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
湖
で
行
わ
れ
た
養
殖
事
業
の
影

響
や
自
然
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
絶
滅
し
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
本
市
内
で
は
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
河
上
清
一
が
富
岸
地
区
で
、

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
確
認
し
、
平
成
16
年
に
本
市
が
行
っ
た
「
登
別
い
き
も
の

調
査
」
に
お
い
て
も
同
地
区
で
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動

支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
以
下
「
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
」）
の
調
査
で
は
、
平
成

14
年
に
鉱
山
地
区
に
お
い
て
、
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
越
冬
個
体
（
水
温
の
低
い

場
所
で
幼
生
の
ま
ま
越
冬
す
る
個
体
）
を
確
認
し
て
い
る
。

　

北
海
道
の
在
来
種
で
あ
る
エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
と
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
も
、
市
内
の

広
い
範
囲
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

か
つ
て
は
富
岸
地
区
に
お
い
て
も
、
夜
に
な
る
と
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
響
き

渡
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
宅
地
化
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
。

は
虫
類
は
、
温
泉
地
域
に
多
く
見
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
川

又
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
な
ど
で
も
多
く
見
ら
れ
た
。
両
温
泉

と
も
に
外
湯
で
あ
っ
た
頃
は
、
湯
船
に
ヘ
ビ
が
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た

と
い
う
。
カ
ル
ル
ス
温
泉
で
は
、駆
除
し
た
ヘ
ビ
を
供
養
す
る
た
め
に
「
蛇
供
養
塚
」

が
建
立
さ
れ
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

　
「
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
」
に
よ
る
調
査
を
ま
と
め
た
「
コ
ー
ザ
ン
自
然
百
科
」
に
は
、

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
シ
マ
ヘ
ビ
及
び
ジ
ム
グ
リ
の
３
種
の
ヘ
ビ
と
、
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
、

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
の
ト
カ
ゲ
２
種
を
掲
げ
て
お
り
、「
登
別
い
き
も
の
調
査
」
に
お

け
る
現
地
調
査
で
も
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉱
山
地
区
で

は
、
平
成
14
年
に
シ
マ
ヘ
ビ
の
黒
色
型
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

参
考
文
献

・
登
別
市
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
昭
和
60
年

・
平
成
16
年
度
登
別
い
き
も
の
調
査
（
登
別
市
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
『
コ
ー
ザ
ン
の
自
然
百

科
』http://npo-m

om
onga.org/shizen-hyakka/index.htm

l

）

・
徳
田
龍
弘
『
北
海
道
爬
虫
類
・
両
生
類
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
』

　

両　

生　

類

　

は　

虫　

類
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５　

陸
生
哺
乳
類登

別
市
の
自
然
環
境
は
、
オ
ロ
フ
レ
山
、
来
馬
岳
、
カ
ム
イ
ヌ

プ
リ
な
ど
の
山
々
、
こ
れ
ら
か
ら
流
れ
出
て
、
海
へ
注
ぐ
河
川
、

そ
し
て
、
湖
や
湿
地
な
ど
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応
し
た
陸
生
哺
乳

類
が
分
布
し
て
い
る
。

　

正
確
な
記
録
が
存
在
し
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
の
動
物
相
は
発
掘
調
査
の
記
録
な

ど
の
文
献
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、「
鷲
別
遺
跡
」（
鷲

別
１
遺
跡
）
の
発
掘
調
査
（
昭
和
36
年
）
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
・
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
・
エ
ゾ

タ
ヌ
キ
・
キ
タ
キ
ツ
ネ
・
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
・
カ
ワ
ウ
ソ
な
ど
の
遺
骸
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
縄
文
時
代
前
期
、
中
期
及
び
ア
イ
ヌ
文
化
期
に
は
、
そ
れ
ら
の
種

が
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
の
初
期
に
は
、
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
も
生
息
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
特
に
記
録
と
し
て
は
残
っ
て
い
な
い
。

　
「
北
海
道
の
哺
乳
類
」
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
で
は
16
科
58
種
（
ア
ザ
ラ
シ
目
２
科

８
種
を
除
く
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
登
別
市
鉱
山
地
区
で
の
調
査
結
果
を
中
心
に

確
認
さ
れ
て
い
る
陸
生
哺
乳
類
は
11
科
24
種
で
あ
り
、
以
下
に
詳
細
を
ま
と
め
た
。

い
わ
ゆ
る
「
モ
グ
ラ
」
は
北
海
道
に
は
生
息
し
て
お

ら
ず
、
鼻
先
の
長
い
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
が
み
ら

れ
る
。
エ
ゾ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
が

み
ら
れ
、
森
林
や
草
原
に
す
み
、
地
表
面
や
地
中
の
餌
を
探
し
て
活
発
に
動
く
。
ト

ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
に
は
、
体
の
わ
き
腹
に
は
臭
腺
が
あ
り
、
強
烈
な
臭
い
を
発
す

る
。
そ
の
た
め
か
、
餌
に
す
る
捕
食
者
は
少
な
く
、
よ
く
道
ば
た
で
死
ん
で
い
る
個

体
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

　

翼
手
目
で
あ
る
コ
ウ
モ
リ
の
仲
間
は
、
キ
ク
ガ

シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ヤ

マ
コ
ウ
モ
リ
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
、
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
を
確
認
し
て
い
る
。
コ

ウ
モ
リ
の
仲
間
は
、
空
を
飛
ぶ
進
化
を
遂
げ
た
哺
乳
類
で
あ
る
。
洞
穴
や
樹じ
ゅ

洞ど
う

、
と

き
に
は
枯
葉
や
建
物
の
隙
間
を
す
み
か
と
し
、
夕
暮
れ
に
動
き
始
め
、
夜
に
餌
を
求

め
て
飛
び
回
る
。
身
近
に
観
察
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
登
別
市
域
に
コ
ウ
モ
リ

が
生
息
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
夏
に
は
、
胆
振
幌

別
川
の
上
流
部
で
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
が
水
面
を
飛
び
昆
虫
を
捕
食
す
る
姿
、
ま

た
、
秋
に
は
、
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
の
建
物
で
休
む
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
、
晩
秋
に
、

こ
の
時
期
だ
け
可
聴
域
で
鳴
く
コ
ウ
モ
リ
（
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
と
考
え
ら
れ
る
）
を
確

認
し
て
い
る
。
コ
ウ
モ
リ
は
、
冬
に
は
冬
眠
を
す
る
。
そ
の
生
態
は
興
味
深
く
、
北

海
道
に
お
け
る
コ
ウ
モ
リ
に
つ
い
て
、
近
年
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
確
認
種
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
は
、
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ
ア
カ

ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
を
確
認
し
て
い
る
。
エ
ゾ
ヤ

チ
ネ
ズ
ミ
は
時
に
大
発
生
し
、
植
林
地
の
害
獣
と
な
る
。
エ
ゾ
ア
カ
ネ
ズ
ミ
の
生
息

域
は
、
森
林
を
中
心
に
農
耕
地
、
河
川
敷
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
種
子
を
運
搬
・
貯

蓄
す
る
能
力
を
考
え
る
と
、
森
林
の
更
新
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
ヒ
メ

ネ
ズ
ミ
は
樹
上
活
動
に
適
応
し
た
形
態
を
し
て
お
り
、
地
上
10
㍍
程
度
ま
で
が
日
常

的
な
活
動
域
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
は
、
森
林
性
の
猛
き
ん
類
の
多
く
や
肉
食
性
小
型
哺
乳
類
の
餌
資

源
と
な
っ
て
お
り
、
生
態
系
を
支
え
る
存
在
で
あ
る
。

　

リ
ス
の
仲
間
の
エ
ゾ
リ
ス
は
、
鉱
山
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
亀
田
記
念
公
園
や
市

　

は
じ
め
に

　

食
虫
目
（
モ
グ
ラ
目
）

　

齧げ
っ
し歯

目
（
ネ
ズ
ミ
目
）

　

翼よ
く
し
ゅ手

目
（
コ
ウ
モ
リ
目
）
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民
会
館
な
ど
本
市
域
全
体
で
の
目
撃
例
も
多
い
。
エ
ゾ
リ
ス
は
、
ほ
ぼ
樹
上
性
と
な

り
、
春
先
に
は
芽
吹
い
た
新
芽
を
食
べ
、
オ
ス
が
メ
ス
を
追
い
か
け
る
姿
、
秋
に
は

ク
リ
や
ク
ル
ミ
を
食
べ
、
冬
に
備
え
て
貯
蓄
す
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
エ
ゾ
リ
ス

は
冬
眠
し
な
い
た
め
、
冬
で
も
み
ら
れ
る
。
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
は
比
較
的
地
上
に
い
る

こ
と
が
多
く
、
２
本
足
で
立
っ
て
餌
を
食
べ
る
姿
も
み
ら
れ
る
。
冬
は
土
の
中
に
冬

眠
巣
を
つ
く
り
冬
眠
す
る
。
な
か
な
か
出
会
え
な
い
種
と
し
て
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
が

あ
る
。
ほ
ぼ
樹
上
性
で
、
地
面
に
降
り
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ

は
、
巣
や
ね
ぐ
ら
と
し
て
樹
洞
を
利
用
す
る
が
、
キ
ツ
ツ
キ
類
の
古
巣
や
巣
箱
な
ど

を
利
用
す
る
場
合
も
あ
り
、
複
数
個
体
で
同
居
す
る
こ
と
も
あ
る
。
積
雪
期
に
な
る

と
、
ト
ド
マ
ツ
や
エ
ゾ
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
芽
や
樹
皮
を
食
べ
た
食
痕
が
雪
面
に

落
ち
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
が
そ
の
森
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
低
地
か
ら
高
地
ま
で
広
く
生
息
し
、
鉱
山
地
区
、
カ
ル
ル
ス
地
区
、
橘

湖
周
辺
な
ど
で
食
痕
を
確
認
し
て
い
る
。

エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
個
体
数
は
多
く
は
な
い
が
生
息

し
て
い
る
。
鉱
山
地
区
で
も
、
糞
や
足
跡
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
早
春
に
冬
毛
か
ら
夏
毛
に
変
わ
る
個
体
を
確
認
し
て
い
る
。
他
に
も
、
積

雪
期
の
オ
ロ
フ
レ
峠
界
隈
、
来
馬
岳
で
も
み
ら
れ
、
１
千
㍍
付
近
の
標
高
の
高
い
と

こ
ろ
に
も
棲
息
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
積
雪
の
多
い
場
所
で
は
、
雪
の
重
み
で

垂
れ
下
が
る
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
枝
や
芽
、
雪
上
に
出
て
い
る
サ
サ
な
ど
を
食
べ
、
ダ
ケ

カ
ン
バ
な
ど
の
木
の
根
元
で
昼
間
休
む
姿
も
み
ら
れ
、
た
く
ま
し
く
冬
を
生
き
抜
い

て
い
る
。

イ
ヌ
科
の
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
の
２
種
を
確
認

し
て
い
る
。
キ
タ
キ
ツ
ネ
は
昭
和
50
年
頃
、
個
体
数
が

増
加
し
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
容
易
に
み
ら
れ
た
。
北
海
道
南
部
を
除
く
北
海
道
の
広

域
的
な
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
個
体
数
の
動
向
を
分
析
し
た
調
査
に
よ
る
と
、「
個
体
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
」
と
さ
れ
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
キ
タ
キ
ツ
ネ
に
流
行
し
て

い
た
疥か
い
せ
ん癬
が
個
体
数
減
少
に
関
与
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
る
（
車
田
ほ
か
・
平
成

22
年
）。
そ
の
時
点
で
は
、胆
振
地
区
で
の
キ
タ
キ
ツ
ネ
の
疥
癬
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
短
期
間
で
流
行
範
囲
が
全
域
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
体
数
の
変

化
に
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
鉱
山
地
区
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
エ
ゾ

タ
ヌ
キ
の
子
ダ
ヌ
キ
を
確
認
し
て
い
る
。
な
わ
ば
り
宣
言
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て

糞
を
特
定
の
場
所
に
す
る
行
動
「
た
め
糞
」
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
個
体

数
は
維
持
し
て
い
る
も
の
と
推
測
す
る
。
一
方
で
、
移
入
種
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
科

の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情
報
も
多
く
、
今
後
、
個
体
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
在
来

種
と
の
軋
轢
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
マ
科
の
エ
ゾ
ヒ
グ
マ
は
多
く
は
な
い
が
、
毎
年
、
足
跡
や
糞
、
目
撃
情
報
が
札

内
地
区
、
カ
ル
ル
ス
地
区
、
鉱
山
地
区
な
ど
で
得
ら
れ
る
。
本
来
植
物
食
の
エ
ゾ
ヒ

グ
マ
、
こ
の
よ
う
な
大
型
哺
乳
類
が
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
森
は
、
生
態
系
が
豊
か

で
あ
る
証
拠
で
あ
る
。
農
作
物
の
被
害
、
人
慣
れ
問
題
な
ど
現
代
社
会
に
お
い
て
課

題
は
多
い
が
、
人
と
ヒ
グ
マ
が
棲
み
分
け
し
、
共
存
で
き
る
環
境
を
未
来
へ
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　

イ
タ
チ
科
は
、
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
、
イ
イ
ズ
ナ
、
ニ
ホ
ン
テ
ン
及
び
ミ
ン
ク
の
４
種

を
確
認
し
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
、
ニ
ホ
ン
テ
ン
及
び
ミ
ン
ク
は
、
従
来
北
海
道

に
分
布
し
て
い
な
か
っ
た
種
が
人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ
、
分
布
を
拡
大
し
て
き
た
種

で
あ
る
。
ニ
ホ
ン
テ
ン
は
、
北
海
道
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
か
ら
毛
皮
生
産
の

　

兎
目
（
ウ
サ
ギ
目
）

　

食
肉
目
（
ネ
コ
目
）
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た
め
飼
育
さ
れ
、
そ
の
後
放
逐
さ
れ
た
。
毛
色
に
は
、
胸
に
オ
レ
ン
ジ
斑
を
も
ち
鮮

や
か
な
黄
色
を
し
た
個
体
（
キ
テ
ン
）、
黒
褐
色
を
し
た
も
の
（
ス
ス
テ
ン
）
な
ど

変
異
が
大
き
い
。
鉱
山
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
毛
色
の
個
体
を
確
認
し
て
お
り
、

イ
タ
チ
科
の
中
で
は
、
一
番
多
く
観
察
さ
れ
て
い
る
。
小
型
の
イ
タ
チ
の
イ
イ
ズ
ナ

は
、
な
か
な
か
出
会
え
な
い
哺
乳
類
の
１
つ
で
あ
る
。
冬
毛
は
全
身
白
色
に
な
り
、

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
は
あ
る
が
、
イ
タ
チ
科
ら
し
く
獰
猛
で
あ
る
。

大
型
哺
乳
類
で
あ
る
エ
ゾ
シ
カ
は
、
近
年
増
加
の
傾
向

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
街
中
で
の
目
撃
も
頻
繁
で
あ

り
、
畑
の
作
物
や
植
木
の
食
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
天
然
林
に
お
い
て

も
、
稚
樹
の
幹
が
折
ら
れ
る
な
ど
の
被
害
に
よ
り
、
稚
樹
の
数
が
年
々
減
少
し
て
、

天
然
更
新
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
早
急
な
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
管
理
が

必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

参
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史
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会
『
哺
乳
類
科
学
２
０
０
５
年
』
45
巻
２
号
（
福
井
大
、
河
合 

久
仁
子
、
佐
藤
雅
彦
、
前
田 

喜
四
雄
、
青
井
俊
樹
、
揚
妻
直
樹
「
北
海
道
南
西

部
の
コ
ウ
モ
リ
類
」
１
８
１
~
１
９
１
頁
）

・
日
本
哺
乳
類
学
会
『
哺
乳
類
科
学
２
０
１
０
年
』
50
巻
２
号
（
車
田
利
夫
、
浦
口

宏
二
、
玉
田
克
巳
、
宇
野
裕
之
、
梶
光
一
「
北
海
道
に
お
け
る
15
年
間
の
ア
カ
ギ

ツ
ネ
個
体
数
の
動
向
」
１
５
７
~
１
６
３
頁
）

・
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
森
林
研
究
本
部
林
業
試
験
場
森
林
資
源
部
保
護
グ
ル
ー

プ
『
地
域
特
性
に
応
じ
た
獣
害
対
策
の
手
引
き
』
平
成
23
年

６　

野　

鳥

　

本
市
の
自
然
環
境
は
、
東
か
ら
南
に
か
け
て
海
が
、
西
か
ら
北
に
か
け
て
は
山
々

が
連
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
を
水
源
と
す
る
胆
振
幌
別
川
、
登
別
川
、
鷲
別

川
そ
の
他
の
河
川
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
野
生
生
物
の
生
息
地
間
を
つ
な
ぐ
「
緑
の
回
廊
」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。河
畔
に
茂
る
樹
木
や
草
花
に
よ
る「
緑
の
回
廊
」は
、

野
鳥
に
と
っ
て
も
移
動
の
際
の
中
継
地
や
営
巣
地
、
餌
場
と
な
る
こ
と
で
、
多
く
の

命
を
育
む
。
本
市
内
に
は
、
こ
れ
ら
の
山
々
や
、
そ
の
麓
に
あ
る
札
内
地
区
の
高
原
、

森
林
、
農
地
、
住
宅
地
、
希
少
な
湿
原
な
ど
多
様
な
環
境
が
あ
り
、
多
く
の
野
鳥
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
日
本
鳥
類
目
録
（
改
訂
第
７
版
）』
に
よ
れ
ば
、
全
国
で
６
３
３
種
、
北
海
道
で

４
７
４
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
伴
野
俊
夫
及
び
伴
野
美
江
並
び
に
遠
藤
潤
が
行
っ

た
調
査
を
基
に
本
市
内
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
野
鳥
を
「
渡
り
の
区
分
」
に
よ
り
分

類
す
る
と
、
春
に
北
の
地
域
を
目
指
し
て
南
方
か
ら
飛
来
し
、
本
市
内
で
繁
殖
し
て

秋
に
再
び
南
方
へ
去
る
「
夏
鳥
」
は
69
種
（
全
道
の
73
㌫
）、
逆
に
日
本
よ
り
北
の

地
域
か
ら
越
冬
の
た
め
に
飛
来
し
て
、春
に
北
の
地
域
へ
戻
る
「
冬
鳥
」
は
40
種
（
全

道
の
77
㌫
）、
一
年
中
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
留
鳥
」
は
42
種
（
全
道
の
82
㌫
）、
日

　

偶ぐ
う

蹄て
い

目
（
ウ
シ
目
）



151

第２編　分野史

本
よ
り
北
の
地
域
で
繁
殖
し
、
越
冬
の
た
め
に
本
州
以
南
を
目
指
し
て
本
市
を
通
過

す
る
「
旅
鳥
」
は
24
種
（
全
道
の
34
㌫
）、こ
れ
ら
い
ず
れ
の
区
分
に
も
属
さ
な
い
「
そ

の
他
の
野
鳥
」
は
15
種
（
全
道
の
７
㌫
）
と
な
っ
て
い
る
。
道
央
で
繁
殖
し
た
夏
鳥

の
多
く
は
、
秋
に
苫
小
牧
方
面
か
ら
本
市
を
経
て
噴
火
湾
を
横
断
し
、
ま
た
は
噴
火

湾
の
沿
岸
を
通
っ
て
南
下
し
て
い
く
。
北
か
ら
飛
来
す
る
冬
鳥
や
旅
鳥
も
本
市
を
経

て
南
下
す
る
。

　

本
市
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
夏
鳥
は
、
３
月
末
の
ヒ
バ
リ
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後

キ
ジ
バ
ト
や
イ
ワ
ツ
バ
メ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ノ
ビ
タ
キ
な
ど
多
く
の
野
鳥
が
順
番
に
飛

来
す
る
。
５
月
末
に
カ
ッ
コ
ウ
、
最
後
に
エ
ゾ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
が
来
て
、
春
に
来
る
全

て
の
夏
鳥
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
繁
殖
に
入
る
。
８
月
中
旬
か
ら
エ
ゾ
ム
シ
ク
イ
を
先
が

け
に
、
様
々
な
野
鳥
が
順
番
に
南
へ
渡
り
、
11
月
上
旬
ま
で
に
渡
り
を
終
え
る
。

　

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
コ
ガ
モ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
な
ど
の
冬
鳥
は

10
月
末
頃
か
ら
飛
来
し
、
３
月
末
に
は
北
へ
去
る
。

　

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
留
鳥
は
、
２
月
末
頃
か

ら
さ
え
ず
り
（
主
に
雄
が
繁
殖
期
に
行
う
縄
張
宣
言
や
、
雌
に
求
愛
す
る
鳴
き
声
を

上
げ
る
こ
と
）
を
は
じ
め
、
４
月
頃
か
ら
繁
殖
を
開
始
す
る
。
そ
の
年
に
生
ま
れ
た

若
鳥
た
ち
は
、
コ
ゲ
ラ
や
シ
マ
エ
ナ
ガ
（
亜
種
）、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
異
な
る
種

の
野
鳥
が
１
つ
の
群
れ
を
形
成
し
て
登
別
市
内
で
越
冬
す
る
。
異
な
る
種
の
野
鳥
が

１
つ
の
群
れ
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
独
で
い
る
よ
り
も
餌
を
見
つ
け
や
す
く

な
り
、
ま
た
、
タ
カ
な
ど
に
よ
る
捕
食
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

猛
き
ん
類
で
は
、
春
に
産
卵
の
た
め
に
川
を
遡
上
す
る
ウ
グ
イ
を
狙
う
ミ
サ
ゴ
が

見
ら
れ
、
冬
に
は
サ
ケ
の
産
卵
後
の
死
骸
を
目
当
て
に
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ
も

飛
来
す
る
。
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
で
は
ク
マ
タ
カ
が
見
ら
れ
、
河
川
や
海
岸
の
崖
で
は
、

留
鳥
の
ハ
ヤ
ブ
サ
が
繁
殖
し
て
い
る
。

　

近
年
、
秋
に
な
っ
て
も
ア
オ
ジ
や
ベ
ニ
マ
シ
コ
、
ア
オ
サ
ギ
な
ど
南
下
せ
ず
に
越

冬
す
る
個
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
市
内
で
の
主
な
野
鳥
の
観
察
場
所
を
紹
介
す
る
。

　

水
辺
と
広
葉
樹
が
点
在
す
る
亀
田
記
念
公
園
で
は
、
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
オ
オ
ル

リ
や
キ
ビ
タ
キ
、
ツ
ツ
ド
リ
、
メ
ジ
ロ
、
イ
カ
ル
な
ど
様
々
な
夏
鳥
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
冬
は
、
カ
ケ
ス
や
ツ
グ
ミ
、
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
留
鳥
の
ア
カ
ゲ
ラ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
を
１

年
中
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鉱
山
町
で
は
、
森
林
に
住
む
野
鳥
が
多
く
、
ウ
グ
イ
ス
や
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ク
ロ
ジ
、

ア
オ
バ
ト
、
ト
ラ
ツ
グ
ミ
な
ど
の
さ
え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
希
少
な
ク
マ
ゲ

ラ
や
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
も
確
認
し
て
い
る
。

　

中
登
別
町
で
は
、
広
葉
樹
の
林
を
好
む
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
コ
ゲ
ラ
な
ど
の
留
鳥
が

クロツグミ

ミザゴ
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多
く
見
ら
れ
、
春
に
は
オ
オ
ル
リ
や
キ
ビ
タ
キ
な
ど
が
飛
来
す
る
。
カ
ラ
マ
ツ
林
に

は
ク
マ
ゲ
ラ
の
食
痕
が
見
ら
れ
る
。

　

登
別
川
の
崖
沿
い
の
林
で
は
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
や
コ
ル
リ
、
ア
カ
ハ
ラ
、
コ

サ
メ
ビ
タ
キ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
、
多
く
の
夏
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

富
浦
町
の
海
岸
で
は
、
マ
ガ
モ
や
コ
ガ
モ
、
ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ
な
ど
の
群
れ
が
、
渡

り
去
る
２
月
頃
に
数
１
０
０
羽
の
群
れ
と
な
っ
て
集
う
。
登
別
港
町
や
富
浦
町
な
ど

の
岩
場
で
は
、
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
や
ウ
ミ
ウ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

登
別
港
町
か
ら
鷲
別
町
に
か
け
て
の
海
岸
線
沿
い
で
は
、
冬
に
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ

ブ
リ
の
群
れ
、
春
に
ア
カ
エ
リ
ヒ
レ
ア
シ
シ
ギ
の
壮
大
な
群
れ
の
移
動
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

キ
ウ
シ
ト
湿
原
で
は
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
が
朝
夕
に
つ
が
い
相
手
を
求
め
て
上
空
を
飛

び
交
い
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
や
カ
ッ
コ
ウ
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

胆
振
幌
別
川
で
は
河
畔
林
や
ヨ
シ
原

が
発
達
し
、
四
季
を
通
じ
て
色
々
な
野

鳥
が
飛
来
す
る
。
春
は
ノ
ビ
タ
キ
や
イ

ワ
ツ
バ
メ
、オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、カ
ッ
コ
ウ
、

モ
ズ
な
ど
の
草
原
性
の
野
鳥
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
春
と
秋
に
は
旅
鳥
の
キ

ア
シ
シ
ギ
も
通
過
す
る
。
冬
は
川
の
水

が
全
面
結
氷
し
な
い
こ
と
か
ら
、
道
内

各
地
で
は
夏
鳥
に
区
分
さ
れ
る
カ
ワ
セ

ミ
が
越
冬
を
す
る
。
ま
た
、
北
方
か
ら

南
下
し
て
き
た
オ
オ
バ
ン
や
カ
イ
ツ
ブ

リ
な
ど
の
水
鳥
も
南
下
せ
ず
に
越
冬
を

す
る
。
冬
は
猛
き
ん
類
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や
オ
オ
ワ
シ
、
水
鳥
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ア
イ
サ
、
イ
カ
ル
チ
ド
リ
な
ど
、
多
く
の
野
鳥
が
飛
来
す

る
。
留
鳥
の
カ
ワ
ガ
ラ
ス
や
ヤ
マ
セ
ミ
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
か
ら
夏
に

か
け
て
、
川
の
上
流
の
渓
流
域
で
は
繁
殖
が
希
少
な
シ
ノ
リ
ガ
モ
の
親
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

登
別
市
で
確
認
さ
れ
た
野
鳥
の
ア
イ
ヌ
語
名
を『
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典（
動
物
編
）』

を
基
に
分
類
す
る
と
、
鳴
き
声
や
行
動
に
由
来
す
る
も
の
が
60
％
で
、
容
姿
や
場
所
、

天
気
、
食
べ
物
な
ど
に
由
来
す
る
名
は
少
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ
野
鳥
の
標
準

和
名
を
見
る
と
、
容
姿
に
由
来
す
る
も
の
が
55
％
で
、
鳴
き
声
や
行
動
に
由
来
す
る

名
は
33
㌫
で
少
な
い
。
ち
な
み
に
、「
ト
ッ
ピ
ン
カ
ケ
タ
カ
」
と
鳴
く
エ
ゾ
セ
ン
ニ
ュ

ウ
の
ア
イ
ヌ
語
名
は
鳴
き
声
か
ら
「
ト
ッ
ピ
」
と
呼
ば
れ
、
木
の
幹
の
周
り
を
回
り

な
が
ら
登
る
コ
ゲ
ラ
の
ア
イ
ヌ
語
名
は
「
エ
ニ
コ
カ
ラ
セ
プ
（
木
の
ま
わ
り
を
ま
わ

る
者
）」
で
あ
る
。

　

登
別
市
内
で
見
ら
れ
た
野
鳥
の
具
体
的
な
種
名
と
出
現
環
境
、
見
る
こ
と
が
で
き

た
場
所
な
ど
の
一
覧
は
、
種
名
と
亜
種
名
を
明
示
し
て
資
料
編
に
掲
載
し
た
。

　

参
考
文
献

・
日
本
鳥
学
会
『
日
本
鳥
類
目
録
改
訂
第
７
版
』
平
成
24
年

・
知
里
真
志
保
『
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
（
動
物
篇
）』（
知
里
真
志
保
著
作
集
別

巻
１
）
昭
和
51
年

・
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ 

ヨ
シ
キ
リ
の
会
編
『
登
別
の
野
鳥
図
鑑｢

ピ
リ
カ
チ
カ
ッ

ポ｣
』
平
成
10
年

デ
ー
タ
提
供
者
;
伴
野
俊
夫
、伴
野
美
江（
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ 

ヨ
シ
キ
リ
の
会
）、

シノリガモ
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遠
藤
潤
（
N
P
O
法
人
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
）

７　

昆　

虫
本
市
域
の
昆
虫
相
（
甲
虫
相
）
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
は

な
は
だ
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
昆
虫
に
は
非
常
に
多
く
の
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
だ
多
く
の
未
知

の
種
類
が
い
る
こ
と
、
過
去
に
本
市
域
で
の
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
い

こ
と
な
ど
、
現
状
で
は
見
当
も
つ
か
ず
、
従
っ
て
軽
々
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
も
甲
虫
類
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
現
状
で
判
る
範

囲
で
記
し
て
み
た
い
。

オ
サ
ム
シ
の
仲
間
（
歩
行
虫
と
も
い
う
）
は
、
狭
義
の
オ

サ
ム
シ
の
仲
間
、
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
、
ゴ
モ
ク
ム
シ
の
仲

間
、
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
、
ア
ト
キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
な
ど
多
く
の
仲
間
を
含

め
て
オ
サ
ム
シ
科
を
形
成
し
て
い
る
。
現
在
、
日
本
産
で
本
科
に
属
す
る
種
は
約

１
千
６
０
０
種
以
上
が
知
ら
れ
、
更
に
毎
年
新
し
い
種
が
見
つ
か
っ
て
い
る
大
き
な

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
本
市
域
で
は
ど
の
程
度
の
種
が
生
息
し
て
い
る
の
か
、
十
分
な

調
査
報
告
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
北
海
道
全
体
で
は
約
３
５
０
種
が
記
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
お
お
む
ね
１
２
０
種
以
上
は
生
息
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
科
の
内
、
大
型
種
を
多
く
含
む
オ
サ
ム
シ
の
仲
間
と
し
て
、
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ

な
ど
地
上
を
徘は
い
か
い徊
し
て
い
る
個
体
を
時
々
見
か
け
る
。
こ
れ
ら
は
本
来
、
夜
行
性
の

種
で
あ
り
、
ミ
ミ
ズ
や
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
の
ほ
か
、
チ
ョ
ウ
や
ガ
な
ど
の
幼
虫
を
餌

と
す
る
肉
食
性
の
種
で
、
か
つ
、
こ
の
仲
間
に
は
飛
翔
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
種
も

有
り
、
そ
れ
ら
が
地
上
徘は
い
か
い徊

型
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
エ

ゾ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
、
ク
ロ
カ
タ
ビ
ロ
オ
サ
ム
シ
、
エ
ゾ
ア
カ
ガ
ネ
オ
サ
ム
シ
、

ヒ
メ
ク
ロ
オ
サ
ム
シ
な
ど
も
同
様
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
サ
ム
シ
モ
ド
キ
の
仲
間
で
は
、
河
川
敷
の
砂
地
で
オ
サ
ム
シ
モ
ド
キ
、
美
麗
種

の
ム
ラ
サ
キ
ス
ジ
ア
シ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
が
中
登
別
町
の
電
灯
下
で
得
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
ゴ
モ
ク
ム
シ
の
仲
間
で
は
オ
オ
ズ
ケ
ゴ
モ
ク
ム
シ
、
ム
ネ
ア
カ
マ
メ
ゴ

モ
ク
ム
シ
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
ゴ
モ
ク
ム
シ
な
ど
が
登
別
温
泉
町
方
面
で
得
ら
れ
て
い

る
。
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
で
は
、
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
で
は

オ
オ
キ
ン
ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ク
ロ
オ
オ
ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ
が
、
林
床
で
は
ツ
ン
ベ
ル
グ

ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ
、
オ
オ
ク
ロ
ツ
ヤ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
が
、
比
較
的
普
通
に
得
ら

れ
て
い
る
。

　

樹
葉
上
を
ネ
ッ
ト
で
す
く
う
と
、
オ
オ
ア
オ
モ
リ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
、
コ
ハ
ラ
ア

カ
モ
リ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
、
イ
ク
ビ
モ
リ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
が
、
ま
た
、
ア
ト

キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
と
し
て
は
、
ミ
ツ
ア
ナ
ア
ト
キ
リ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
の
ほ
か
、

美
麗
種
の
ヤ
ホ
シ
ゴ
ミ
ム
シ
が
、
ヌ
レ
チ
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
で
は
富
岸
町
な
ど
で
ヒ

メ
カ
ワ
チ
ゴ
ミ
ム
シ
、
オ
オ
マ
ル
ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
そ
の
他
多
種
多
様
な
種
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
い
け
ば
、
思
い
も
及
ば
な
い
も
の
が
見
つ
か
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
登
別
温
泉
町
の
奥
に
あ
る
登
別
原
始
林

に
近
い
場
所
、
あ
る
い
は
上
登
別
町
か
ら
オ
ロ
フ
レ
山
方
面
、
そ
し
て
カ
ル
ル
ス
町

方
面
の
林
道
沿
い
な
ど
、
未
調
査
地
が
多
く
、
今
後
の
探
索
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

は
じ
め
に

　

オ
サ
ム
シ
の
仲
間
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カ
ミ
キ
リ
ム
シ
（
髪
切
り
虫
・
天
牛
と
も
）
科
の
総

称
で
あ
る
。
本
科
に
属
す
る
種
は
口
器
の
左
右
に
鋭

い
大お
お
あ
ご顎
が
あ
り
、中
に
は
竹
木
類
を
か
む
も
の
も
い
る
。
一
般
に
長
い
触
角
を
持
ち
、

そ
の
基
部
に
複
眼
を
備
え
て
い
る
。
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ノ
コ
ギ
リ
カ
ミ
キ
リ
な

ど
の
よ
う
に
幼
虫
は
立
ち
木
な
ど
木
部
を
食
害
す
る
も
の
が
多
く
、
時
に
深
刻
な
林

業
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。

　

本
科
に
属
す
る
甲
虫
は
日
本
産
だ
け
で
も
約
８
０
０
種
あ
り
、
そ
の
う
ち
道
内
で

記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
約
２
５
０
種
で
あ
る
。
登
別
市
域
で
は
ノ
コ
ギ
リ
カ
ミ
キ

リ
、
ア
カ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
、
ハ
ン
ノ
ア
オ
カ
ミ
キ
リ
、
ヤ
ツ
メ
カ
ミ
キ
リ
、
ケ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ヨ
ツ
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
、
シ
ナ
カ
ミ
キ
リ
、
シ
ロ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
、

キ
ス
ジ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ツ
マ
キ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
エ
グ
リ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
ヘ
リ

グ
ロ
ベ
ニ
カ
ミ
キ
リ
、
ハ
ン
ノ
キ
カ
ミ
キ
リ
、
マ
ツ
シ
タ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
シ
ラ
ホ

シ
カ
ミ
キ
リ
の
ほ
か
、
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ
の
仲
間
で
は
、
エ
ゾ
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ
、
カ
タ

ジ
ロ
ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ
、
ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ
、
ナ
ガ
ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ
、
タ
テ
ス
ジ

ゴ
マ
フ
カ
ミ
キ
リ
、ナ
カ
ジ
ロ
サ
ビ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
多
く
の
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

特
に
７
月
、
オ
ロ
フ
レ
山
な
ど
の
標
高
の
高
い
所
に
固
有
の
鞘
翅
（
し
ょ
う
し
・
さ

や
ば
ね
）
が
赤
い
ク
ビ
ボ
ソ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
が
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
白
い
花
の
上
で

得
ら
れ
る
の
は
特
筆
に
値
す
る
。
本
種
は
、
標
高
の
高
い
山
地
な
ど
に
局
所
的
に
生

息
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
産
地
で
も
個
体
数
は
少
な
い
。
ケ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
は
鉱
山
町
の
や
や
湿
地
に
あ
る
ヨ
モ
ギ
、
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
で
得
ら
れ
て
お

り
、「
北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
に
記
載
の
有
る
種
で
あ
る
。
ま
た
、
ヤ
ツ

メ
カ
ミ
キ
リ
は
、
富
岸
町
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。
橘
湖
に
通
じ

る
林
道
で
は
、
か
つ
て
伐
採
跡
地
で
多
く
の
ツ
マ
キ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
採
集
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
ハ
ン
ノ
キ
カ
ミ
キ
リ
は
個
体
数
も
少
な
く
あ
ま
り
見
か
け
な
い
種
で

あ
る
が
、
同
じ
く
橘
湖
に
通
じ
る
林
道
で
得
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く
の
種
の
生
息

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
豊
富
な
カ
ミ
キ
リ
相
が
う
か
が
え
る
。

ゾ
ウ
ム
シ
の
仲
間
は
、
全
国
で
約
７
０
０
種
以
上
が
知
ら

れ
、
そ
の
う
ち
道
内
で
は
２
０
０
種
以
上
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
体
形
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
象
の
鼻
状
に
長
く
突
き
出
た
口
吻
を
持
ち
、

鞘し
ょ
う
し翅
が
一
般
に
固
く
、
成
虫
も
幼
虫
も
草
食
性
（
植
物
質
の
物
を
食
す
）
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
一
部
に
は
農
業
上
の
害
虫
と
さ
れ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

　

本
科
に
つ
い
て
の
全
容
を
知
る
こ
と
は
は
な
は
だ
困
難
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
グ

ル
ー
プ
は
各
種
植
物
の
葉
上
、
立
木
、
倒
木
な
ど
で
見
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
が
、
な
か
に
は
海
岸
や
河
川
敷
の
砂
上
で
得
ら
れ
る
ス
ナ
ム
グ
リ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ゾ
ウ
ム
シ
や
、
海
岸
の
波
打
ち
際
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
の
下
か
ら
得
ら
れ
る
種

も
知
ら
れ
て
い
る
。
コ
ブ
ヒ
ゲ
ボ
ソ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ア
オ
ヒ
ゲ
ボ
ソ
ゾ
ウ
ム
シ
、
リ
ン

ゴ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ゾ
ウ
ム
シ
、
カ
シ
ワ
ク
チ
ブ
ト
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
は
、
樹
葉
上
か
ら
得
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
カ
ツ
オ
ゾ
ウ
ム
シ
が
タ
デ
類
か
ら
、
ア
イ
ノ
カ
ツ
オ
ゾ
ウ
ム

シ
が
ヨ
モ
ギ
類
か
ら
、
オ
オ
ゴ
ボ
ウ
ゾ
ウ
ム
シ
が
ゴ
ボ
ウ
類
か
ら
、
タ
マ
ゴ
ゾ
ウ
ム

シ
が
ア
ザ
ミ
の
類
か
ら
ク
ロ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム
シ
が
オ
オ
イ
タ
ド
リ
類
か
ら
、
ハ
ナ

ウ
ド
ゾ
ウ
ム
シ
が
オ
オ
ハ
ナ
ウ
ド
か
ら
、
フ
キ
類
か
ら
は
ハ
イ
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ

ウ
ム
シ
な
ど
が
普
通
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。
富
岸
町
で
は
ヨ
ホ
シ
ゾ
ウ
ム
シ
も
得
ら

れ
て
い
る
。
本
種
は
個
体
数
も
少
な
く
、
や
や
局
所
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
変
わ
っ
た

生
態
の
ゾ
ウ
ム
シ
も
い
る
。
ク
ワ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
、
ハ
イ
イ
ロ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ゾ
ウ
ム
シ
は
、
北
海
道
で
は
単た
ん
い
せ
い
し
ょ
く

為
生
殖
（
メ
ス
だ
け
で
繁
殖
す
る
こ
と
）
す
る
と
い

う
変
わ
っ
た
繁
殖
方
法
で
知
ら
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
が
大
い
に
望
ま
れ
る
ゾ

ウ
ム
シ
の
仲
間
で
あ
り
、
こ
れ
も
各
所
で
普
通
に
得
ら
れ
る
種
で
あ
る
。

　

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間

　

ゾ
ウ
ム
シ
の
仲
間
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各
種
ヤ
ナ
ギ
の
類
に
は
非
常
に
多
く
の
昆
虫
が
依
存
し
て
生
活
を
し
て
い
る
が
、

フ
タ
キ
ボ
シ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ヤ
ナ
ギ
シ
リ
ジ
ロ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
は
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ

う
。

　

立
木
、
倒
木
な
ど
か
ら
は
、
オ
オ
ク
チ
カ
ク
シ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ク
ロ
カ
レ
キ
ゾ
ウ
ム

シ
な
ど
が
普
通
に
得
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
本
科
の
種
は
植
物
質
に
固
有
の
大
き
な
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

オ
サ
ム
シ
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
、
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
の
種
類
の
多

い
グ
ル
ー
プ
を
除
き
、
過
去
の
採
集
記
録
か
ら
特
筆
す
べ
き

種
を
中
心
に
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
虫
と
し
て
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
仲
間
が
あ
る
。
エ
ゾ

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
（
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
の
北
海
道
固
有
種
）、
ア
カ
ア
シ
ク
ワ
ガ
タ
、

コ
ク
ワ
ガ
タ
、
ス
ジ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
は
普
通
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
コ
ク
ワ

ガ
タ
が
一
番
多
い
。
こ
れ
ら
の
種
は
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
ナ
ギ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
樹
液
に

集
ま
る
が
、
近
年
は
樹
液
の
出
る
樹
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
淋
し
い
限
り
で
あ

る
。

　

コ
ガ
ネ
ム
シ
の
仲
間
で
特
筆
す
べ
き
は
、
大
型
の
ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
で
あ
る
。
中

登
別
町
の
街
灯
に
飛
来
し
た
個
体
、
鷲
別
町
で
は
昼
間
路
上
に
静
止
し
て
い
た
個
体

が
そ
れ
ぞ
れ
採
集
（
採
拾
と
い
う
べ
き
か
）
さ
れ
て
い
る
。
本
種
は
近
年
著
し
く
個

体
を
減
少
さ
せ
て
お
り
、見
か
け
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
の
昆
虫
の
部
で
希
少
種
（
Ｒ
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
牛
ふ
ん
な

ど
で
ゴ
ホ
ン
ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
、
ツ
ノ
コ
ガ
ネ
、
マ
グ
ソ
コ
ガ
ネ
な
ど
も
得
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
他
、
シ
ロ
ス
ジ
コ
ガ
ネ
が
鷲
別
町
で
得
ら
れ
て
い
る
。
本
種
は
、
道
内

で
は
道
南
地
方
の
海
岸
地
帯
を
中
心
に
散
発
的
に
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
鷲
別
町
で

も
過
去
に
採
集
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
日
高
管
内
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
も
採
集
記

録
が
あ
る
。
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
（
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
科
）
は
良
く
路
上
を
歩
行
し
て
い
る

個
体
を
見
か
け
る
ほ
か
、
動
物
の
ふ
ん
、
腐
敗
動
植
物
な
ど
に
も
よ
く
集
ま
っ
て
い

る
。

　

シ
デ
ム
シ
の
仲
間
で
は
ヒ
ラ
タ
シ
デ
ム
シ
が
個
体
数
も
多
く
、
そ
の
他
カ
ラ
フ
ト

オ
ニ
ヒ
ラ
タ
シ
デ
ム
シ
が
鷲
別
町
で
、
オ
オ
モ
モ
ブ
ト
シ
デ
ム
シ
、
モ
モ
ブ
ト
シ
デ

ム
シ
が
登
別
温
泉
町
付
近
で
、
ヒ
メ
ヒ
ラ
タ
シ
デ
ム
シ
、
ク
ロ
ヒ
ラ
タ
シ
デ
ム
シ
、

コ
ク
ロ
シ
デ
ム
シ
な
ど
が
富
岸
町
、
鷲
別
町
な
ど
で
採
集
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
の
仲
間
で
は
、
北
海
道
特
産
種
で
あ
る
エ
ゾ
フ
ト
ヒ
ラ
タ
コ
メ
ツ

キ
が
春
先
か
ら
オ
オ
イ
タ
ド
リ
の
新
芽
で
よ
く
見
か
け
る
ほ
か
、
サ
ビ
キ
コ
リ
、
ヒ

ゲ
コ
メ
ツ
キ
が
中
登
別
町
の
電
灯
で
得
ら
れ
、
オ
オ
ハ
ナ
コ
メ
ツ
キ
、
ハ
ラ
ア
カ
ク

ロ
コ
メ
ツ
キ
、
ク
シ
コ
メ
ツ
キ
、
コ
ガ
ネ
コ
メ
ツ
キ
、
カ
バ
イ
ロ
コ
メ
ツ
キ
、
ド
ウ

ガ
ネ
ヒ
ラ
タ
コ
メ
ツ
キ
な
ど
の
ほ
か
、美
麗
な
ル
リ
ツ
ヤ
ハ
ダ
コ
メ
ツ
キ
も
富
岸
町
、

富
浦
町
、
中
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
方
面
を
中
心
に
比
較
的
多
く
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
コ
メ
ツ
キ
ム
シ
の
仲
間
は
、
い
ず
れ
も
食
植
性
の
種
で
あ
る
た
め
、
各
種
の
樹

葉
上
及
び
草
本
類
の
す
く
い
取
り
に
よ
り
容
易
に
採
集
で
き
る
。

　

ハ
ネ
カ
ク
シ
の
仲
間
は
、
非
常
に
多
く
の
種
類
を
含
む
大
変
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
日
本
産
だ
け
で
も
２
千
種
以
上
が
知
ら
れ
、
そ
の
う
ち
道
内
産
は
４
０
０
種

以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
毎
年
多
く
の
種
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
最
も
高

い
一
群
で
あ
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
小
型
の
種
が
多
く
、
か
つ
、
種
類
が
多

い
こ
と
も
あ
っ
て
十
分
に
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
専
門
の
研
究
者
が
少
な
い
と

い
っ
た
事
情
が
あ
る
。
か
つ
て
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ハ
ネ
カ
ク
シ
を
筆
者
自
身
が
初
め
て

採
集
し
た
の
が
富
岸
町
の
川
岸
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、エ
ゾ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
、

ア
オ
バ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ハ
ネ
カ
ク
シ
（
北
海
道
特
産
種
）
の

　

そ
の
他
の
甲
虫
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ほ
か
、
種
名
の
特
定
が
で
き
な
い
も
の
が
多
く
採
集
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
和
名
エ
ゾ
オ
オ
キ
バ
ハ
ネ
カ
ク
シ
の
存
在
で
あ
る
。
こ

の
種
の
属
す
る
オ
オ
キ
バ
ハ
ネ
カ
ク
シ
属
は
大お
お
あ
ご顎
が
著
し
く
発
達
し
た
特
徴
的
な
体

形
と
、
菌
類
食
の
食
性
に
よ
り
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
お
り
、
過
去
、
日
本

で
は
こ
の
仲
間
は
14
種
が
知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、
15
種
目
の
種
が
約
50
年
ぶ
り
に

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
筆
者
に
よ
り
そ
の
他
の
場
所
で
も
採
集
さ
れ

て
い
る
が
、
本
種
は
１
９
７
９
年
６
月
に
登
別
温
泉
町
奥
の
原
生
林
に
近
い
林
道
際

の
樹
種
不
明
の
き
の
こ
か
ら
得
ら
れ
た
一
頭
が
パ
ラ
タ
イ
プ
（
副
模
式
標
本
・
従
基

準
標
本
）
と
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の
貴
重
な
個
体
が
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
に
お

い
て
永
久
的
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
学
名
は
発
見
者
で
あ
る
筆

者
の
名
が
種
小
名
に
付
け
ら
れ
た

O
xyporus　

kobayashii　

Y
.H

ayashi,2015　

で
あ
る
。

属　

名　
　

種
小
名　
　
　

記
載
者　

 

記
載
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

参
考
文
献

・
北
海
道
昆
虫
同
好
会
『jezoensis　

N
o.12

』（
青
山
慎
一
「
日
高
支
庁
で
シ
ロ
ス

ジ
コ
ガ
ネ
を
採
集
」）
昭
和
60
年

・
釧
路
昆
虫
同
好
会
『Sylvicola N

o.14

』（
小
林
英
男
『
シ
ロ
ス
ジ
コ
ガ
ネ
の
採
集

記
録
』）
昭
和
61
年

・
木
元
新
作
・
保
田
信
紀
『
北
海
道
の
地
表
性
歩
行
虫
類
』
平
成
７
年

・
木
野
田
君
公
『
札
幌
の
昆
虫
』
平
成
18
年

・
日
本
甲
虫
学
会
『ELY

T
RA

　

vol.5-N
o.1

』（
林　

靖
彦
「
北
海
道
産
オ
オ
キ
バ

ハ
ネ
カ
ク
シ
属
の
一
新
種
（
鞘
翅
目
ハ
ネ
カ
ク
シ
科
）」）
平
成
27
年

甲
虫
で
は
、
ウ
ス
イ
ロ
ナ
ガ
ケ
シ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
シ
マ
チ
ビ
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
、
マ
ル
ガ
タ
シ
マ
チ
ビ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ゴ
マ
ダ
ラ
チ

ビ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
モ
ン
キ
マ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
サ
ワ
ダ
マ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ク
ロ
マ

メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
マ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ク
ロ
ズ
マ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
キ
ベ
リ
ク
ロ
ヒ

メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ヒ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
オ
オ
ヒ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
エ
ゾ
ヒ
メ
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
、
ダ
ウ
リ
ア
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
モ
ド
キ
（
山
川
雄
大
平
成
21
年
・
P
61
~
70
）、
ガ

ム
シ
類
、
ミ
ズ
ス
マ
シ
類
な
ど
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
で
は
、
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
類

や
モ
ン
カ
ゲ
ロ
ウ
類
、
コ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
、
マ
ダ
ラ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
な
ど
が
、
カ
ワ
ゲ
ラ

の
仲
間
で
は
ク
ロ
カ
ワ
ゲ
ラ
類
、
ア
ミ
メ
カ
ワ
ゲ
ラ
類
、
カ
ワ
ゲ
ラ
類
な
ど
が
、
ア

ミ
メ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
で
は
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
や
セ
ン
ブ
リ
、
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
ホ
シ
ウ

ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
が
、
カ
メ
ム
シ
の
仲
間
で
は
、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
や
コ
オ
イ
ム
シ
、

ミ
ズ
ム
シ
、
マ
ツ
モ
ム
シ
、
ヤ
ス
マ
ツ
ア
メ
ン
ボ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。
水
生
昆

虫
は
種
類
に
よ
っ
て
生
息
環
境
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
生
息
す
る
種
類
が
多

け
れ
ば
多
様
で
良
好
な
湿
地
環
境
の
証
と
な
る
。

　

ト
ン
ボ
の
仲
間
で
は
、
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
ア
オ
イ
ト
ト
ン

ボ
、
オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
、
コ
サ
ナ
エ
、
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
、

オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
、
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
、

ア
キ
ア
カ
ネ
、
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
、
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
、
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
、
ク
ロ
イ

ト
ト
ン
ボ
、
セ
ス
ジ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
コ
サ
ナ
エ
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、

ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
エ
ゾ
ト
ン
ボ
、
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ
、
コ
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
、

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ト
ン
ボ
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

生
息
種
の
な
か
で
、
オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
生
息
地
が
限
ら
れ
、
生
息
数
も
少
な

い
た
め
、『
北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』
で
は
希
少
種
（
Ｒ
）
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
生
息
環
境
を
含
め
た
十
分
な
保
護
策
が
望
ま
れ
て
い
る
（
平
塚
和
広
平
成
15

　

水
生
昆
虫
類
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年
・
P
13
~
16
）。
ま
た
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
全
道
に
広
く
分
布
す
る
が
、
世
界
中

に
１
科
１
属
２
種
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
「
生
き
た
化
石
」
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

ム
カ
シ
ト
ン
ボ
が
生
息
す
る
の
は
丘
陵
地
か
ら
低
山
地
の
河
川
源
流
部
と
い
う
限
ら

れ
た
生
息
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
地
の
保
護
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ア
リ
の
仲
間
で
は
、
シ
ワ
ク
シ
ケ
ア
リ
、
エ
ゾ
ク
シ
ケ

ア
リ
、
ア
シ
ナ
ガ
ア
リ
、
ア
ズ
マ
オ
オ
ズ
ア
リ
、
ト
ビ

イ
ロ
シ
ワ
ア
リ
、
ア
ミ
メ
ア
リ
、
ア
メ
イ
ロ
ア
リ
、
ト
ビ
イ
ロ
ケ
ア
リ
、
カ
ワ
ラ
ケ

ア
リ
、
ク
ロ
ク
サ
ア
リ
、
ク
サ
ア
リ
モ
ド
キ
、
キ
イ
ロ
ケ
ア
リ
、
ク
ロ
ヤ
マ
ア
リ
、

ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
、
エ
ゾ
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
、
ム
ネ
ア
カ
オ
オ
ア
リ
、
ク
ロ
オ
オ
ア
リ
な

ど
が
生
息
し
て
い
る
。
ア
リ
類
は
野
鳥
な
ど
の
餌
資
源
と
し
て
重
要
な
ば
か
り
で
は

な
く
、
送
粉
者
や
分
解
者
、
捕
食
者
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
生
態
系
の
維
持
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
本
市
の
多
様
で
豊
か
な
生
態
系
を
保
全
し
て
い
く

た
め
の
重
要
な
環
境
指
標
生
物
に
な
り
得
る
。

　

ハ
チ
の
仲
間
で
は
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
エ
ゾ
キ
イ
ロ
ス

ズ
メ
バ
チ
（
ケ
ブ
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
）、
チ
ャ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
、

シ
ダ
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
ニ
ッ
ポ
ン
ホ
オ
ナ
ガ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
キ
オ
ビ
ク
ロ
ス
ズ
メ

バ
チ
、
エ
ゾ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
な
か
で
ス
ズ
メ
バ
チ
の
仲
間
は
、
人
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
た
め

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
毎
年
、
多
く
の
被
害
を
出
し
て
い
る
エ
ゾ
キ
イ
ロ
ス
ズ

メ
バ
チ
に
つ
い
て
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
ゾ
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
（
ケ

ブ
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
）
は
、
様
々
な
場
所
に
巣
を
作
り
、
市
街
地
に
も
多
く
生
息
す
る
。

そ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
生
息
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
対
処
方
法
に
つ
い
て
も

住
民
に
周
知
教
育
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
種
類
の
ス
ズ
メ
バ

チ
も
刺
さ
れ
る
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
し
て
死
に
至
る
場
合
が
少
な
く
な
い

た
め
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
医
療
施
設
が

近
く
に
無
い
場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
も
、検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は
、
野
外
で
の
定
着
が
確
認
さ
れ
、
エ
ゾ

オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
な
ど
在
来
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
類
と
の
交
雑
や
在
来
種
に
よ
る
植
物

の
花
粉
媒
介
を
妨
げ
る
な
ど
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
が
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
現
在
の
本
市
の
生
態
系
を
保
護
し
て
ゆ
く
に
は
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
や
北
海
道
な
ど
と
連
携
し
て
、

駆
除
等
の
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

セ
ミ
の
仲
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
、
エ
ゾ
ゼ
ミ
、

コ
エ
ゾ
ゼ
ミ
、
エ
ゾ
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
と
コ
エ
ゾ
ゼ
ミ
が
も
っ
と
も
よ
く
見
ら
れ
、
エ

ゾ
ゼ
ミ
、
エ
ゾ
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
は
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
は
、

道
内
で
の
生
息
分
布
が
近
年
拡
大
し
て
い
る
種
類
で
、
本
市
で
も
数
年
前
か
ら
鉱
山

町
周
辺
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
こ
れ
ま
で

道
内
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
セ
ミ
類
が
各
地
で
見
つ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、今
後
は
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
な
ど
の
生
息
情
報
も
加
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

引
用
・
参
考
文
献

・
北
海
道
昆
虫
同
好
会
『jezoensis　

N
o.35

』（
山
川
雄
大
「
北
海
道
登
別
市
か
ら

記
録
さ
れ
た
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
類
」）
平
成
21
年

・
北
海
道
ト
ン
ボ
研
究
会
『
北
海
道
ト
ン
ボ
研
究
会
報　

V
ol.15

』（
平
塚
和
広
「
登

別
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
ト
ン
ボ
」）
平
成
15
年

　

セ
ミ
の
仲
間

　

ア
リ
や
ハ
チ
の
仲
間



158

第 1 章　登別市の概要

チ
ョ
ウ
の
仲
間
は
、
昆
虫
類
の
中
で
は
よ
く
調
べ
ら
れ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
北
海
道
に
は
約
１
２
９
種
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
内
、
本
市
か
ら
は
68
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
精
査
さ
れ
た
近
隣
の
室
蘭
市

や
苫
小
牧
市
で
は
約
90
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
調
査
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
同
数
程
度
の
種
が
確
認
で
き
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
市
管
内
で
今
日
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
類
全
種
を
科
別
（
猪
又
・
平
成
２

年
）
に
ま
と
め
、
そ
の
中
か
ら
特
筆
に
値
す
る
記
録
に
つ
い
て
詳
記
し
た
。

　

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
は
、
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ア
ゲ
ハ
、
キ
ア
ゲ
ハ
、
カ
ラ
ス
ア

ゲ
ハ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
の
記
録
が
あ
る
。
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
鉱
山
町
な

ど
の
限
ら
れ
た
地
域
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
近
似
種
の
ヒ
メ
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

の
記
録
は
な
い
。
ア
ゲ
ハ
（
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
）
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
食
樹
と
す
る
た
め
、

住
宅
地
の
庭
先
に
植
え
ら
れ
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
葉
上
で
幼
虫
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

る
。
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
も
生
息
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
オ
ロ
フ
レ
山
麓
や
カ
ル

ル
ス
温
泉
近
郊
な
ど
で
調
査
し
た
が
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
で
特
筆
す
る
記
録
と
し
て
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
６
月

29
日
、
谷
澤
光
子
（
室
蘭
市
）
が
富
岸
町
で
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
の
見
事
な
異
常

型
を
採
集
し
て
い
る
。
こ
の
標
本
は
昆
虫
専
門
誌
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ
、
宮
森
・
谷

澤
（
昭
和
60
年
）
の
論
文
は
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
同
じ
よ
う
な
異
常
型
の
採

集
記
録
は
な
く
、
貴
重
な
標
本
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
は
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ト
ス
ジ

グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
、
エ
ゾ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
市
街
地
近
郊
で
普
通
に

観
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
オ
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
、
岩

内
郡
岩
内
町
に
お
い
て
日
本
で
初
め
て
記
録
さ
れ
て
以
降
急
速
に
分
布
拡
大
を
つ
づ

け
、
今
日
で
は
全
道
を
席
巻
す
る
。
本
市
内
で
も
家
庭
菜
園
の
ダ
イ
コ
ン
や
キ
ャ
ベ

ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
や
花
壇
に
植
え
ら
れ
た
ナ
ス
タ
チ
ウ

ム
（
キ
ン
レ
ン
カ
）
な
ど
を
食
い
荒
ら
す
害
虫
と
な
り
、
菜
園
作
り
を
楽
し
む
人
々

か
ら
嫌
わ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
本
種
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
と
違
い
、
卵
を
葉

裏
に
ま
と
め
て
産
み
付
け
る
習
性
が
あ
る
の
で
、
こ
の
段
階
が
農
薬
を
使
わ
ず
目
視

で
駆
除
で
き
る
目
安
と
な
る
。
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
は
初
夏
の
こ
ろ
、
短
期
間
現
れ
る
可

憐
な
チ
ョ
ウ
で
、
オ
ロ
フ
レ
山
麓
な
ど
で
観
察
で
き
る
が
数
は
少
な
い
。
エ
ゾ
ヒ
メ

シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
生
息
地
が
人
里
に
近
い
草
地
の
た
め
、
宅
地
造
成
や
道
路
工
事
な
ど

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
良
好
な
生
息
地
が
消
失
し
た
今
日
で
は
観
察
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
で
特
筆
す
る
記
録
は
、
昭
和
59
年
８
月
８
日
、
富
岸
川
の
河
畔
で

上
林
政
司
（
登
別
市
）
に
よ
り
採
集
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
本

種
は
、
大
陸
方
面
か
ら
日
本
列
島
へ
ま
れ
に
飛
来
す
る
「
迷
蝶
」
で
、
道
内
各
地
か

ら
散
発
的
な
記
録
は
あ
る
が
、
太
平
洋
沿
岸
部
か
ら
は
本
市
が
唯
一
の
記
録
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
関
し
て
は
、
神
田
・
上
林
（
昭
和
63
年
）
の
論
文
が
あ

り
、
貴
重
な
標
本
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
は
、
オ
ロ
フ
レ
山
麓
部
と
太
平
洋
沿
岸
部
の
低
丘
陵
地
と
で
は

生
息
す
る
種
が
異
な
る
。
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ
、
エ
ル
タ
テ
ハ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、
コ
ヒ
オ

ド
シ
な
ど
は
、
本
市
管
内
で
は
オ
ロ
フ
レ
山
麓
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
小

型
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
２
種
の
分
布
状
況
を
見
る
と
、
泥
炭
地
を
好
む
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ

は
海
岸
に
近
い
平
坦
地
か
ら
低
丘
陵
地
に
生
息
し
、
オ
ロ
フ
レ
山
麓
で
は
コ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
の
生
息
圏
と
な
っ
て
お
り
、
両
種
は
ほ
ぼ
棲
み
分
け
て
い
る
。

　

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
で
特
筆
す
る
記
録
と
し
て
は
オ
オ
イ
チ
モ
ン
ジ
が
あ
る
（
未
発

表
）。
本
州
の
中
部
山
岳
地
帯
で
は
高
山
チ
ョ
ウ
の
一
種
と
し
て
知
ら
れ
、『
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
１
８
』
で
は
「
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
長
野
県
の

　

チ
ョ
ウ
の
仲
間
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上
高
地
な
ど
で
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
本
州
中
部
山
岳
地
帯
よ
り
緯
度
の
高

い
北
海
道
で
は
標
高
の
低
い
森
林
地
帯
が
主
な
生
息
地
と
な
っ
て
お
り
、
道
央
か
ら

道
東
部
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
石
狩
低
地
帯
以
西
で
は
生
息
地
は
限
定

さ
れ
、
渡
島
半
島
に
は
分
布
し
な
い
。
北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
「
留
意

種
（
Ｎ
）」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
本
市
は
北
海
道
内
に
お
け
る
南
限
の
記
録
地
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
記
録
と
し
て
は
、
今
日
で
は
北
海
道
か
ら
姿
を
消
し
た
キ
タ
テ
ハ
が
橘

湖
付
近
で
採
集
さ
れ
て
い
た
。
当
時
本
市
内
に
勤
務
し
て
い
た
小
林
英
男（
石
狩
市
）

に
よ
る
と
、
採
集
者
は
本
市
在
住
の
愛
好
家
で
、
多
数
の
標
本
を
保
管
し
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
標
本
は
愛
好
家
の
死
後
処
分
さ
れ
、
現
存
し
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ミ

ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
類
、
ギ
ン
ボ
シ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ク
モ
ガ

タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ
、コ
ミ
ス
ジ
、ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
、フ
タ
ス
ジ
チ
ョ

ウ
、
サ
カ
ハ
チ
チ
ョ
ウ
、
ア
カ
マ
ダ
ラ
、
シ
ー
タ
テ
ハ
、
ク
ジ
ャ
ク
チ
ョ
ウ
、
ア
カ

タ
テ
ハ
、
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ
、
コ
ム
ラ
サ
キ
な
ど
の
記
録
が
あ
る
。

　

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
は
、
ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
、
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、

メ
ス
ア
カ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
、ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ
、カ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
、

コ
ツ
バ
メ
、
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ
、
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
、
ヒ
メ
シ
ジ
ミ
、
ル
リ

シ
ジ
ミ
、
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
記
録
が
あ
る
。
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
は
、
今
後
の
調

査
に
よ
り
追
加
記
録
種
が
増
え
る
可
能
性
を
秘
め
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
特
に
ミ
ド

リ
シ
ジ
ミ
の
仲
間
は
近
隣
地
域
に
比
べ
確
認
さ
れ
た
種
類
数
が
少
な
く
、
調
査
が
望

ま
れ
る
。

　

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科
は
、
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
、
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
、
ジ
ャ
ノ
メ

チ
ョ
ウ
は
普
通
種
で
い
た
る
所
で
観
察
で
き
る
が
、
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
は
オ
ロ

フ
レ
山
麓
で
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
は
標
高
の
高
い
オ
ロ
フ
レ

山
頂
上
付
近
が
主
な
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
よ
り
標
高
の
低
い
中
登
別
町
で
も

古
い
採
集
記
録
が
あ
り
標
本
も
現
存
す
る
。
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
類
は
２
種
生
息
し
て

お
り
、
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
は
海
岸
に
近
い
低
丘
陵
地
、
ヤ
マ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

は
オ
ロ
フ
レ
山
麓
に
、
ほ
ぼ
棲
み
分
け
て
い
る
。

　

ウ
ラ
ジ
ャ
ノ
メ
は
、
胆
振
幌
別
川
流
域
（
鉱
山
町
）
か
ら
採
集
記
録
が
一
例
あ
る

の
み
で
（
神
田
・
北
山
・
荒
木
昭
和
57
年
）、
そ
の
後
の
追
加
記
録
は
な
い
。
冷
涼

な
地
域
を
好
む
本
種
は
道
東
部
に
広
い
分
布
圏
を
も
つ
が
、
石
狩
低
地
帯
以
西
で
は

生
息
地
が
限
定
さ
れ
、
本
市
は
鷲
別
岳
と
と
も
に
道
内
に
お
け
る
分
布
南
限
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
科
は
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
記
録
が
、
中
登
別
町
で
１
♂
（
小
林
平

成
12
年
）
と
鷲
別
町
で
１
頭
の
目
撃
記
録
（
未
発
表
）
が
あ
る
。
本
種
は
「
渡
り
チ
ョ

ウ
」（
長
距
離
移
動
す
る
チ
ョ
ウ
）
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
晩
春
か
ら
盛
夏
に
か

け
て
本
州
方
面
か
ら
南
風
に
乗
っ
て
北
海
道
に
飛
来
し
、
道
内
で
一
時
的
に
繁
殖
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
生
き
残
っ
た
成
虫
の
一
部
は
、
秋
が
深
ま
る
前
に
北
風
に

乗
っ
て
本
州
方
面
へ
移
動
す
る
習
性
が
あ
る
。
温
暖
な
地
域
を
好
む
種
な
の
で
、卵
、

幼
虫
、
サ
ナ
ギ
、
成
虫
い
ず
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
道
内
で
越
冬
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
以
前
に
比
べ
北
海
道
へ
飛
来
す
る
個

体
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
は
、
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ
、
キ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
ギ
ン
イ
チ
モ
ン
ジ
セ

セ
リ
、
コ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
コ
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
、
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
な
ど

の
記
録
が
あ
る
。

　

イ
ネ
の
害
虫
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
は
、
晩
秋
の
こ
ろ
市
街
地
の

コ
ス
モ
ス
な
ど
で
吸
蜜
す
る
個
体
を
ま
れ
に
観
る
こ
と
が
あ
る
。
本
種
は
、
本
州
方

面
か
ら
北
上
を
続
け
、
北
海
道
に
到
達
す
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
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る
。
北
海
道
へ
の
到
達
地
点
や
飛
来
数
が
年
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
本
市
で
は
毎
年

確
実
に
観
察
で
き
る
チ
ョ
ウ
で
は
な
い
。

　

参
考
文
献

・
神
田
正
五
・
北
山
勝
弘
・
荒
木
哲
『
北
海
道
西
部
の
蝶
』
昭
和
57
年

・（
有
）
む
し
社
『
月
刊
む
しN

o.176

』（
宮
森
健
一
・
谷
澤
久
「
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
ハ
の
異
常
型
」）
昭
和
60
年

・（
株
）
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
『
昆
虫
と
自
然N

o.23

（
12
）』（
神
田
正
五
・
上

林
政
司
「
北
海
道
登
別
市
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
」）
昭
和
63
年

・
猪
又
敏
男
『
原
色
蝶
類
検
索
図
鑑
』
平
成
２
年

・
北
海
道
昆
虫
同
好
会
『jezoensis　

N
o.27

』（
小
林
英
男
「
登
別
市
で
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
を
採
集
」）
平
成
12
年

ガ
の
仲
間
は
種
類
数
が
多
く
、
地
元
に
熱
心
な
愛
好
家
や
研
究
者

が
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
市
の
蛾ガ

類
相
の
全
貌
解
明
に
は
ほ

ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。
今
日
ま
で
に
、
本
市
管
内
の
上
登
別
町
、
カ
ル
ル
ス
町
、
オ

ロ
フ
レ
峠
、
中
登
別
町
、
富
岸
町
、
鷲
別
町
、
富
浦
町
、
川
上
町
な
ど
で
採
集
さ
れ

た
文
献
記
録
と
手
許
の
採
集
記
録
を
基
に
、
そ
の
一
部
を
科
名
ご
と
に
種
名
を
列
記

し
た
。

「
ス
ズ
メ
ガ
科
」
コ
ス
ズ
メ
、
エ
ビ
ガ
ラ
ス
ズ
メ
、
エ
ゾ
シ
モ
フ
リ
ス
ズ
メ
、
サ
ザ

ナ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
サ
ザ
ナ
ミ
ス
ズ
メ
、
ア
ジ
ア
ホ
ソ
バ
ス
ズ
メ
、
マ
ツ
ク
ロ
ス

ズ
メ
、
モ
モ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
チ
バ
ス
ズ
メ
、
ヒ
サ
ゴ
ス
ズ
メ
、
ウ
チ
ス
ズ
メ

「
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
」
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
、
ク
ロ
ウ
ス
タ
ビ
ガ
、
エ
ゾ
ヨ
ツ
メ

「
シ
ャ
ク
ガ
科
」
オ
オ
シ
ロ
オ
ビ
ア
オ
シ
ャ
ク
、
カ
ギ
シ
ロ
ス
ジ
ア
オ
シ
ャ
ク
、
ホ

ソ
バ
ハ
ラ
ア
カ
ア
オ
シ
ャ
ク
、ヨ
ス
ジ
キ
ヒ
メ
シ
ャ
ク
、キ
リ
バ
ネ
ホ
ソ
ナ
ミ
シ
ャ

ク
、
ツ
マ
キ
シ
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
チ
ビ
ア
ト
ク
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ヒ
メ
カ
バ
ス
ジ

ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ウ
ラ
モ
ン
ウ
ス
ト
ビ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ク
ロ
ス
ジ
ア
オ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、

ミ
ス
ジ
シ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
コ
ス
ジ
シ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
マ
ツ
オ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、

オ
オ
バ
ナ
ミ
ガ
タ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ト
ビ
ネ
オ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
フ
ト
フ
タ
オ
ビ
エ

ダ
シ
ャ
ク
、
キ
マ
ダ
ラ
ツ
マ
キ
リ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ム
ラ
サ
キ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
キ
バ

ラ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ウ
ス
キ
ツ
バ
メ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ウ
ス
グ
ロ
オ
オ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、

ソ
ト
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
オ
オ
シ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ホ
ソ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ツ
マ

キ
シ
ロ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
キ
マ
ダ
ラ
オ
オ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ハ
ガ
タ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ミ

ヤ
マ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
、
ク
ロ
ズ
ウ
ス
キ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ツ
マ
キ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
キ
シ

タ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ヒ
メ
ナ
カ
ウ
ス
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ネ
グ
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ソ
ト
キ

ク
ロ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
ス
モ
モ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、
キ
イ
ロ
エ
グ
リ
ヅ
マ
エ
ダ
シ
ャ
ク
、

ナ
カ
オ
ビ
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク

「
マ
ド
ガ
科
」
ハ
ス
オ
ビ
マ
ド
ガ

「
メ
イ
ガ
科
」
ト
ビ
ス
ジ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
、
ウ
ス
ア
カ
モ
ン
ク
ロ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ

「
ツ
ト
ガ
科
」
ハ
ナ
ダ
カ
ノ
メ
イ
ガ
、シ
ロ
オ
ビ
ノ
メ
イ
ガ
、ウ
ス
キ
モ
ン
ノ
メ
イ
ガ
、

シ
ロ
ハ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
、
カ
ギ
バ
ノ
メ
イ
ガ
、
ウ
ス
ム
ラ
サ
キ
ク
ル
マ
メ
イ
ガ
、
ホ

シ
オ
ビ
ホ
ソ
ノ
メ
イ
ガ
、
フ
チ
グ
ロ
ノ
メ
イ
ガ
、
ウ
ス
オ
ビ
キ
ノ
メ
イ
ガ
、
ウ
ス

ヒ
メ
ト
ガ
リ
ノ
メ
イ
ガ

「
カ
レ
ハ
ガ
科
」
カ
レ
ハ
ガ
、
ヨ
シ
カ
レ
ハ
、
ギ
ン
モ
ン
カ
レ
ハ
、
リ
ン
ゴ
カ
レ
ハ　

「
カ
イ
コ
ガ
科
」
ク
ワ
ゴ

「
シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ
科
」
ギ
ン
モ
ン
ス
ズ
メ
モ
ド
キ
、
ス
ジ
モ
ク
メ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
セ

ダ
カ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
キ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
シ
ロ
ジ
マ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ト
ビ
ス
ジ
シ
ャ

チ
ホ
コ
、
ウ
チ
キ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ト
ビ
マ
ダ
ラ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ル
リ
モ
ン
シ
ャ
チ

　

ガ
の
仲
間
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ホ
コ
、
ハ
イ
イ
ロ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ヤ
ス
ジ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
オ
オ
ト
ビ
モ
ン
シ
ャ
チ

ホ
コ
、
ス
ジ
エ
グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ハ
ガ
タ
エ
グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
シ
ロ
ス
ジ
エ

グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ク
シ
ヒ
ゲ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
キ
エ
グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ク
ワ
ゴ

モ
ド
キ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ト
ビ
ス
ジ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ウ
チ
キ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ホ
シ
ナ

カ
グ
ロ
モ
ク
メ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ナ
カ
ス
ジ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ツ
マ
ジ
ロ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、

ナ
ガ
エ
グ
リ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ク
ビ
ワ
シ
ャ
チ
ホ
コ
、
ウ
ス
イ
ロ
ギ
ン
モ
ン
シ
ャ
チ

ホ
コ
、
オ
オ
ト
ビ
モ
ン
シ
ャ
チ
ホ
コ

　

特
筆
す
る
記
録
と
し
て
は
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
で
採
集
さ
れ
た
ギ
ン
モ
ン
ス
ズ
メ
モ

ド
キ
は
国
内
に
お
け
る
北
限
と
な
っ
て
い
る
（
矢
野
昭
和
33
年
）。

「
ド
ク
ガ
科
」
ア
カ
ヒ
ゲ
ド
ク
ガ
、
モ
ン
シ
ロ
ド
ク
ガ
、
ド
ク
ガ

「
イ
カ
リ
モ
ン
ガ
科
」
イ
カ
リ
モ
ン
ガ

「
カ
ギ
バ
ガ
科
」
ヒ
ト
ツ
メ
カ
ギ
バ
、
ウ
ス
オ
ビ
カ
ギ
バ
、
エ
ゾ
カ
ギ
バ
、
ア
シ
ベ

ニ
カ
ギ
バ

「
ト
ガ
リ
バ
ガ
科
」
ア
ヤ
ト
ガ
リ
バ
、
キ
マ
ダ
ラ
ト
ガ
リ
バ
、
オ
オ
マ
エ
ベ
ニ
ト
ガ

リ
バ
、
ヒ
ト
テ
ン
ト
ガ
リ
バ
、
ナ
カ
ジ
ロ
ト
ガ
リ
バ
、
ギ
ン
モ
ン
ト
ガ
リ
バ
、
ウ

ス
ム
ラ
サ
キ
ト
ガ
リ
バ

「
ヒ
ト
リ
ガ
科
」
フ
タ
ス
ジ
ヒ
ト
リ
、
ス
ジ
モ
ン
ヒ
ト
リ
、
ア
カ
ハ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
ヒ

ト
リ
、
オ
オ
ベ
ニ
ヘ
リ
コ
ケ
ガ
、
ム
ジ
ホ
ソ
バ
、
ヒ
メ
キ
ホ
ソ
バ
、
キ
ベ
リ
ネ
ズ

ミ
ホ
ソ
バ
、
ベ
ニ
ヘ
リ
コ
ケ
ガ
、
ゴ
マ
ダ
ラ
ベ
ニ
コ
ケ
ガ

「
ヤ
ガ
科
」
オ
オ
シ
ロ
シ
タ
バ
、
エ
ゾ
シ
ロ
シ
タ
バ
、
エ
ゾ
ベ
ニ
シ
タ
バ
、
オ
ニ
ベ

ニ
シ
タ
バ
、
ベ
ニ
シ
タ
バ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
タ
バ
、
ハ
イ
モ
ン
キ
シ
タ
バ
、
ガ
マ
キ

ン
ウ
ワ
バ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
キ
ン
ウ
ワ
バ
、
オ
オ
キ
ク
ギ
ン
ウ
ワ
バ
、
ギ
ン
モ
ン

キ
ン
ウ
ワ
バ
、
イ
ラ
ク
サ
ギ
ン
ウ
ワ
バ
、
ミ
ツ
モ
ン
キ
ン
ウ
ワ
バ
、
マ
イ
コ
ト
ラ

ガ
、
ウ
ス
ベ
リ
ケ
ン
モ
ン
、
ゴ
マ
ケ
ン
モ
ン
、
オ
オ
ケ
ン
モ
ン
、
ム
ク
ゲ
コ
ノ
ハ
、

ア
カ
エ
グ
リ
バ
、
ワ
タ
ア
カ
キ
リ
バ
、
タ
イ
ワ
ン
ア
キ
シ
タ
ク
チ
バ
、
ク
ロ
シ
ラ

フ
ク
チ
バ
、
ミ
ツ
ボ
シ
ア
ツ
バ
、
エ
ゾ
シ
ラ
ク
モ
ア
ツ
バ
、
ツ
マ
テ
ン
コ
ブ
ヒ
ゲ

ア
ツ
バ
、
キ
イ
ロ
ア
ツ
バ
、
ト
ビ
ス
ジ
ア
ツ
バ
、
シ
ロ
オ
ビ
ア
ツ
バ
、
ミ
ス
ジ
ア

ツ
バ
、
シ
ロ
モ
ン
ア
ツ
バ
、
フ
タ
ス
ジ
ア
ツ
バ
、
ヒ
メ
コ
ブ
ス
ジ
ア
ツ
バ
、
ケ
ン

モ
ン
ミ
ド
リ
キ
リ
ガ
、
カ
バ
イ
ロ
ミ
ツ
ボ
シ
キ
リ
ガ
、
モ
ン
キ
キ
リ
ガ
、
キ
ト
ガ

リ
キ
リ
ガ
、
キ
シ
タ
キ
リ
ガ
、
ナ
カ
グ
ロ
ホ
ソ
キ
リ
ガ
、
モ
ン
ハ
イ
イ
ロ
キ
リ
ガ
、

キ
イ
ロ
キ
リ
ガ
、エ
ゾ
キ
イ
ロ
キ
リ
ガ
、ノ
コ
メ
ト
ガ
リ
キ
リ
ガ
、ミ
ヤ
マ
キ
リ
ガ
、

シ
ラ
ホ
シ
キ
リ
ガ
、
イ
タ
ヤ
キ
リ
ガ
、
ウ
ス
シ
タ
キ
リ
ガ
、
ウ
ス
グ
ロ
ヤ
ガ
、
ム

ギ
ヤ
ガ
、
タ
マ
ナ
ヤ
ガ
、
ホ
シ
ボ
シ
ヤ
ガ
、
ク
ロ
ク
モ
ヤ
ガ
、
オ
オ
ホ
ソ
ア
オ
バ

ヤ
ガ
、
カ
バ
ス
ジ
ヤ
ガ
、
ウ
ス
イ
ロ
カ
バ
ス
ジ
ヤ
ガ
、
オ
オ
バ
コ
ヤ
ガ
、
ミ
ヤ
マ

ア
カ
ヤ
ガ
、
モ
ン
キ
ヤ
ガ
、
コ
ウ
ス
チ
ャ
ヤ
ガ
、
シ
ロ
モ
ン
ヤ
ガ
、
オ
オ
ア
オ
バ

ヤ
ガ
、
オ
オ
シ
ラ
ホ
シ
ヨ
ト
ウ
、
オ
オ
シ
モ
フ
リ
ヨ
ト
ウ
、
ヨ
ト
ウ
ガ
、
シ
ラ
ホ

シ
ヨ
ト
ウ
、
フ
タ
オ
ビ
キ
ヨ
ト
ウ
、
ア
ワ
ヨ
ト
ウ
、
ア
オ
バ
ハ
ガ
タ
ヨ
ト
ウ
、
マ

エ
ア
カ
シ
ロ
ヨ
ト
ウ
、
シ
ロ
ホ
シ
キ
シ
タ
ヨ
ト
ウ
、
エ
ゾ
キ
シ
タ
ヨ
ト
ウ
、
ナ
カ

ジ
ロ
キ
シ
タ
ヨ
ト
ウ
、
ハ
ジ
マ
ヨ
ト
ウ
、
フ
キ
ヨ
ト
ウ
、
シ
ョ
ウ
ブ
ヨ
ト
ウ
、
モ

ン
キ
ア
カ
ガ
ネ
ヨ
ト
ウ
、
ヒ
メ
シ
ロ
テ
ン
ア
オ
ヨ
ト
ウ
、
ハ
ガ
タ
ア
オ
ヨ
ト
ウ
、

ヒ
メ
シ
マ
ヨ
ト
ウ
、
ネ
グ
ロ
ヨ
ト
ウ
、
ツ
マ
ジ
ロ
カ
ラ
ス
ヨ
ト
ウ
、
シ
マ
カ
ラ
ス

ヨ
ト
ウ
、
シ
ロ
モ
ン
オ
ビ
ヨ
ト
ウ
、
エ
ゾ
ウ
ス
イ
ロ
ヨ
ト
ウ
、
マ
ダ
ラ
ツ
マ
キ
ヨ

ト
ウ
、
ウ
ス
ス
ジ
ギ
ン
ガ
、
ク
ロ
ハ
ナ
ギ
ン
ガ
、
ウ
ス
シ
ロ
フ
コ
ヤ
ガ
、
ス
ジ
シ

ロ
コ
ヤ
ガ
、
シ
ロ
フ
コ
ヤ
ガ
、
キ
モ
ン
コ
ヤ
ガ
、
ト
ビ
モ
ン
コ
ヤ
ガ
、
モ
ン
キ
コ

ヤ
ガ

「
リ
ン
ガ
科
」
カ
マ
フ
リ
ン
ガ
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参
考
文
献

・
蛾
類
同
志
会『
蛾
類
同
志
会
会
報N

o.14-15

』（
矢
野
幸
夫「
北
海
道
未
記
録
の
蛾
」）

昭
和
33
年

・
千
葉
県
生
物
学
会
『
千
葉
生
物
誌N

o8(3)

』（
矢
野
幸
夫
「
北
海
道
南
部
の
記
録
」）

昭
和
34
年

・
北
海
道
鱗
翅
目
同
好
会
『CO

EN
O

N
Y

M
PH

A
 N

o.36

』（
亀
田
満
「
北
海
道
穂

別
町
等
に
お
け
るCatocala

の
採
集
記
録
」）
昭
和
53
年

・
誘
蛾
会
『
誘
蛾
燈N

o.77
』（
亀
田
満
「
北
海
道
産
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
の
採
集
記
録
」）

昭
和
54
年

・
釧
路
昆
虫
同
好
会
『Sylvicola N

o.
３
』（
亀
田
満
「
北
海
道
に
お
け
る

Catocala

９
種
の
採
集
記
録
」）
昭
和
60
年

・
津
軽
昆
虫
同
好
会
『Celastrina N

o.19

』（
亀
田
満
「
北
海
道
胆
振
管
内
シ
ャ
ク

ガ
科
の
記
録
」）
昭
和
62
年

・
誘
蛾
会
『
誘
蛾
燈N

o.113

』（
亀
田
満
「
北
海
道
産
シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ
科
に
つ
い
て

Ⅲ
胆
振
支
庁
管
内
の
採
集
記
録
」）
昭
和
63
年

・
誘
蛾
会
『
誘
蛾
燈N

o.114

』（
亀
田
満
「
北
海
道
登
別
市
で
採
集
し
た
シ
ャ
ク
ガ

科
２
種
」）
昭
和
63
年

・
北
海
道
鱗
翅
目
同
好
会
『CO

EN
O

N
Y

M
PH

A
 N

o.39

』（
亀
田
満
「
北
海
道
胆

振
支
庁
管
内
ヤ
ガ
科
の
採
集
記
録
」）
平
成
６
年

・
北
海
道
鱗
翅
目
同
好
会
『CO

EN
O

N
Y

M
PH

A
 N

o.40

』（
亀
田
満
「
北
海
道
胆

振
管
内
で
採
集
し
た
蛾
類
１
」）
平
成
７
年

・
誘
蛾
会
『
誘
蛾
燈N

o.184

』（
亀
田
満
「
北
海
道
で
の
カ
バ
ナ
ミ
シ
ャ
ク
属
の
採

集
記
録
」）
平
成
18
年 

・『
昭
和
56
年
度
室
蘭
支
笏
間
道
路
事
業
調
査
』（
館
山
一
郎
・
小
木
弘
行
・
松
本
侑

三
「
昆
虫
類
（
鱗
翅
目
）」）
昭
和
57
年

８　

菌　

類
菌
類
は
、
キ
ノ
コ
、
カ
ビ
、
酵
母
な
ど
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人

類
の
生
活
に
密
着
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
キ
ノ
コ
は
、
食
用

の
ほ
か
火
を
起
こ
す
際
の
着
火
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
抗
が
ん
剤
の
原
材
料
と
し
て

な
ど
、
多
用
途
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
、
キ
ノ
コ

あ
る
い
は
キ
ノ
コ
か
ら
抽
出
し

た
エ
キ
ス
を
使
用
し
た
加
工
食

品
の
製
造
も
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
自
然
環
境
下
に
お
け
る
キ

ノ
コ
に
つ
い
て
は
、
室
蘭
キ
ノ

コ
の
会
会
員
に
よ
っ
て
２
４
８

種
類
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
は
昆
虫
や
ク
モ
な
ど
に

寄
生
し
て
成
長
す
る
「
冬
虫
夏

草
」
４
種
類
（
エ
ニ
ワ
セ
ミ
タ

ケ
、
オ
オ
セ
ミ
タ
ケ
、
サ
ナ
ギ

タ
ケ
、
タ
ン
ポ
タ
ケ
）
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
を
「
食

用
」、毒
性
は
な
い
が
人
に
よ
っ

　

は
じ
め
に

図表2-1-16　キノコの分類
分　類 種　数 構成比 分類方法

食　用 131 52.8%
食用。一部は生食や飲酒時など
に中毒を起こすこともあるキノ
コ

食用不適 67 27.0%

毒成分は検出されていないが人
によって体調に異常をきたす、
硬い、小さい、まずいなどで食
べられないキノコ

毒　性 21 8.5% 毒成分が検出されているキノコ
猛　毒 5 2.0% 死亡事故が起きたキノコ

食毒不明 24 9.7%
合　計 248 100.0%
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て
は
体
調
に
異
常
を
き
た
す
「
食
用
不
適
」、
毒
成
分
が
検
出
さ
れ
る
「
毒
性
」、
死

亡
事
故
の
発
生
例
が
あ
る
「
猛
毒
」
及
び
毒
成
分
を
含
む
か
不
明
で
あ
る
「
食
毒
不

明
」の
５
種
類
に
分
類

注
す
る
と
、「
食
用
」と
さ
れ
る
種
は
１
３
１
種（
５
２
・
８
㌫
）、

「
毒
性
」、「
猛
毒
」
及
び
「
食
用
不
適
」
と
さ
れ
る
種
の
合
計
は
９
３
種
（
３
７
・
５

㌫
）
と
な
り
、そ
の
他
の
約
１
割
が
「
食
毒
不
明
」
と
な
る
（
図
２-

１-

16
参
照
）。

　
「
食
用
」
と
さ
れ
る
種
に
は
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
ラ
タ
ケ
、
マ
イ
タ
ケ
、

ナ
メ
コ
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
食
用
」
と
さ
れ
る
種
に
あ
っ
て
も
、
ホ
テ
イ
シ

メ
ジ
や
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
中
毒

を
発
症
す
る
種
や
、
生
育
の
時
機
に
よ
っ
て
は
食
用
に
適
さ
な
く
な
る
種
も
あ
る
。

　
「
毒
性
」「
猛
毒
」
又
は
「
食
用
不
適
」
と
さ
れ
る
種
に
は
、
オ
オ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
、

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
、
カ
エ
ン
タ
ケ
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
カ
エ
ン

タ
ケ
は
、
食
用
し
た
と
き
の
み
な
ら
ず
、
皮
膚
へ
の
刺
激
性
も
強
く
、
そ
の
汁
が
皮

膚
に
つ
く
だ
け
で
炎
症
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
発
見
時
に
は
そ
の
取
り
扱
い
に
注

意
を
要
す
る
。

　

そ
の
他
、
キ
ノ
コ
に
関
し
て
は
、
鷲
別
地
区
に
住
む
古
老
よ
り
、

鷲
別
岬
の
中
腹
に
夜
間
に
光
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
人
た
ち
が

「
狐
の
嫁
入
り
」
と
呼
ん
で
い
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
こ
の
原
因
が
ツ
キ
ヨ
タ

ケ
で
あ
っ
た
、
と
の
昔
話
を
聞
い
て
い
る
。

ヒ
ラ
タ
ケ
、
ト
キ
イ
ロ
ヒ
ラ
タ
ケ
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
、

マ
ツ
オ
ウ
ジ
、
シ
イ
タ
ケ
、
ア
ラ
ゲ
カ
ワ
キ
タ
ケ
、
ア

カ
ヤ
マ
タ
ケ
、
ア
キ
ヤ
マ
タ
ケ
、
ウ
コ
ン
ガ
サ
、
キ
ヌ
メ
リ
ガ
サ
、
ヤ
ギ
タ
ケ
、
ウ

ス
ア
カ
ヒ
ダ
タ
ケ
、
ハ
ダ
イ
ロ
ガ
サ
、
オ
ト
メ
ノ
カ
サ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
、
オ
シ
ロ

イ
シ
メ
ジ
、
ウ
ラ
ム
ラ
サ
キ
、
キ
シ
メ
ジ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
オ
オ
イ
ヌ
シ
メ
ジ
、
キ

ツ
ネ
タ
ケ
、
ア
オ
イ
ヌ
シ
メ
ジ
、
ハ
イ
イ
ロ
シ
メ
ジ
、
シ
ロ
ノ
ハ
イ
イ
ロ
シ
メ
ジ
、

カ
ヤ
タ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
、
カ
ク
ミ
ノ
シ
メ
ジ
、
シ
ロ
タ
モ
ギ
タ
ケ
、
ミ
ネ
シ

メ
ジ
、
ク
ロ
サ
カ
ズ
キ
シ
メ
ジ
、
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
、
ツ
ブ
エ
ノ
シ
メ
ジ
、
ス
ギ

ヒ
ラ
タ
ケ
、
ム
キ
タ
ケ
、
シ
ロ
ホ
ウ
ラ
イ
タ
ケ
、
カ
ブ
ベ
ニ
チ
ャ
、
モ
リ
ノ
カ
レ
バ

タ
ケ
、
エ
セ
オ
リ
ミ
キ
、
ア
カ
ア
ザ
タ
ケ
、
ビ
コ
ー
ド
ツ
エ
タ
ケ
、
ヒ
ロ
ヒ
ダ
タ
ケ
、

フ
チ
ド
リ
ツ
エ
タ
ケ
、
ツ
エ
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
ツ
バ
タ
ケ
、
マ
ツ
カ
サ
キ
ノ
コ
、
ク
ヌ

ギ
タ
ケ
、
ヒ
メ
カ
バ
イ
ロ
タ
ケ
、
チ
シ
オ
タ
ケ
、
ホ
シ
ア
ン
ズ
タ
ケ
、
ヤ
ワ
ナ
ラ
タ

ケ
、
ホ
テ
イ
ナ
ラ
タ
ケ
、
ツ
バ
ナ
ラ
タ
ケ
、
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
、
ク
ロ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
、

ス
ミ
ゾ
メ
シ
メ
ジ
、
ク
ダ
ア
カ
ゲ
シ
メ
ジ
、
キ
サ
マ
ツ
モ
ド
キ
、
カ
キ
シ
メ
ジ
、
ネ

ズ
ミ
シ
メ
ジ
、
コ
カ
ブ
イ
ヌ
シ
メ
ジ
、
サ
ク
ラ
タ
ケ
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
、
タ
マ
ゴ
タ
ケ
、

ガ
ン
ダ
ケ
、ツ
ル
タ
ケ
、カ
バ
イ
ロ
ツ
ル
ダ
ケ
、ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
、ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
、

テ
ン
グ
ダ
ケ
、
タ
マ
ゴ
タ
ケ
モ
ド
キ
、
コ
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
タ
ケ
、
ク
ロ
フ
チ
シ
カ
タ

ケ
、
ウ
ラ
ベ
ニ
ガ
サ
タ
ケ
、
ハ
ラ
タ
ケ
、
ザ
ラ
エ
ノ
ハ
ラ
タ
ケ
、
コ
ガ
ネ
タ
ケ
、
ウ

ス
キ
モ
リ
ノ
カ
サ
、
シ
ロ
オ
オ
ハ
ラ
タ
ケ
、
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
、
ワ
タ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
、

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
、
シ
ワ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
、
ナ
ガ
グ
ロ
モ
リ
ノ
カ
サ
、
ヒ
ト

ヨ
タ
ケ
、
サ
サ
ク
レ
ヒ
ト
ヨ
ダ
ケ
、
セ
ン
ボ
ン
ク
ズ
タ
ケ
、
キ
ラ
ラ
タ
ケ
、
コ
キ
ラ

ラ
タ
ケ
、
ム
ジ
ナ
タ
ケ
、
イ
ヌ
セ
ン
ボ
ン
ダ
ケ
、
イ
タ
チ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ク
リ
タ
ケ
、

ヌ
メ
リ
ス
ギ
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
ス
ギ
タ
ケ
モ
ド
キ
、
ス
ギ
タ
ケ
、
チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
、

キ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
、
シ
ロ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
、
サ
ケ
ツ
バ
タ
ケ
、
ハ
ナ
ガ
サ
タ
ケ
、
カ

バ
イ
ロ
タ
ケ
、
ツ
チ
ス
ギ
タ
ケ
、
モ
エ
ギ
タ
ケ
、
キ
サ
ケ
ツ
バ
タ
ケ
、
ニ
ガ
ク
リ
タ

ケ
、
ヤ
ケ
ア
ト
ツ
ム
タ
ケ
、
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
、
キ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
ジ
、
カ
ワ
ム
ラ
フ
ウ

セ
ン
タ
ケ
、
サ
サ
タ
ケ
、
サ
サ
ク
レ
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
サ
サ
タ
ケ
、
マ
ム
シ

フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ
フ
ウ
セ
ン
タ
ケ
、
オ
オ
キ
ヌ
ハ
ダ
ト
マ
ヤ
タ
ケ
、
オ
オ

ワ
ラ
イ
タ
ケ
、
シ
ロ
ト
マ
ヤ
タ
ケ
、
ク
ロ
ト
マ
ヤ
ダ
ケ
、
タ
マ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
、
シ

　

登
別
市
の
菌
類
目
録



164

第 1 章　登別市の概要

メ
ジ
モ
ド
キ
（
ハ
ル
シ
メ
ジ
）、コ
ン
イ
ロ
イ
ッ
ポ
ン
シ
メ
ジ
、ソ
ラ
イ
ロ
タ
ケ
、イ
ッ

ポ
ン
シ
メ
ジ
、ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
、オ
ウ
ギ
タ
ケ
、キ
オ
ウ
ギ
タ
ケ
、オ
ニ
イ
グ
チ
、

オ
ニ
イ
グ
チ
モ
ド
キ
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
、
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ
、
シ
ロ
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ
、
ハ

ン
ノ
キ
イ
グ
チ
、
ヤ
マ
イ
グ
チ
、
キ
ン
チ
ャ
ヤ
マ
イ
グ
チ
、
ア
ミ
ハ
ナ
イ
グ
チ
、
シ

ロ
ヤ
マ
イ
グ
チ
、
イ
ロ
ガ
ワ
リ
、
キ
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ
、
キ
ヒ
ダ
タ
ケ
、
コ
ガ
ネ
ヤ
マ

ド
リ
、
チ
チ
ア
ワ
タ
ケ
、
コ
シ
ョ
ウ
イ
グ
チ
、
チ
チ
タ
ケ
、
カ
ワ
リ
ハ
ツ
、
ク
サ
イ

ロ
ハ
ツ
、
ハ
ツ
タ
ケ
、
ア
カ
モ
ミ
タ
ケ
、
ア
カ
ハ
ツ
、
ウ
ズ
ハ
ツ
、
シ
ロ
ハ
ツ
、
ケ

シ
ロ
ハ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
チ
チ
タ
ケ
、
チ
シ
オ
ハ
ツ
、
ク
サ
ハ
ツ
、
ニ
オ
イ
コ
ベ
ニ
タ

ケ
、
キ
チ
チ
タ
ケ
、
ド
ク
ベ
ニ
タ
ケ
、
ニ
セ
ク
サ
ハ
ツ
、
ト
ビ
チ
ャ
チ
チ
タ
ケ
、
カ

レ
エ
ダ
タ
ケ
、
ホ
ウ
キ
タ
ケ
、
ヒ
メ
ホ
ウ
キ
タ
ケ
、
チ
ャ
ホ
ウ
キ
タ
ケ
、
ハ
ナ
ホ
ウ

キ
タ
ケ
、
キ
ホ
ウ
キ
タ
ケ
、
コ
ガ
ネ
ホ
ウ
キ
タ
ケ
、
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
、
サ
ン
ゴ
ハ
リ

タ
ケ
、
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ
、
エ
ゾ
ハ
リ
タ
ケ
、
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ
、
マ
イ
タ
ケ
、
マ
ス
タ

ケ
、
ヤ
ニ
タ
ケ
、
ア
シ
グ
ロ
タ
ケ
、
カ
ワ
ラ
タ
ケ
、
カ
イ
ガ
ラ
タ
ケ
、
ツ
リ
ガ
ネ
ダ

ケ
、
レ
ン
ガ
タ
ケ
、
ハ
チ
ノ
ス
タ
ケ
、
シ
ロ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
、
オ
ツ
ネ
ン
タ
ケ
モ

ド
キ
、
カ
イ
メ
ン
タ
ケ
、
ウ
サ
ギ
タ
ケ
、
オ
シ
ロ
イ
タ
ケ
、
カ
ン
バ
タ
ケ
、
ヒ
ト
ク

チ
タ
ケ
、
ア
ミ
ス
ギ
タ
ケ
、
カ
ボ
チ
ャ
タ
ケ
、
ア
ラ
ゲ
カ
ワ
ラ
タ
ケ
、
ヤ
キ
フ
タ
ケ
、

マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
、
ツ
ガ
ノ
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
、
コ
フ
キ
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
、
マ
ゴ
ジ
ャ

ク
シ
、
ミ
ヤ
マ
ト
ン
ビ
マ
イ
、
ニ
ッ
ケ
イ
タ
ケ
、
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
、
キ
コ
ブ
タ
ケ
、

ネ
ン
ド
タ
ケ
、
ホ
コ
リ
タ
ケ
、
タ
ヌ
キ
ノ
チ
ャ
ブ
ク
ロ
、
ア
ラ
ゲ
ホ
コ
リ
タ
ケ
、
ス
ッ

ポ
ン
タ
ケ
、
マ
ク
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
、
キ
ツ
ネ
ノ
エ
フ
デ
、
キ
ツ
ネ
ノ
ロ
ウ
ソ
ク
、
キ

イ
ロ
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
、
ハ
ナ
ビ
ラ
ニ
カ
ワ
タ
ケ
、
ク
ロ
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
、
キ
ク
ラ
ゲ
、

ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
、
ニ
カ
ワ
ジ
ョ
ウ
ゴ
タ
ケ
、
ニ
カ
ワ
ハ
リ
タ
ケ
、
ニ
カ
ワ
ホ
ウ
キ

タ
ケ
、
ツ
ノ
マ
タ
タ
ケ
、
ヘ
ラ
タ
ケ
、
カ
ン
ム
リ
タ
ケ
、
ホ
テ
イ
タ
ケ
、
ゴ
ム
タ
ケ
、

ク
ロ
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
、
ム
ラ
サ
キ
ゴ
ム
タ
ケ
、
ニ
カ
ワ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、
ベ
ニ
チ
ャ

ワ
ン
タ
ケ
、
オ
オ
ミ
ノ
ミ
ミ
ブ
サ
タ
ケ
、
オ
オ
ゴ
ム
タ
ケ
、
エ
ナ
ガ
ク
ロ
チ
ャ
ワ
ン

タ
ケ
、
ノ
ボ
リ
リ
ュ
ウ
、
ク
ロ
ノ
ボ
リ
リ
ュ
ウ
、
ア
シ
ボ
ソ
ノ
ボ
リ
リ
ュ
ウ
、
シ
ャ

グ
マ
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
、
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
、
ア
シ
ボ
ソ
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
、
オ
オ
ア
ミ
ガ

サ
タ
ケ
、
ト
ガ
リ
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
、
オ
オ
ズ
キ
ン
カ
ン
ブ
リ
、
フ
ジ
イ
ロ
チ
ャ
ワ
ン

タ
ケ
、
オ
オ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、
モ
リ
ノ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、
ヒ
イ
ロ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、

キ
ン
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、
ニ
セ
チ
ャ
ワ
ン
タ
ケ
、
エ
ニ
ワ
セ
ミ
タ
ケ
、
オ
オ
セ
ミ
タ
ケ
、

サ
ナ
ギ
タ
ケ
、
タ
ン
ポ
タ
ケ
、
カ
エ
ン
タ
ケ

注　
『
北
海
道
の
キ
ノ
コ
』（
五
十
嵐
恒
夫
平
成
18
年
）、『
新
装
改
版
北
海
道
き
の
こ

図
鑑
』（
高
橋
郁
雄
平
成
24
年
）
及
び
『
日
本
の
き
の
こ
』（
山
と
渓
谷
社
平

成
28
年
）
の
記
載
を
基
に
分
類
し
た
。

　　

参
考
文
献

・
知
里
真
志
保
『
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
第
一
巻
植
物
編
』
昭
和
28
年

・
調
査
者
:
西
原
羊
一
、
中
野
礼
次
郎
、
熊
谷
和
夫
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カエンタケフチドリソエタケ

ナメコタマゴタケ

エノキタケオオワライタケ
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第
３
節　

市
勢
の
概
要

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
９
月
20
日
、
登
別
町
は
「
開
基
百

年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
式
典
の
中
で
登
別
町
民

一
人
一
人
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
心
が
ま
え
と
し
て
同
日
制
定
し
た
「
登
別
町
民

憲
章
」
が
青
年
代
表
５
名
の
朗
読
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
町
民
憲
章
は
、
本
市
内

で
行
わ
れ
る
各
種
行
事
の
開
会
式
等
で
唱
和
さ
れ
、
市
制
施
行
後
は
名
称
を
「
登
別

市
民
憲
章
」
と
改
め
て
、
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

制
定
の
き
っ
か
け
は
、
昭
和
43
年
６
月
の
町
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
「
登

別
町
開
基
百
年
記
念
に
つ
い
て
」
を
協
議
す
る
中
で
、「
郷
土
を
作
り
発
展
さ
せ
る

町
民
の
心
が
ま
え
と
も
な
る
べ
き
町
民
憲
章
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
強
い
意

見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
郷
土
史
研
究
家
の
山
内
一
郎
が
作
成
し
た

原
案
を
基
に
「
開
基
百
年
記
念
実
行
委
員
会
総
務
部
会
」
の
議
を
経
て
、
同
年
９
月

の
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
原
案
可
決
し
、
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
46
年
８
月
31
日
に
は
、
各
町
内
会
、
社
会
教
育
団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
企
業
、

労
働
団
体
等
に
よ
っ
て
「
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
同

協
議
会
は
、
市
民
へ
の
市
民
憲
章
の
理
念
の
普
及
と
啓
発
を
目
的
に
活
動
し
、
小
学

生
対
象
の
啓
発
標
語
の
募
集
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
と
し
て
の
町
内
会
を
対
象

と
し
た
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
、
新
生
活
運
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
は
、
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
啓
発
標
語
の
募
集
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
制
定
記
念
の
日
で
あ
る
９
月
20
日
を
周
知
す
る
た
め
に
街
頭
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
節
目
の
年
に

は
、
記
念
式
典
の
挙
行
や
記
念
誌
の
発
行
な
ど
の
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
登
別

市
民
憲
章
制
定
50
周
年
を
迎
え
た
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
は
、
９
月
22
日
に
登

別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
式
典
を
登
別
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
多
く
の

市
民
と
共
に
半
世
紀
の
節
目
を
祝
し
た
。
ま
た
、
市
民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
理
念
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、
平
成
31
年
３
月
に
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

誌
を
発
行
し
た
。

本
市
の
市
章
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
制
定
し
た
年
や
経
緯
は
不

明
な
も
の
の
、
昭
和
８
年
の
村
勢
要
覧
に
は
、「
幌
」
の
字
を

す
ず
ら
ん
の
花
で
囲
ん
だ
幌
別
村
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
幌
別
村
章
は
、
町

制
を
施
行
し
、
町
名
を
「
登
別
町
」
に
改
正
さ
れ
た
後
も
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
は
、
登
別
町
に
と
っ
て
、
町
制
施
行
か
ら
数
え
て
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
年
に
登
別
町
役
場
の
新
庁
舎
が
完
成
す
る
こ

と
か
ら
同
年
10
月
１
日
に
記
念
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
記
念
式
典

と
同
日
に
現
在
に
続
く
町
章
を
制
定
し
た
。

こ
の
と
き
の
町
章
は
、
本
市
が
市
制
を
施
行

し
た
後
も
用
い
ら
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

市
章
の
由
来
は
、力
強
く
伸
び
る
市
（
町
）

の
将
来
を
表
現
し
た
も
の
で
、
登
別
の
頭
文

字
「
の
」
を
単
純
か
つ
明
瞭
化
し
、
円
内
左

右
の
空
間
は
市
勢
伸
長
の
２
大
基
盤
で
あ
る

工
業
、
観
光
の
意
義
を
含
め
、
中
心
の
長
三

角
形
は
限
り
な
く
躍
進
す
る
本
市
の
発
展
を

願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

登
別
市
民
憲
章

　

市
章
の
制
定

 図表2-1-17　幌別村章（左）と現在の市章（右）
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本
市
の
人
口
は
、
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
は
１
４
５
人
で

あ
っ
た
の
が
、
明
治
21
年
に
は
１
千
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
人
口
の
急
激
な
増
加
が
続
い
た
背
景
に
は
、
明
治
３
年
か
ら
の
片
倉
家
主
従

の
移
住
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、
当
時
の
愛
媛
県
に
対
し
て
移
住
を
止
め
る
よ
う
に

依
頼
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
本
州
・
四
国
方
面
か
ら
の
多
数
の
移
住
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

明
治
期
に
四
国
及
び
兵
庫
県
か
ら
直
接
幌
別
郡
に
転
籍
し
た
移
住
者
の
世
帯
数

は
、
図
表
２-

１-

18
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
、
他
の
地
域
に
最
初
移
住

し
て
き
て
、
そ
の
後
に
幌
別
郡
に
移
住
し
た
世
帯
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

よ
う
な
世
帯
も
相
当
数
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

幌
別
郡
の
人
口
は
、
そ
の
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
明
治
40
年
に
幌
別
鉱
山
が
操

業
を
開
始
す
る
と
、
多
数
の
鉱
山
関
係
者
が
鉱
山
町
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
り
、
明

治
40
年
以
降
３
千
人
を
超
え
、
そ
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
同
43
年
に
は
４
千
人
を
超
え

て
大
正
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
も
人
口
増
加
は
続
き
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
10
月
１

日
に
初
め
て
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
７
千
１
人
と
の
結

果
に
な
る
。

　

次
に
、
大
き
く
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
昭
和
15
（
１
９
４
０
）

年
に
始
ま
り
、
４
年
間
で
１
４
１
０
戸
が
建
設
さ
れ
た
日
本
製
鉄
（
株
）
に
よ
る
社

宅
の
建
設
で
あ
る
。
当
時
の
１
戸
当
た
り
の
人
口
は
、
平
均
５
・
５
人
と
現
在
の
約

２
倍
の
世
帯
員
が
い
た
。
そ
の
数
が
幌
別
村
に
移
住
し
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和

18
年
ま
で
の
間
に
約
７
千
人
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
大
幅
な
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
幌
別
の
町
の
中
心
が
名
実
と
も
に
現
在
の
幌
別
町
で
あ
っ
た
の
が
、
幌
別

駅
の
西
口
方
向
に
移
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

昭
和
20
年
に
終
戦
を
迎
え
て
以
降
も
幌
別
村
の
人
口
は
、
樺
太
な
ど
か
ら
の
引
揚

者
や
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
移
住
者
に
よ
り
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、

昭
和
24
年
に
は
２
万
人
を
突
破
し
、
昭
和
25
年
か
ら
始
ま
る
朝
鮮
戦
争
に
伴
う
特
需

に
よ
っ
て
、
室
蘭
市
の
鉄
鋼
業
が
活
況
を
呈
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
幌
別
村
に
も

毎
年
１
千
人
近
い
転
入
が
あ
り
、
人
口
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
28
年

に
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地
が
設
置
さ
れ
、陸
上
自
衛
隊
が
配
置
さ
れ
る
と
、

そ
の
家
族
も
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
市
の
人
口
が
３
万
人
を
突
破
し
た
の
は
、
昭
和
36
年
の
こ
と
で
、
観
光
地
登
別

温
泉
を
訪
れ
る
観
光
客
が
初
め
て
１
０
０
万
人
を
超
え
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
登

別
は
「
観
光
」
と
「
工
業
」
を
２
本
の

柱
と
し
て
、
順
調
な
成
長
を
続
け
て
い
っ

た
。
遠
く
な
い
将
来
、
人
口
も
市
制
施

行
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
５
万
人
超
え

が
現
実
に
な
る
こ
と
を
予
測
す
る
町
民

も
多
く
、「
市
制
施
行
」
が
目
前
の
実
現

す
べ
き
大
き
な
目
標
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

昭
和
45
年
、
人
口
３
万
人
で
の
市
制

施
行
が
可
能
と
な
る
特
例
が
設
け
ら
れ

て
、
つ
い
に
「
市
制
施
行
」
の
夢
を
実
現

し
た
本
市
は
、
そ
の
後
も
列
島
改
造
ブ
ー

ム
な
ど
に
乗
り
、
人
口
も
５
万
人
を
う

か
が
う
都
市
へ
と
変
化
を
し
、
生
活
環

境
基
盤
も
次
第
に
整
い
始
め
て
い
っ
た
。

昔
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
湿
地
が
あ
り
住

（単位：軒)

　 幌別村 登別村 鷲別村 合　計
香川県 142 102 6 250
兵庫県 

（淡路島） 84 13 0 97

徳島県 62 4 0 66
愛媛県 4 1 1 6
合　計 292 120 7 419

県の区分は、令和元年現在の区分による。

図表2-1-18　明治期の四国及び兵庫県からの移住者数と移住先

　

人
口
の
推
移
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宅
地
と
し
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ
て
い
た
鷲
別
か
ら
若
山
町
に
か
け
て
の
土
地
も
建

設
部
材
の
進
歩
や
土
壌
改
良
が
お
こ
な
わ
れ
多
く
の
住
宅
が
立
ち
並
び
は
じ
め
、
隣

町
室
蘭
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
49
年
３
月
27
日
、
前
日
の
夜
に
出
生
し
た
乳
児
の
出
生
届
が
提
出
さ

れ
て
、
つ
い
に
人
口
が
５
万
人
を
突
破
し
た
。
こ
の
出
生
届
を
窓
口
で
受
理
し
た
高

田
市
長
は
「（
５
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
で
）
本
当
の
一
般
市
と
な
っ
た
」
と
喜
び

の
挨
拶
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
を
背
景
に
し
て
、
昭
和
55
年
６
月
に
策
定
し
た
「
登
別
市

総
合
計
画
」
で
は
昭
和
62
年
度
の
計
画
人
口
を
７
万
６
千
人
と
し
、
そ
れ
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
期
以
来
約
５
人
の

規
模
で
あ
っ
た
１
世
帯
当
た
り
の
世
帯
員
数
が
、
昭
和
30
年
代
に
本
格
化
す
る
高
度

経
済
成
長
期
に
あ
わ
せ
て
減
少
を
続
け
た
。
昭
和
41
年
に
は
人
口
の
自
然
増
に
よ
っ

て
現
状
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
１
世
帯
当
た
り
４
人
を
割
り
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
以
後
も
平
均
世
帯
員
数
の
減
少
が
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
人

口
増
加
が
果
た
さ
れ
た
の
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
室
蘭
市
に
立
地
す
る
重
厚
長

大
産
業
の
活
況
に
よ
る
社
会
増
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
国
内
で
は
、
昭
和
60
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
契
機
と
す
る
円
高
不
況
に

よ
っ
て
輸
出
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
そ
の
代
表
格
の
１
つ
で
あ
る
鉄
鋼
業
に

も
波
及
し
て
お
り
、
昭
和
60
年
２
月
に
は
新
日
本
製
鉄
（
株
）
室
蘭
製
鉄
所
が
「
２

年
後
の
高
炉
休
止
」
と
「
１
万
９
千
人
規
模
の
人
員
削
減
」
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
。

　

高
炉
の
休
止
自
体
は
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
見
直
さ
れ
た
が
、
圧
延
部
門
の

休
止
と
い
う
合
理
化
提
案
は
実
施
さ
れ
、
室
蘭
市
ば
か
り
で
な
く
本
市
も
含
む
地
域

経
済
全
体
に
相
当
厳
し
い
打
撃
を
与
え
、
関
連
企
業
、
そ
こ
に
働
く
就
労
者
、
家
族
、

地
域
の
店
舗
な
ど
が
移
転
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
影
響
は
数
万
人
に
も
及
ぶ
と

新
聞
は
伝
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
社
会
増
に
裏
打
ち
さ
れ
て
増
加
し
て
き
た
本
市

（単位：世帯数／軒、人口／人)

世帯数 人口 1世帯あたり
人口

昭和45年 12,029 46,526 3.87 
昭和46年 13,228 46,983 3.55 
昭和47年 13,790 48,179 3.49 
昭和48年 14,339 49,268 3.44 
昭和49年 14,839 50,506 3.40 
昭和50年 14,851 50,885 3.43 
昭和51年 15,703 52,737 3.36 
昭和52年 16,193 53,702 3.32 
昭和53年 16,649 54,880 3.30 
昭和54年 17,164 55,808 3.25 
昭和55年 17,882 57,276 3.20 
昭和56年 18,305 57,830 3.16 
昭和57年 18,745 58,747 3.13 
昭和58年 19,074 59,481 3.12 
昭和59年 19,134 59,260 3.10 
昭和60年 19,120 58,950 3.08 
昭和61年 19,199 58,280 3.04 
昭和62年 19,238 57,467 2.99 
昭和63年 19,229 56,837 2.96 
平成元年 19,383 56,552 2.92 
平成２年 19,629 56,584 2.88 
平成３年 19,952 56,593 2.84 
平成４年 20,381 57,003 2.80 
平成５年 20,615 56,916 2.76 
平成６年 20,981 57,117 2.72 
平成７年 22,624 57,367 2.54 
平成８年 22,878 57,220 2.50 
平成９年 22,993 56,717 2.47 
平成10年 23,183 56,243 2.43 
平成11年 23,405 55,928 2.39 
平成12年 23,682 55,688 2.35 
平成13年 23,883 55,207 2.31 
平成14年 24,249 54,993 2.27 
平成15年 24,517 54,800 2.24 
平成16年 24,647 54,622 2.22 
平成17年 24,593 53,971 2.19 
平成18年 24,736 53,782 2.17 
平成19年 24,881 53,472 2.15 
平成20年 24,889 52,926 2.13 
平成21年 24,970 52,664 2.11 
平成22年 24,963 52,279 2.09 
平成23年 25,031 51,872 2.07 
平成24年 25,114 51,580 2.05 
平成25年 24,950 50,944 2.04 
平成26年 25,051 50,657 2.02 
平成27年 25,065 50,182 2.00 
平成28年 24,972 49,526 1.98 
平成29年 24,937 49,003 1.97 
平成30年 24,932 48,459 1.94 

各年10月１日現在

図表2-1-19　
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の
人
口
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
に
記
録
し
た
５
万
９
千
４
８
１
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
た
。
そ
し
て
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
の
国
勢
調
査
で
登
別
市

の
人
口
は
５
万
人
を
割
り
込
み
、
住
民
基
本
台
帳
へ
の
登
録
者
数
も
平
成
28
年
４
月

に
同
じ
く
５
万
人
を
割
り
込
み
、
４
万
９
千
６
９
８
人
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
の
自
然
増
減
を
見
る
と
、
出
生
者
数
は
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
昭

和
48
年
に
ピ
ー
ク
（
８
９
４
人
）
を
迎
え
、以
後
は
減
少
に
転
じ
た
。
そ
の
一
方
で
、

死
亡
者
数
は
、
数
値
を
確
認
で
き
る
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
以
降
は
一
貫
し
て
増

加
傾
向
に
あ
り
、平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
し
ば
ら
く
は
ほ
ぼ
均
衡
状
態
に
あ
っ
た
が
、

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
度
に
死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
上
回
っ
て
、
以
後
は
自
然

減
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
増
減
に
つ
い
て
見
る
と
、
先
述
の
円
高
不
況
の
時
期
に
ほ
ぼ
重
な
る

昭
和
59
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
累
計
約
３
千
３
百
人
が
転
出
し
て

お
り
、
そ
の
後
、
一
時
的
に
若
干
の
社
会
増
に
転
じ
る
も
の
の
、
再
度
社
会
減
に
転

じ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
、「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
に
基
づ
い
て
上
陸
を
許
可
さ
れ
た
後
に

外
国
人
登
録
法
に
基
づ
い
て
居
住
す
る
市
町
村
の
窓
口
で
外
国
人
登
録
を
す
る
こ
と

と
さ
れ
、
市
町
村
は
、
こ
の
外
国
人
登
録
の
情
報
を
活
用
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
制
度
に
お
い
て
は
、
居
住
実
態
や
世
帯
情
報

が
十
分
に
把
握
さ
れ
ず
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
き
に
く
い
な
ど
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
た
め
、平
成
24（
２
０
１
２
）年
７
月
に
外
国
人
登
録
制
度
の
根
拠
で
あ
る「
外

国
人
登
録
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
３
か
月
以
内
の
滞
在
や
外
交
・
公
用
を
目
的
と
し
た

在
留
許
可
を
得
た

外
国
人
以
外
は
住

民
基
本
台
帳
の
適

用
対
象
に
加
え
ら

れ
、
対
象
と
な
る

外
国
人
に
対
し
て

は
、「
在
留
カ
ー
ド
」

が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
改
正

に
連
動
し
て
、
在

留
す
る
国
別
の
外

国
人
数
の
把
握
は
、

平
成
23
年
度
ま
で

は
外
国
人
登
録
制

度
に
よ
る
「
登
録

外
国
人
統
計
」、
平

成
24
年
度
以
降
は

在
留
す
る
外
国
人

に
交
付
さ
れ
る「
在

留
カ
ー
ド
」
に
よ

る
「
在
留
外
国
人

統
計
」
に
よ
っ
て

国
別
の
人
数
を
国

　

外
国
人
人
口
の
推
移

（単位：人)

総数 中国 韓国 フィリピン 米国 ベトナム ネパール ブラジル その他
平成18年 63 0 45 3 5 - - 1 9
平成19年 125 46 63 3 4 - - 1 8
平成20年 112 44 46 3 6 - - 1 12
平成21年 137 47 61 5 9 - - 1 14
平成22年 132 50 50 5 8 - - - 19
平成23年 117 51 42 3 6 - - - 15
平成24年 68 0 43 4 6 1 - - 14
平成25年 67 0 42 2 6 1 - - 16
平成26年 70 0 37 3 7 2 - 1 20
平成27年 74 0 32 5 7 4 2 1 23
平成28年 83 0 29 6 8 13 7 - 20
平成29年 114 0 43 4 7 14 4 - 42
平成30年 129 0 55 6 7 20 8 - 33
※平成23年以前は「旧登録外国人統計」、平成24年以降は「在留外国人統計」による。
※｢中国」は平成23年以前は「台湾」を含む。また、「韓国」は平成23年以前は「北朝鮮」を含み、平成24年以降は「北朝鮮」は「そ

の他」に含む。

図表2-1-20　外国人人口の推移
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が
公
表
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
以
降
に
本
市
に
在
留
す
る
外
国
人
数
の
推
移
は
図
表
２-

１-

20
の
と

お
り
と
な
る
。
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
か
ら
、
平

成
24
年
及
び
25
年
は
人
数
を
減
ら
し
た
が
、
そ
の
影
響
が
和
ら
い
だ
平
成
26
年
以
降

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
中
国
人
観
光
客
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
ホ
テ
ル

な
ど
が
中
国
語
話
者
の
雇
用
を
増
や
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
に
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
が
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
を
新
設
し
、そ
の
学
生
が
市
内
に
転
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
上
げ
ら
れ
る
。

　

法
務
省
が
公
表
す
る
国
別
の
数
値
を
見
る
と
、
長
く
最
多
が
「
韓
国
（
北
朝
鮮
含

む
）」
で
、
２
位
が
「
中
国
（
台
湾
含
む
）」
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
に
「
中
国
」

が
「
韓
国
」
を
追
い
越
し
、
以
降
は
そ
の
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
平
成
24

年
か
ら
国
別
で
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
」
や
「
ネ
パ
ー
ル
」
の
人
数

が
本
市
に
お
い
て
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
木
、
花
木
及
び
花
を
決
め
る

に
あ
た
り
、
市
は
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
緑
化
推
進

に
取
組
た
め
、
市
広
報
紙
で
公
募
す
る
こ
と
と
し
た
。
応
募
の
対
象
と
な
る
木
、
花

木
及
び
花
に
つ
い
て
は
事
前
に
登
別
市
が
自
生
状
況
や
一
般
家
庭
で
の
植
生
状
況
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
学
識
経
験
者
や
市
民
等
57
名
か
ら
意
見
を
聴
き
、

・
潮
風
に
強
い
樹
花
木
を
選
定
す
る
こ
と

・
近
隣
市
町
村
で
選
定
し
て
い
な
い
こ
と

・
四
季
を
通
じ
て
常
緑
で
あ
る
こ
と

・
手
入
れ
が
し
や
す
い
品
種
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
観
点
か
ら
候
補
と
な
る
品
種
を
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
木
は
ア
カ
シ
ヤ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
オ
ン
コ
、
カ
エ
デ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な

ど
11
種
、
花
木
は
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ク
ラ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ツ
ツ
ジ
類
、
ハ
マ
ナ
ス
な

ど
10
種
、
花
は
ア
サ
ガ
オ
、
キ
ク
類
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
ケ
イ
ト
ウ
、
コ
ス
モ
ス
な

ど
12
種
が
候
補
と
な
っ
た
。

　

木
、
花
木
及
び
花
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
市
民
か
ら
の
投
票
を
募
集
し
た
結
果
、

１
９
９
通
の
応
募
が
あ
り
、
市
の
花
は
１
位
キ
ク
類
（
45
通
）、
２
位
サ
ル
ビ
ア

（
33
通
）、
３
位
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
27
通
）
と
な
っ
た
。
市
の
花
木
は
１
位
ツ
ツ
ジ
類

（
78
通
）、
２
位
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
26
通
）、
３
位
サ
ク
ラ
類
（
21
通
）
と
な
っ
た
。
市

の
木
は
１
位
プ
ラ
タ
ナ
ス
（
48
通
）、
２
位
オ
ン
コ
（
38
通
）、
３
位
ナ
ナ
カ
マ
ド

（
28
通
）
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

キ
ク
類
は
、
種
類
も
多
く
１
年
中
各
種
の
キ
ク
類
が
咲
き
、
庶
民
的
で
あ
る
と
と

も
に
我
が
国
で
は
古
く
か
ら
伝
統
あ
る
花
で
あ
る
こ
と
、
ツ
ツ
ジ
類
は
、
道
央
、
道

北
、
本
州
方
面
ま
で
「
登
別
ツ
ツ
ジ
」
と
呼
ば
れ
て
出
荷
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
な
経

緯
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
理
由
の
１
つ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
も
、
世

界
的
に
主
要
な
街
路
樹
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
、美
し
い
街
並
み
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
、

オ
ン
コ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
抑
え
て
近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
樹
木
と
し

て
人
気
が
高
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
投
票
結
果
を
受
け
て
、
各
分
野
の
１
位
を
市
の
木
、
花
木
及
び
花
と
し

て
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
12
月
28
日
に
制
定
し
、
投
票
し
た
市
民
に
は
、
キ
ク
類

の
鉢
植
え
、
ツ
ツ
ジ
類
の
苗
木
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
苗
木
を
10
名
ず
つ
贈
呈
し
て
い
る
。

　

制
定
さ
れ
た
市
の
花
等
は
、
市
民
の
生
活
に
深
く
根
ざ
し
郷
土
の
象
徴
と
し
て
親

し
ま
れ
る
よ
う
、プ
ラ
タ
ナ
ス
や
ツ
ツ
ジ
は
街
路
樹
や
公
園
の
木
と
し
て
植
栽
さ
れ
、

キ
ク
は
11
月
の
文
化
祭
な
ど
の
中
で
展
示
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

市
木
・
市
花
木
・
市
花
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